
養生所/(長崎)医学校等遺跡中核区域北部一帯遺跡の

取扱い信周査・保存・保護墜備・公開・継承)1こ関する提案と要望
一養生所バ長崎)医学校等遣跡の保存と活用より

2019年(平成31年)に入り、養生所/(長崎)医学校等遺跡に関して、私達当会、及び、長崎市の理事者に
於いては、相互の基礎的な情報交換により、当該遺跡の中核区域の長崎医学校建物敷地北部の実態につ
いて、長崎腎學專門學校卒業記念写真帳での犬正初期の長崎医学校等北部正門東西両翼石垣の写真群、
並びに、長崎讐科大學卒業記念写真帳での長崎馨科大學の"記念館"即ち大學構内ぐびろケ丘に移築され

た旧甲種長崎医学校律用講堂の四面が撮影された写真群の再発見、又、養生所八長崎)医学校等遺跡中
核区域長崎医学校等敷地東部に於ける外周道路拡幅工事での敷地境界等遺跡の検出、等に関し新しい知
見が生起している事実を共有しています。

私達当会は、当該遺跡又遺跡一般に対して、その土地に開発行為を計画し実施することについて、度重なる、
長崎市議会議長への陳情書、並びに、長崎県知事同時に市長を筆頭宛先とする要望書、他の時々の書面
資料にて、皆様に、提案し要望しています。

私達当会は、同時に、当該遺跡の存在と長崎市立仁田佐古小学校の建設との開発行為との関係に於いて、
当該遺跡の中核区域の実態は、遺跡としての実態が大幅に破壊されつつある、と認識します。

私達当会は、当該遺跡地に計画して建設中の長崎市立仁田佐古小学校の状態や運用、例えぱ、屋外運動

場の面積が、長崎市立佐古小学校の原状に対して、外周道路拡幅に伴う敷地削減と校舎面積の拡張に伴い、
相当程度、縮小されつつある計画と実施の実態にも、留意しています。
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私達当会は、皆様に、以上の現況を認識し、当該の現状の計画と実施に対して、遺跡を遺跡として少しでも
活かす、同時に、小学校の活動と運営をより望ましいものにする、との観点より、以下、三段階に形成する提
案により、提案し要望します。

私達当会は、前述の趣旨の範囲において、第一段階提案(要望)を静的な措置に係る局地的な提案、第二

段階提案(要望)を静的な措置に係る総合的な提案、第三段階提案(要望)を静的な措置及び動的な措置を
併用する総合的な提案として、直面する遺跡保存対策措置のみならず経時的計画をも併用して、第一段階

提案(要望)又は第二段階提案(要望)の実現を経て、第三段階提案(要望)を実現するよう、総合的な検討と
実施を、提案し要望します。

長崎市の現状計画、私達当会の第一段階提案(要望)又は第二段階提案(要望)から第三段階提案(要望)
へと、長崎市立仁田佐古小学校の屋外運動場の集団活用有効面積が増大する提案且つ要望ですので、併
せて御検討ください。

1.第一段階提案(要望)

2019年(平成31年)2月議会に提出された長崎市立仁田佐古小学校及び外周道路拡幅整備計画の図面を

基盤とした、文化財(養生所バ長崎)医学校等遺跡の中核区域である記念物の一部)としての長崎医学校等
北西部正門東奨石垣等石垣群及び旧長崎市佐古国民学校等並びに長崎市立佐古小学校の記念としての
当該校北西通用門外側扇形石段の双方の存在を活かす四つの提案と要望です。

長崎医学校等北西部正門東駕石垣等石垣群は、その実態が文献記録資料並びに図面や写真等図像資料
等補完資料と遺跡の実態が相互に違和感なく一致し、よって、施工時期や様式の示標ともなり、施工時期や
施工者、石材や石積みの状態のみならず、天川石灰が遺存しその施工時期や耐久性等に係る、多様な学術
上価値があります。

{長崎医学校等北西部正門業寛石垣等石垣群,け.,,現状保存のための旧長崎市佐古国民学校等並びに長崎市立佐古小学校の記念としての当該校北西通用門外髄鳫形石段移設の四つの提案の比較1

提案 ーー~~_'竺L鄭

②

峡

旧

市の現行ミ

長崎

④

崎

鯖、

古小
西に

J、

に

仁

画

(1)長崎医学校等北西部正門東翼石垣等石垣群の現状保存、及び、旧長崎市佐古国民学校等並びに長崎
市立佐古小学校北西通用門外側扇形石段の移築と旧形態再建
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ほぼ、2019年(令和元年)7月1日の遺跡及び文化財と学校の記念と工事の進捗実態の現状を維持しつつ
長崎市立仁田佐古小学校施設及び運営及び外周道路拡幅等関連当該事象を実施する提案と要望です。
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(1)文化財(養生所/(長崎)医学校等遺跡の中核区域である記念物の一部)としての長崎医学校等北西部正
門東翼石垣等石垣群を現状保存する。
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(2)旧長崎市佐古国民学校等並びに長崎市立佐古小学校の記念としての当該校北西通用門外側扇形石段
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(5)旧長崎市立佐古小学校地東面外周道路拡幅工事について、長崎医学校等敷地北部東突端部敷地境界

線等遺跡を現状保存する状態で拡幅を行う。場合により、拡幅計画幅を縮小する。
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について、憶測の余地のない再建、即ち、原状回復を行い、遺跡の大きさ及びその形状及ぴその細部を回復
する。
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(2)養生所/(長崎)医学校等遺跡の中核区域について、"土地の造形"のうち、建物敷地境界部内について、
長崎市立仁田佐古小学校校舎等施設構造物以外の校庭部分に於いて、憶測の余地のない再建、原状回復

を行い、遺跡の高さ及ぴ形状及ぴその細部を回復する。
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(1)当該の土地の範囲は、遺跡であり、建物敷地等が周知の埋蔵文化財包蔵地に決定されており、開発行
為による土地の掘削、施設の解体移築に係る土地の掘削、その他の現状変更の計画と実施については、土

地の掘削、現状変更の実施以前に発掘等調査を実施する事を要望します。
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(2)長崎医学校等並びに長崎市佐古尋常高等小学校及び長崎市佐古国民学校の敷地境界法面に施工され

て遺存する石垣群(上記、長崎医学校等北西部正門東糞石垣等石垣群以外の石垣群)については、現状保

存し、又は、石材等構成材料を保存し、位置を変更し、局部的な憶測の余地のない再建を行い、再建しない

部分の石材等については、之を局部的な憶測の余地のない再建をできる状態で保存することを要望します。

5.添付資料

(1)『養生所/(長崎)医学校等遣跡中核区域北部一帯遺跡の取扱い(調査・保存・保護・整備・公開・継承)に関す

る提案と要望[第一段階提案(要望)の図面]

[長崎医学校等北西部正門東翼石垣等石垣群(文化財一関係性一景観)現状保存のための旧長崎市佐古国民

学校等並びに長崎市立佐古小学校の記念としての当該校北西通用門外側扇形石段移設の四つの提案と要望1

2019年(令和元年)7月9日火曜日養生所を考える会代表池知和恭

22

のヘ
①

③

小
て



養生所/(長崎)医学校等遺跡中核区域北部一帯遺跡の取扱い(調査・保存・保護,整備,公開・継承)に関する提案と要望[第一段階提案(要望)の図面]
f長崎医学校等北西部正門東翼石垣等石垣群(文化財一関係性一景観)現状保存のための旧長崎市佐古国民学校等並びに長崎市立佐古小学校の記念としての当該校北西通用門外側扇形石段移設の四つの提案と要望1
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長崎県知事
長崎県教育委員会教育長
長崎県企画振興部長
長崎県文化観光国際部長
長崎県土木部長
長崎県環境部長
長崎県文化財保護審議会長
長崎市長
長崎市教育委員会教育長
長崎市企画財政部長
長崎市文化観光部長
長崎市まちづU培B長
長崎市土木部長
長崎市環境部長
長崎市理材部長
長崎市中央総合事務所長
長崎市文化財審議会長

中村法道様
池松誠二
柿本敏晶様
中崎謙司
岩見洋一様
宮崎浩善様
林一馬
田上富久様
橋田慶信様
片岡研之様
股張一男様
片江伸一
吉田安秀様
宮崎忠彦
小田徹様
大串昌之様
下川達彌様

2019年(令和元年)8月5日月曜日

標記の件について、別添害類の如く、産炭地等における環境汚染等に関して要望いた
します。

どうぞ、ご検討くださるようお願い申し上げます。

なお、当件の具体的な措置にっきましては、2019年8月23日(金)までに、ご回答をくだ
さるようお願い申し上げます。

六1 に'1

1.別添害類

『産炭地等における環境汚染等に関する要望害』

血1五

養生所を考える会代表池知和恭

に

生六地における1皿1立

朗晝 1こついて

記

園

長崎県知事

長崎県教育委員会教育長

長崎県企画振興部長

長崎県文化観光国際部長

長崎県土木部長

長崎県環境部長

長崎県文化財保護審議会長

長崎市長

長崎市教育委員会教育長

長崎市企画財政部長

長崎市文化観光部長

長崎市まちづd培β長

長崎市土木部長

長崎市環境部長

長崎市理材部長

長崎市中央総合事務所長

長崎市文化財審議会長

連絡先:要望人

養生所を考える会代表池知和恭
〒852-8127

長崎県長崎市大手二丁目十七一四十六一-0二

携帯電話 090-3730-1858

一通

に
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中村法道様

池松誠二様

柿本敏晶様

中崎謙司様

岩見洋一様

宮崎浩善様

林一馬様

田上富久様

橋田慶信様

片岡研之様

股張一男様

片江伸一様

吉田安秀様

宮崎忠彦様

小田徹様

大串昌之様

下川達彌様

る望圭

以上
要望人

〒852-8127

長崎県長崎市大手二丁目十七・四十六、-0二

養生所を考える会代表池知和恭,

連絡先携帯電話090-3730-1858



一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

1.「端島炭坑」(軍艦島)遺跡における環境汚染の出現に関して

2019年(令和元年)8月1日木曜日長崎新聞朝刊は、第一面で『軍艦島で石綿検出か長崎市.、観光
客の上陸禁止』と表題し、「長崎市は31日、世界文化遺産内昂台日本の産業革命遺産」を構成する「端島
炭坑」(軍艦島)で、アスベスト(石綿)とみられる繊維物質を検出したと発表した。同日、観光客の上陸を
禁止した。 2009年の上陸解禁後、天候以外の理由で上陸を禁止したのは初めて。ーー・」と報じました。
「明治日本の産業革命遺産」は2015年の第39回世界遺産委員会でUNESC0の世界遺産りスト1こ登
録された日本の世界遺産のーつです。

産炭地等における環境汚染等に関する要望

当該の世界遺産の構成資産である「端島炭坑」(軍艦島)での当該の環境汚染の可能性の出現は、長崎
市管下、長崎県管下、九州、日本全国の産炭地、さらに、世界の産炭地に於ける、環境汚染の可能性を
指摘する結果となりました。

私達当会は、世界遺産りストに登録された世界遺産の資産に於ける、事後的な、環境汚染の可能性の
出現について、とても、残念な出来事である、と認識します。

私達当会は、一般に、斯かる能動計画の発効に対する、事後的な環境汚染の出現にっいて、あってはな
らない事象である、と理解します。

私達当会は、皆様に、行政上の諸般の能動並びに受動計画において、環境汚染、その他の事象の可能
性の認識に基づく、事前の総合的なアセスメント(assessment:評価、査定、分析、判断、客観的に評価
するこど、事前の調査、科学的な経過の観測、有効な対策、の実施により、事後的な環境汚染、遺跡の
損壊、その他の不可逆的な事象の出現を防止すること、を要望します。

2019年(令和元年)8月5日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

11.養生所/(長崎)医学校等遺跡の取扱いの経過につぃて

1.長崎市の養生所/(長崎)医学校等遺跡の取扱いに関して

長崎市管下では、長崎市の理事者は、養生所/(長崎)医学校等遺跡の中核区域である長崎市立佐古小
学校及び外周道路に於ける小学校新設統合に由来する、遺跡を掘削して行う、長崎市立仁田佐古小学
校設置及び校舎等施設建設並びに当該敷地外周道路拡幅建設にっいて、
(1)2010年(平成22年)2月より長崎市の理事者は、地元自治会及びPTA関係者に佐古小学校.仁田
小学校の統合の検討の必要性を説明し、当該事象に着手

(2)20T1年(平成23年)8月19日「平成23年度第1回長崎市立小中学校適正配置検討会議」開催
(長崎市一教育委員会主催)長崎市の理事者間で協議

(「佐古小学校.仁田小学校の統合にっいて」第一案:佐古小に新設校を設置する案及び第二案:仁田小
に新設校を設置する案を提示し「庁内関係部局への周知及び意見を伺った。」
0主な内容(抜粋):ーーー敷地の使い勝手から言えぱ佐古の方だろう。(・土木部長).佐古小に新
設校を設置する方がいい。仁田小跡地は、道路拡幅のための移転交渉の代替地や公共用地としても使
える。(一建築部長)

0結果:'今後、地元へは、2つの案を提示したうぇで、市としては佐古小に統合新設校を設置する案を
もって地元との協議に臨むことで委員の了解を得た。

0今後の検討課題(抜粋):・統合校が、仁田小に建設できない理由の整理。

(3)2014年(平成26年)11月地域が複数の候補地より当該地に小学校建設用地を合意し、用地選定
から当該地に於ける小学校運営建設を前提とした調整局面に入った後、2015年(平成27年)3月当該
遺跡を文化財と認識して記載する『長崎市歴史文化基本構想』を発行し発表、同時期、2015年(平成27
年)3月から5月にかけて当該遺跡での開発行為に関して『埋蔵文化財事前審査願』を発動して、試掘調
査を実施し、新規の遺跡の発見とし、「周知の埋蔵文化財包蔵地」として遺跡登録

( V4 )

(4)2016年(平成28年)4月旧長崎市立仁田小学校に長崎市立仁田佐古小学校が発足し、2016年
(平成28年)4月「第1回長崎市立仁田佐古小学校校舎等建設計画地域懇話会」を当該地域で開催し、
調整から小学校校舎建設局面に入った後、2017年(平成29年)2月「第5回長崎市立仁田佐古小学校
校舎等建設計画地域懇話会」に於いて、出席者である地域居住の委員より当該地が養生所/病院であっ
たことより土壌汚染の可能性の指摘がなされ、長崎市理事者は「相当な年数が経っており・"影響は無い
ものと考えている」と応答、後、当該地における土壌汚染等の可能性と調査等の検討に着手
し、小学校の統廃合検討並びに用地選定並ぴに小学校施設建設並びに当該敷地外周道路拡幅建設に
対し、当該地が文化財であることを認知しっつ、文化庁次長通知発出等ある処、遺跡である文化財(記念
物並びに埋蔵文化財)としての踏査や発掘調査や補完資料検討等による遺跡の実態把握と遺跡保存と
開発計画との調整、又、土壌汚染並びに水質汚染の可能性にっいて一定の認知がありながら「土壌汚染
状況調査」等による実態把握、にっいて事後的措置を執り、行政行為の錯綜を提示している処です。

2.養生所を考える会の養生所/(長崎)医学校等遺跡への取組

私達当会は、2015年(平成27年)10月20日長崎市の平成27年度小島養生所跡発掘調査現地見学
会開催を契機として、2016年(平成28年)1月1日養生所を考える会を発足、2016年(平成28年)フ
月17日シンボジウム『養生所遺構を考える』を開催(主催:養生所を考える会於:長崎市仁田佐古地区
ふれあいセンター)、2016年(平成28年)9月7日『養生所/医学校の遺構の保存.修復.整備.復元に関
する陳情害(旧長崎市立佐古小学校地と一部の隣接道路にっいて)』(養生所を考える会、毎熊政直長崎
市議会議長宛)を提出、以降、養生所を考える会は、当該事象にっいて、長崎市定例議会毎に陳情書を
提出、適宜、長崎県知事、並ぴに、長崎市長を筆頭に関係理事者並びに行政上関係者に要望書を提出
し、記者会見を為し、適宜、皆様に、関係資料を提示し、又、提案と要望を伝達しています。
私達当会は、2017年(平成29年)2月20日以降、私達当会は、長崎市長並ぴに長崎市の理事者の
皆様に、当該地が、土壌汚染への対策の為されない時代に87年の長きに亘り、病院、医学校、理化学
研究所、梅毒専門病院として活用された土地の利用の履歴に鑑み、梅毒治療薬である水銀化合物並び
に砥素化合物を主とするサルバルサン又その国産品その他に由来する水銀と砥素その他物質による土
壌汚染並びに水質汚染の可能性を指摘し、又、土壌汚染対策法第十四条第3項に規定される「土壌汚染
状況調査とみなす」ことができる調査等を実施することにより土壌汚染と水質汚染の実態を明らかにする
事を要望しています。

3.養生所/(長崎)医学校等遺跡の取扱いの推移(当該事象の概略にっいて)

02010年(平成22年)2月~10月地元自治会及びPTA関係者に佐古小学校・仁田小学校の統合の検討の必要性を説明(長崎市)
(両校の児童数の減少、小規模化、30omと近接している、施設の老朽化を理由とする)長崎市立佐古小学校所在地:長岫市西小島1コ、目7
番1号/長崎市立仁田小学校所在地:西小島2丁目6番15号

図2011年(平成23年)8月内日「平成23年度第1回長崎市立小中学校適正配置検討会議」開催(長崎市一教育委員会主催)
長崎市の理亭者間で協議

(「佐古小学校'仁田小学校の絖合にっいて」第一案:佐古小に新設校を設度する案及び第二案:仁田小に新設校を設置する案を提示し「庁内
関係部局への周知及び意見を伺った。」
0主な内容(抜粋)

敷地の使い腸手から雷えぱ佐古の方だろう。(一土木郁長)

'佐古小に新設校を設置する方がいい。仁田小跡地は、道路拡幅のための移転交渉の代替地や公共用地としても使える。(一建築部長)
0結果

'今後、地元へは、2つの案を提示したうぇで、市としては佐古小に統合新設校を設置する案をもって地元との協議に臨むことで委員の了解を得た。
0今後の検討課題

・統合校が、仁田小に建設できない理由の整理。
り(ス通学の検討(現状4キロ以上の縛りあり)。)

■2014年(平成26年)11月13日(木)「第4回佐古小学校・仁田小学校統廃合検討協議会」開催
(地域委員が当該地への統合校施設建設用地合意にっいて長崎市に対して外周等道路拡幅を条件付けたところを長崎市理事者がこれに合
意、同時に、地域委員が当該地を統合校施設建設用地として合意を形成)
■平成27年1月27日『佐古小学校・仁田小学校統廃合計画一次報告書』佐古小学校・仁田小学校統廃合検討協議会
(「2 新設校の用地にっいて新設校の用地にっいては・佐古小学校跡地とする。.」)
@平成27年3月『長崎市歴史文化基本構想』(長崎市文化財課)策定発行

(以下記載:資料編 3.関連文化財群のテーマの概要長崎市の歴史文化の特性 G近代化の先進地関連文化財群のテーマ G-1近代
化の黎明概要■鳴滝塾と医学伝習・・・また、安政4年(1857)に実施された海軍伝習の第2次伝習教師団には、幕府の医学.博物学の教
授招集の要望を受けて軍医ポンぺが派遣されナニ。同年末には幕府から派遣された医師松本良順の授助によりポンぺの講義が始まり、大村町に
医学伝習所が開かれた。翌5年夏、長崎から大流行したコレラにポンぺは防疫や治療に当たり、その貢献により十善寺郷の唐人屋敷の裏山に
病院が建設され、さらに小島養生所が開設された。小島養生所は、套が国初の近代的なヨーロッパ式の病院、医学校と呼ぱれ、その後も精得
館など名称を変えっつ医学教育が行われており、長崎は近代医学の発祥地として、その発展に貢献した。)

( 2/4 )



★平成27年3月23日『埋蔵文化財事前審査願』教施号外長崎市教育委員会(長崎市教育委員会教育総務部施設課)、長崎市教育委員会
(経済局文化観光課文化財課)宛

(下記所在地におきまして、開発行為を計画しておりますので、事前に埋蔵文化財の有無の確認をお願いします。記所在地:長崎市西小島
1丁目11m番地、面積1561市、地目:宅地、開発用途旧的):新校舎建設のため、開発予定(年月日):平成29年4月1日~平成31年3月3
1日、連絡先:教育委員会095-829-1192(直通)、添付図面.1.位置図(現況図)2.建造物配置図)
☆平成27年4月1日~9日養生所(病院)敷地を試掘調査(長崎市経済局文化観光部文化財課)
★2015年(平成27年)4月15日『遺跡発見の通知にっいて』(長崎市文化財課X長崎県教育委員会教育長宛、紋化財保腰法第九十七条一項))
★2015年(平成27年)4月23日『遺跡の発見にっいて(通知)』(県教育庁学芸文化課X長崎市教育委員会教育長宛)
(新規遺跡「小島養生所跡」として登録)

■2015年(平成27年)5月15日(金)付市長決済「長崎市立佐古小学校と長崎市立仁田小学校の統廃合にっいて(伺)」
(「1 統合形態佐古小学校と仁田小学校を廃止し、仁田佐古小学校を設置する。(新設統合) 2 統合時期平成28年4月1日 3 統合理
由仁田小学校及び佐古小学校においては児童数の減少により小規模化しており、距離が約30omと近接していることに加え、両校の校全が
老朽化しているため。 4 新設校設置場所現在の佐古小学校敷地に新校舎を建設するが、新校舎が整備されるまでの措置として仁田小学校
を仮校舎として活用する。」)

★2015年(平成27年)5月18日『埋蔵文化財包蔵地力ードの提出について』

(長崎市文化財課、長崎県教育長宛、養生所バ長崎)医学校遺跡のうち養生所(病院)~小島病院の敷地にっいて「埋蔵文化財包蔵地」と決定)
長崎県遺跡地図に登戦

(長崎県教育委員会、養生所バ長崎)医学校遺跡のうち養生所(病院)~小島病院の敷地が「周知の埋蔵文化財包蔵地」となる、(文化財保護
法第九十三条に規定))

☆平成27年8月17日平成27年度小島養生所跡発掘調査(養生所(病院)敷地西部体育館前庭)開始(長崎市文化財課)
★平成27年10月20日平成27年度小島養生所跡発掘加査現地見学会開催(長崎市)
☆平成27年10月23日平成27年度小島養生所跡発掘詞査(養生所(病院)敷地西部体育館前庭)終7(352nlX長崎市文化財課)
■2015年(平成27年)12月8日(火)土木都長及び教育庁長にて決裁「仁田佐古小学校外周道路整備事業の施行にっいて(伺)」
(路線名オニ田佐古外周道路(市道西小島稲田町1号線ほか2路線)、整備個所;西小島IT目ほか、事業期間.平成28年度~平成32年度(予
定)、全体事業費120ρ00千円、施行理由:当該路繰は、仁田佐古小学校の外周に位置する道路であるが、道路幅員が2~3m程度とせまい
ため、車両が進入できないことから、日常の買い物や通院、介護等において、不便をきたしているとともに、緊急時における救急搬送や消防活動
等にも支障をきたしている。このようなことから、住環境の改善、及び交通安全面や防災面での向上を図るとともに、地域の活性化を図るため、
道路整備を行うものである。)

◎2016年(平成28年)1月1日養生所を考える会発足(代表池知和恭、副代表旧本医史学会会員畏崎大学名鸞教授(医学部)相川忠臣)
図平成28年1月20日(水)「小島養生所跡遺構等の取扱いにつぃて」(都市経営会議)
(会議報告書【結果】学校建設はこれまでどおり進めながら、まずは記録保存を行う。露出保存にっいては、平成28年度に実施を予定している
既存体育館下の埋蔵文化財本調査終了後に遺構の評価を行って、その結果を踏まえて検討する。
■平成28年3月31日付市長決戴「小島養生所跡遺構等の取扱い方針にっいて(伺)」
(【方針】1学校建設を優先して進める。 2まずは記録保存を行う。 3露出保存にっいては、平成27年、28年度の発掘調査終了後に遺構等
の評価を行い、その結果を踏まえて検討する。)
02016年(平成28奪)4月1日旧長崎市立仁田小学校に長崎市立仁田佐古小学校が発足
02016年(平成28年)4月22日(金)「第1回長崎市立仁田佐古小学校校舎等建設計画地域懇話会」を当該の地域で開催
◎2016年(平成28年)7月17日シンボジウム『養生所遺構を考える』(主催.養生所を考える会於:長崎市仁田佐古地区ふれあいセンター)
(幕末佐賀研究会からの参加もあり、九十名を超える出席者があり、活発な意見交換があった。)
◎2016年(平成28年)9月7日『養生所/医学校の遺構の保存・修復・整備・復元に関する陳情書(旧長崎市立佐古小学校地と一部の隣接道路
について)』提出(養生所を考える会、毎熊政直長崎市議会識長宛)
1以降、養生所を考える会は、当註事急にっいて、長崎市定例議会毎に陳情書を提出、適宜、長崎県知事、並びに、長崎市長を筆顛に関係理事者に蔓望婁を提出1
口平成29年2月15日(水)「第5回長崎市立仁田佐古小学校校舎等建設計画地域懇話会」に於いて、出席者である地域居住の委員より当該
地にっき「(Q6)今東京の方で、例えぱ、豊洲で建物を建てて、空気が汚れているなど色々あるが、養生所跡で薬がまかれていたりなど、そう
いったことは全くないのか。土壌汚染などはどぅなのか。(A6)病院があった場所であるため、いろいろな薬品が使われていたとは思うが、相当な
年数が経っており、学校が建っていた場所でもあるため、影響は無いものと考えている。」と指摘があり、長崎市の理事者が応答
◎2017年(平成29年)2月19日『長崎市旧佐古小学校校地の養生所遺跡群の調査と保存に関する要望書』(梅毒治療藁等に由来する水銀
化合物と砥素化合物等による土壌汚染の可能性に言及浩作成/ 2017年(平成29年)2月21白発送
旧本医史学会と洋学史学会が連名、中村法道長崎県知亭池松誠二長崎県教育委員会教育長田上富久長崎市長馬場豊子長崎市教育委
員会教育長下川達彌長崎市文化財妻議会会長宛)

◎2017年(平成29年)2月20日『長崎市小島の養生所バ長崎)医学校の遺跡の土壌汚染に関わる見解と要望の書』を提出
(養生所を考える会、中村法道長崎県知享池松誠二長崎県教育委員会教育長田上富久長崎市長鳫場豊子長崎市教育委員会教青長下
川達彌長崎市文化財審議会委員長宛)
◎2017年(平成29年)2月21日記者会見を実施

(日本医史学会(長崎大学名誉教授(医学都)相川忠臣)と養生所を考える会(代表池知和恭)が共同で、養生所/(長崎)医学校の遺跡の調査と
保存と活用上の新たな問題(土壌汚染)及び遺跡の調査保存活用にっいて記者会見を実施(於:市政記者室))

Ⅲ.本紙 1、及び、1はり

私達当会は、長崎市の行政行為に係る、2010年以降の養生所/(長崎)医学校等遺跡における関連事
象取扱いの推移、又、「端島炭坑」(軍艦島)遺跡における環境汚染の事後的な出現、に考察する処、遺
跡の実態の把握、環境汚染の実態の把握、並びに、関連する行政行為について、いづれも、能動計画の
決定や実現から数年以内に、指摘があり、出現し、事後的に措置されている、と理解します。

私達当会は、長崎市の行政行為に係る諸般の能動計画にっいて、事前の総合的なアセスメント(a卵es
Sment:評価、査定、分析、判断、客観的に評価するこど、並びに、事前の調査、に対する完全性の概
念が欠如するのではないか、と推測します。

r・この間、長崎市議会は、長崎市が議会に提出する当該の議案を、順次可決します。
'以来、養生所を考える会では、養生所/(長崎)医学校等遺跡の実態検討と併行して、当該遺跡の調査、現状保存、活用、遺跡破壊に
対する原状回復、"土地の造形"及び一部の構造物の憶測の余地のない再建、遺跡整備、公開、日本遺産取得並びに世界遺産登録へ
の取組、土壌汚染並びに水質汚染の可能性への対応の実施、又、『小学校施設整備指針平成28年3月文部科学省大臣官房文教
施設企画部』(平成4年3月31日一・・平成28年3月25日(第七次)改訂)の記載に従い、旧長崎市立仁田小学校地と旧長崎市立佐
古小学校地の比較に於ける学校用地としての適性を検討し旧長崎市立仁田小学校地に優位性があると提案し、当該遺跡に於ける、小
学校建設用地の決定及び当該小学校建設並びに外周道路拡幅建設の計画と工事の取消し、その他、を提案し要望しています。
'以降、当該の遺跡と開発の現場では、校舎等施設の解体に由来する土地の掘削が始まり、又、地盤の不安定が確認され、一方で、
養生所以降医学校及び病院並びに梅毒病院の遺跡の検出が相次ぎ、丘陵先端部の現在では住宅密集地帯に位置する遺跡に於ける
学校建設と遺跡保存と土壌汚染への行政措置がさらに錯綜を提示します。1

私達当会は、皆様に、長崎地域の地方公共団体の行政行為に係る諸般の能動並びに受動計画にっい
て、考え得る、事前の総合的なアセスメント(ass.ssment:評価、査定、分析、判断、客観的に評価する
こど、並びに、事前の調査の、完全性の概念に基づく策定と実施、を提案し要望します。

Ⅳ.長崎市管下、並びに、長崎県管下の産炭地に関して

私達当会は、皆様に、長崎市管下、並びに、長崎県管下の全ての産炭地(遺跡を含む)にっいて、環境
汚染その他事象に関する、事前の(事後的な場合も含め)総合的なアセスメント(assessm.nt:評価、査
定、分析、判断、客観的に評価するこど、並びに、事前の調査の速やか、且っ、完全性の概念に基づく
策定と実施、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、当該の事前の(事後的なものも含め)総合的なアセスメント(assessm8nt:評価、
査定、分析、判断、客観的に評価するこどの成果、並びに、事前の調査の成果、にっいて、速やかに、
長崎市民、並びに、長崎県民、並びに、日本国民、並びに、世界の人々と共有すること、を提案し要望し
ます。

私達当会は、皆様に、当該地が遺跡であると認知し、遺跡の調査、保存、活用、公開、整備、継承を前
提とした、当該の事前の総合的なアセスメント(asses.ment:評価、査定、分析、判断、客観的に評価す
ること)、事前の調査、科学的な経過の観測、有効な対策、の実施により、遺跡の遺跡としての存在と機
能の保全と、事後的な、環境汚染、災害、遺跡の損壊等の不可逆的な事象の出現の防止を両立すること、
を要望します。

( 3/4 )

V.長崎奉行所西役所等遺跡群に関して

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群にっいて、元亀二年三月(1571年)に始まる有馬氏並びに大
村氏と口ーマ・カトリックによる町立て以来、2018年(平成30年)現在まで、447年間、中世一近世一近
代一現代を通じて都市の中心部として、又、この問、交易、軍事、行政、長崎海軍伝習の拠点として、活
用された土地の利用の履歴より、多様な物質の取扱い並びに貯蔵の可能性が想定でき、土壌汚染、水
質汚染、その他、様々な環境汚染が既に出現し、今後出現する可能性が想定できると理解します。

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群にっいて、建物等解体、遺跡としての発掘調査等、土地の掘
削、土地の形状の変更、土壌の搬出、その他の行為を直ちに中止し、総合的なアセスメント(assessme
nt:評価、査定、分析、判断、客観的に評価するこどを実施し、同時に、遺跡の遺跡としての存在と機能
の保全と遺跡の調査を前提とした、土壌汚染、水質汚染、その他、環境汚染に関する実態調査の計画、
土壌汚染に対しては土壌汚染対策法第十四条第3項に規定される「土壌汚染状況調査とみなす」ことが
できる調査等の実施と方法策定の計画、を形成し、之を実施し、遺跡の遺跡としての存在と機能の保全と
遺跡の調査を前提とした、汚染対策措置の計画を形成し、遺跡の遺跡としての存在と機能の保全と遺跡
の調査、並ぴに、環境汚染への調査と対策、の双方の措置を両立させることを、要望します。
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2018年(平成30年"1月1日木曜日養生所を考える会代表池知和恭

3.「国指定文化財の指定等碁準抜粋」
2019年(平成31年)2月6日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

4.『埴亀瓢財●岨"亀に加'代表的な文化庁次長通知及び委員会報告の要約と簡略な撞粋」
2018年(平成30年"1月23臼金曜日美生所を考える会代表池知和恭

5,『「白本遣産(d.P.nHorit"".)」にっいて」
2018年(平成30年)3月6日火曜日養生所を青える会代衰池知和恭

{ 2/'日 1

Ⅵ.第六都参考資料(5)(新聞書評記事より)

1.『本を燃やす人間』

2019年(令和元年)5月4日土曜日養生所を者える会代表池知和恭

2.『過剰・・ウライシス』

2m9年(令和元年)5月4日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

3.『・・むしろ・,』

2019年(令和元年施月18日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

4.『間もなく息を・・・・」

2m9年(令和元年)6月15日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

5.『欠けていることから".」
2019年(令和元年)7月伯日土曜臼養生所を考える会代表池知和恭

6.「偶然・必然・望ましい姿』

2019年(令和元年)7月20日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

イ3/8)

14.『日本博(2020年)』

20円年(令和元年)9月1日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

Ⅷ.第ハ部参考資料(フ)(その他)

1.『"危提"』

20オ8年(平成30年)9月14日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

2.『"危機""」

2018年(平成30年"2月3日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

3, r"突熱ですが"」

2018年(平成30年"2月3日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

4. r'遣跡は"』

2018年(平成30年)12月3日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

5.『'江戸一長崎"』

呈018年(平成30年"2月4日火曜白養生所を考える会代表地知和恭

6.『"文化財と活用"』

2m9年(平成31年"月円田土曜日養生所を考える会代表池知和恭

フ.『"文化財と活用""』

2m9年(平成31年"月20日日曜日養生所を考える金代鰹池知和燕

8.「"文化財~遣跡を"』

2019年(平成31年)1月21白月曜日養生所を考える金代表池知和恭

9. r"遣跡は 11"」

2019年(平成31年"月25日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

,0・『【置昇壮Ⅱ且章量亜1「都市長崎よりの日本開国置界文明の胎鬼一山嶋嘩捜.京"市逸島岳ハ→二ーー」』
2酎9年(平成31年)2月11日月曜日萎生所を考える会代表池知和恭

TI.「"都市は"』

2019年(平成31年)3月6日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

12.『"私達当会は"』

2019年(平成31年)3月10日日曜日養生所を者える会代表池知和恭

13. r"例えば"」

2019年(令和元年)6月28日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

14.「"私速当会は"(11)』

2m9年(令和元年)7月19日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

Ⅵ1.第七部参考資料(6)

【 5/ー'8 )

1.「藤原宮跡』

2019年(令和元年)5月1日水曜日養生所を考える会代表池知和蒜

2. r凍結」

2m9年(令和元年)7月14日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

3.「・・もうもどらない・ー」

2019年(令和元年)8月4日日曜日養生所を青える会代表池知和恭

(日本経済新聞斬聞文化欄より)

4,『・・・床や美井がゆ力tみー.」

2019年(令和元年)8月10日土曜日養生所を考える会代表池知和燕

5.『メッセージを・・受けとめる」

( 4.、、8 )

2019年(令和元年)8月25日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

15.「"VVE.門"』
2019年(令和元年)7月23田火曜日養生所を考える会

(6/8)

(フ/8)

以上
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[世界史の窓] h杜PS://WWW.y・history.net/appendix/wh1203082.html
〔日本の開国〕
■冒■卿開

日本開国の意義

日本が開国したことは、日本が世界経済に巻き込まれることとなっただけでなく、資本
主義の経済圏(世界市場)が地球を一周したことになり、世界史的な意義があることで
あった。1858年のエンゲルス宛マルクスの書簡には次のような一節がある。
(引用)「ブルジョア社会の固有の任務は、世界市場及びその基礎の上に立つ生産を作
り出すことである。世界は円形であるから、このことはカリフォルニア並びにオーストラリ
アの植民地化と支那並びに日本の開放によって結末に至ってきたと考えられる。」
羽仁五郎『明治維新史研究』1956年P94

今世界の一体化

日本の開国マルクスからエンゲルス宛の書簡〔至璽]
2018年(平成30年)7月1日日曜日養生所を考える会代表旭知禾d慕

活用

遺跡の考察への現状と私達の見解
2018年(平成30年)7月1日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

保存

記念物

中

特別史跡

史跡

又は 且つ

4==■区コに口岬一-D

歴史上価値

評価

特異性・普遍性

発見・解明

相対比較

分析

歴史上事実

批判

出来事は何か 乢

学術上価値

評価

特異性・普遍性

発見・解明

相対比較

分析

技術上事実

批判

これは何か

保存と活用

人類とは何か

1 特別史跡 1

1 史跡 1
弔.■.....同■..ーー』一ーーーー,ー.゛,....'

記念物

( 1/1 )

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・,・・イ

.■...■.."."ーーーーー.明■...『

現批
( 1/1 )

r戈ι尉俣痩昔ノ

飼二条;の嵒皐で1戈伝尉ノι以'.帥仁痔ゲるεの芝いづ。

四貞づか、言虜.嘉削謝,輔#,旧宅その慰の這騨で霽,卿仁ιコて"史上戈ぽ事靜ι価甜の苫い舌の、'"
加鴛.謂か.蕩訴.'0呑十の尉の名劇越で霊●仰仁ιコt婁庸士戈ぽ癖卸と"倉の筈ι.己の童び仁動働r主愈
",黛倉尉番び運業附芝含む.ノ,"身r目堂尉苦言■リ範び触寛'舶r痔興女目鴛の寵鳶の主どてい't尉壬
含ι、。ノぞ盡●卿/ごιワて卓庸士緬倉の高ι1εのt'1下'r府念働ノιι1づ.ノ

鋼酉え麝戈廓雰学ズ巨ぽ、左含舶のづ方憲更宏●の壬史券.各創戈ぽ矢鴛"念舶r馴下^尉'卿美寓ι念
脚ノι轟浄ず'.ノ仁痔定ず'ごιorで,'

2戈廓抑ギ犬巨ぱ,脚肩の寵倉仁より摺定ざ"た史剛各創丙黙"念常のづちがた貫更広εの苦痔尉史騨.侍尉
各創戈虐痔別矢俳"念割r釧下r痔別史謝各ぎ天謝ι念勧ノι総駄ず'。ノ仁膚建ず';しがで声',

i#別史尉各卿矢黙"虐觜歪び史謝名創天謝ι念舶芦定'埴ノ
史剛庄仁超げ"ののう方豊●如の厘史の圧ιι1厘廓のため仁えぐこし'tで声ず,"コ,チの漣尉の斑艶、這
痴.脚士違舶芋仁おι1τ講靜』"ぎあ'寺の

一貞旋.鳶庄尉、古虜,十の慰この厨の這庫

又は一戈ぱ一且つ

遺跡の主題の認識

この事実は人類にとって何か

艇念ノー屠北

算r"躍・卓劇・盲埜ノ

書働疋・だ金・a虐・肯理雫ノ

崖r声庭・凄斎・真学ノ

グローハンι,ι附此の入戈芋・老兵禅学へ
r目ノr慰ノの厨慰劒 1,C西飲の即母即罵建説

使崖の鄭の牟黒

知の常嘉の'充4 各寓"仁よ'劇の4菓r嶺甕ノ

諺鼎の鄭の#無の闇の#剛"世ι不孕亭
貞女'冨が商におが'寵オ向艾請

宮暦削の岸劇浄討立とエラルキーの膚灣

多侠立肯"によ'茎割女血●'存庄ず'貞紀の崖痔

自叢身創

1 .=痴材騨.留創炉騨,削謝,首公子、駅騨fの耐a台仁廓オ'遭別
三手営の尉戈ぱ脚輔内fφ慰典甫膚鄭仁尉ず'遁影

四事症,牙究倉長.戈ι階震十の附噺庫,字靜,戈ιに脚ず'遁騨
五唐磨・師征踏良,生活尉運附於ぞの慰財孟'堂昔仁脚ず'這騨
六艾遁・遁膚踏於,船ψ・者承階於.主雷踏長ぞの慰題詳・堂崖牙動仁聞ずる運劇
士旋直舌び樺

/1 店薯,■村fの慰痔仁応"の"射嬬の煩
1 えガ●歪び外"メに脚ず'苗尉
1 痔別史劇史寿の,右誰艀士の"倉が痔仁高く轟,如戈ιの鳶鴛た'εの

〔一般に遣跡の構成要素として遺構と遺物が捉えられています〕
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メ凄の井"的・迦畔"・空闘上の茎痔煙の麺求

人類の存在の痕跡
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一養生所/(長崎)医学校等'跡の保存と活用より 2018年(平成30年)7月16日月曜日(祝日)生所を考える会代表池知和恭

2017年(平成29年)5月30日火曜日青山学院大学名教授文学博士片桐一男先生(学史、洋学史、日
文化交渉史)が、関東より遠方長崎をお訪ねになり、先生の長崎での数日の日程の内、筆者は、その日の午
後から二時間程、養生所/(長崎)医学校等'跡を案内致しました。
跡地は、2017年(平成29年)5月21日日曜日迄に、旧長崎市立佐古小学校の三階建て鉄筋コンクリート造
校舎等の施設の解体撤去が完了して、現代の建築物が消滅し、一旦整地され、'跡の要素として、随所に残る
石垣と共に、各所より一望のもとに、跡の建物敷地の段丘状の"土地の造形"とその大きさが粗方明らかに
なった処でした。

先生は、生所の病院方面から一巡して見学され、後に「ここから見るとどうかな」と旧長崎市立佐古小学校
正門の階段を自らお登り1こなり、'跡地をごになり、その場で「(当時の写真や図面等の)資料を見せてもらっ
たからよくわかるよ、ありがとうーーーこれはこれでいいね。心の目でみるということだよね」と首肯されました。

心の目でみる、ということ。

私達は、私達が、跡を考えるに際して、建築物の'存に固執する必要はない、と考えます
むしろ、跡の'跡としての空間の保存にこそ、留,すべきです。

私達人類には、'跡の僅かな契機と傍証資料より、その空間を、"特別なものだ"、と認知する能力があります

私達は、跡が占有すべぎ跡としての空問について、次の、三つの空間を考えます
0第一は、'跡の物体及びその状に由来する空閻です。

即ち、構の存在と'物の散布及びその存在と状を保持する土地とその範囲の広さと高さと深さの空間です。
この空間を跡として占有できない場合には即ち直ちに'跡の破壊との現象を伴います
0第二に、'跡の'跡に固有の空問です。

即ち、跡の主題の時代の人類が活動した空間です。人々が歩くのに必要な高さの空間やかつての建物や櫓
等建造物の高さ、また、日本では、一般に、その土地の地上や地下は文化的にも社会的にもその土地に附随す
る空間と見なされる場合が多いようであり、そのような人類の集団的な文化的社会的通念も想定しています。
0第三に、跡の人類の認知ど跡の環境としての空間です。

跡に関係する自然や文化的社会的な瓊境とその境を保全すべき空間、及び、その'跡の保全整備の為に
必要な空問です。

私達の'跡への印象を形成する景観としての空間も二れに含めて考えます。

私達当会は、歴史学ど跡について、歴史学は、まさに歴史上の事実であると概念上に認知される事諒及び
よって概念上に知られる人類の過去及びょって構成し得る現在と未来への希望を形成する"知の体系"と云い、
跡は、人類の活動と存在の痕跡であり歴史上の事実そのものである物体とその状、systBmまたはそのー
部であり、及びょって概念上に知られる人類の過去及びょって構成し得る現在と未来への希望の源であり歴史
を証徴する地球の空間上の存在であり、そして双方の照合と補完、これらは、人類が、人類の過去を知り、現在
と未来の形成への概念を継続的に蓄し考察し、是等の全てを人類に与えることにおいて、すべてが、人類に
とって、重であり、重要であり、人々の「図的措置」1こよって「その一部でも損壊や滅失によって失われるこ
と」があってはならないものごとである、と考えます。

'跡は、地球上の空間の特定の位置に存在することで、その位置に附随する特異性を包含します。
このことにより、夫々の'跡は、私達人類の過去を知るために、他に代替のない、必要で不可欠な存在です。

跡は、元来、人々に忘れられたものが再発見されたものであり、人々の概念や記号や言語を断絶し、人々に
対して黙であり、人々の考察を誘するに際して、わずかな契機を与えるだけです。

人々が、'跡に接するとき、わずかな契機を拾い上げて是に接する必要があります。
又、人類が、跡を人類の過去への理解に結び付けるには、歴史学や考古学の知見や傍証資料も必要です。

私達は、跡の空間から'跡以外の夾雑物を排除して'跡の'跡としての空間を保存し保全することで、わず
かな契機の認知がよりょく可能となり、そこから、'跡の存在の受容が始まり、ひいては、人類は、広く、人類の
知のSystemへの理解へとかれると期待します

私達は、'跡の'跡としての空間は、跡の歴史上の事実との存在及び人々のその'跡や人類の過去への理
解及び現在と未来への考察、遺跡の歴史上価値/学術上価値と保存と活用、を保持する構造/鍵と理解します。

私達は、本然たるあるべき姿の遺跡の'跡としての空間こそが、私達に'跡を「心の目でみる」ことを可能にす
る、と考えます。 〆
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2018年(平成30年)9月11日火曜日養生所を考える会代表池知和恭
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遺跡一.、..ー、,ー、."__.,__,.,.__...,、又、遺跡の「人類存在上の価値」 1 こついて
養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

人類(ヒト:Humaniw)ほ、約700万年前に、アフり力中央部で、類人猿と分岐したと考えられています。
人類化ト)に、共通している特徴としては、直立歩行できること、犬歯の短小化がおきていること、尾が退化していること、などが考えられています。

135億年前、物質とエネルギーが現れる。物理的現象の始まり。
原子と分子が現れる。化学的現象の始まり。

45億年前、地球という惑星が形成される。
38億年前、有機体(生物)が出現する。生物学的現象の始まり。

0[ヒト亜族:Hominina](猿人):チンパンジー亜族との分岐
.sa"elanthropU5 (サヘラントロプス属):約700万年前

《400万年前、アウストラロピテクスが骨を道具として用いた可能性の証拠》

《260万年前、初めて、石器の証拠》

想像、空想、言語の超越性、物語、共有する想像、創作、虚構、社会的構成概念、想像上の現実、想像上の秩序、擬制、欲望:
ユヴァル・ノア・ハラリはその著書で、人類について、神話、宗教、暴力、虐殺、戦争、法律、害記体系、官僚制、数の言語、ヒエラルキー(hle胎忙hy:階層制度)、不正、差別、奴隷、男女、家父長
制、矛盾・認知的不協和、私たち(自己)と彼ら(他者)、人類統一の可能性の予見、貿易商人、征服者、預言者、貨幣、a.普遍的転換性・b.普遍的信頼性、帝国・政治秩序・且.文化釣多様性・b.変更
可能な国境・人類の多様性が激減・非常に安定した統治形態、大量殺裁、迫害、戦争、奴隷化、国外追放、組織的大量虐殺、哲学や芸術・道義や慈善・支配、これはお前たちのためなのだ(ペルシアの
キュロス大王)・天命(中国)・採用・混成文明、制度、社会政治的体制、搾取、慈悲、王権神授説、ロマン主義・国民主義・資本主義・消費主義・人問至上主義・民主主義・平等・人権・自決・キリスト教・市
場経駿・自由主義・共産主義・フェミニズム(femlnism)、社会主義、イデオロギー(idB010gie)、正義、ハンムラビ法典やアメリカ合衆国の独立宣言、文化など、共同主観とその現実(コミュニケー
ション・ネットワーク:communicetlonN8tw0永の中に存在する)、が、噂話の助けを得てまとまる150人を超える、より多くの人々より成る集団の人々の(共通性に基づく)信頼を媒介とする融通

が和K協力とその多様な形態を可能なものにした、一方で、思考力の代償:大きな思考装置,大きな脳は体に大きな消耗を強いる・直立二足歩行・骨髄をすする・大きな獲物を狩り始める・性急な飛
躍・生態系が順応できない,人類自身が順応できない(~ゲノムを迂回する)、ー・私たちはつい最近までサバンナの負け組の一員だったため、自分の位置についての恐れと不安でいっぱいで、その
ためなおさら残忍で危険な存在となっている、調理をする動物:火の使用、食物の化学的生物学的性質の変化、来るべきものの前兆、兄弟たちはどうなったか?:私たちはどうやって他の人類種を
すべて忘却の彼方へ追いやったのか?・比類なき言語、狩猟採集民の豊かな慕らし:隆盛を極める進化心理学の分野では、私たちの現在の社会的特徴や心理的特徴の多くほ、農耕以前のこの
長い時代に形成されたと言われている、歴史(文化とその変化)と生物学(領域(a内ne)の境界):・・・私たちの知るかぎりでは、およそ三万年前にシュターデル洞窟のライオン人問を彫った人々は、

私たちと同じ身体的、情緒的、知的能力を備えていた、口を刃K死者の霊:アニマ(anima),アニミズム(anlmi5m);うしたコミュニケーション行為はみな、呼びかける対象が地元の存在であるの
が特徴だ・障壁がない・ヒエラルキーもない、平和か戦争か?:暴力による死.ポルトガル0.25%、イスラエル0.5%・ドナウ川流域4.5%・バイエルン40.フ%・バイエルンのオフネット洞窟38人/ニ

つの墓穴に放り込まれていた/おそらく、狩猟採集集団がオフネットでまるごとーつ虐殺されたのだろう、沈黙の帳:古代狩猟採集民の生活の全体像を復元するのが難しいとすれぱ、具体的な出来
事はほぽ回復不能だ・ーそれでもなお、答えが得られないような問いを発することは不可欠だ。そうしなけれぱ、「当時の人々は重要なことは何もしなかった」などという言い訳をして、人類史七万年
のうちの六万年を切り捨てる誘惑に駆られかねない、告発のとおり有罪:勳植物種の絶滅、農耕への移行:私たちの祖先が狩猟採集した何千もの種のうち、農耕や牧畜の候補として適したものは
ほんのわずかしかなかった。それらは特定の地域に生息しており、そこが農業革命の舞台となった、計算違い:人々は、自らの決定がもたらす結果の全貌を捉え切れない・小さな変化が積み重なっ
て社会を変えるまでには何世代もかかり社会が変わったころにはかつて違う暮らしをしていたことを思い出せる人が誰もいなかっナニ・人口が増加したためにもう引き返せなかった、聖なる介入:他の
強い願望、革命の犠牲者たち;家畜、・ーとその過去を考察しています。

(『サピエンス全史(上)一文明の構造と人類の幸福』2016年9月30日初版発行著者:ユヴァル・ノアリ、ラリ発行所:株式会社河出害滂新社より)

●■■,●

0[ヒト属:Homo](原人~ホモ・サピエンス~現生人類)

"Homo habili5 (ホモ・ハビリス:南アフり力と東アフり力で出現):約240万年前一140万年前。石とおそらく動物の骨から道具を製造した。
●■■畳●

《200万年前、人類がアフり力大陸からユーラシア大陸へ拡がる》

( V2 )

■●■.騨

.Homo .rectus (ホモ・エレクトス):約180万年前一約7万年前、間違いなく直立二足歩行

(66万年前~47万年前にネアンデルタール人と共通祖先から古代型サピエンスが分岐した。)
・Homo helmei(ホモ・ヘルメイ)

.Homo rode$iensis (ロー丁シエンシス):約30万年言打一約12,5万年肩打
'Homo sapiens neand6rtha1邑nsis、又は、Homo neenderthelensis(ホモ・サピエンス・ネアンデルターレンシス、又は、ホモ・ネアンデルターレンシス):約25万年前一約4万年前一約3
万年前一約2.4万年前

'Homo sapi.ns idaltu (ホモ・サピエンス・イダルトゥ:ヘルト人:エチオビアで発見):約16万年前
《12.5万年前、籾めて、日常的に火を使用した証拠》

'Homo $apiens sapiens (ホモ・サピエンス・サピエンス:現生人類):約25万年前

《7万年前、ホモ・サピエンスがアフり力大陸の外へと拡がる》

2m9年(令和元年)5月力日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

3万年前、ネアンデルタール人が絶滅する。

1万6000年前、ホモ・サピエンスがアメリカ大陸に住みつく。アメリカ大陸の大型動物相が絶滅する。(現生人類の地球各地への拡散が完了)
1万3000年前、ホモ・フローレシエンシスが絶滅する。ホモ・サピエンスが唯一生き残っている人類種となる。
1万2000年前、農耕を開始。

9000年前、小麦を栽培植物化。ヤギを家畜化。

5800年前、牛を家畜化(牧牛)。

4200年前、馬を家畜化(乗馬)。
紀元前2250年頃、メソボタミアのアッシリアの小さな都市国家キシュの王シャッルキンー世のアッカド帝国。(サルゴンー世はへブライ語に基づく英語表記)

一現代

→

ホモ'サピエンス(Homo sepiene:ヒト)の誕生を概略すると、ホモ・サピエンス・イダルトゥ(Hom0 5apiene idaltu:ヘルト人)から約80万年前に才、アンデルタール人(Homo saplen5 nθヨn
d8rthalehsi$、又は、 Homo "θヨnderthalensis)が分岐し、 40-50万年前にはホモ・サピエンス・アルタイ(Homo sapiens Altei:デニソワ人(Denlsove hominin))が分岐し、最終的にホ
モ.サピエンス・イダルトゥから約2宕万年前に現生人類、即ち、ホモ・サピエンス・サピエンス(Homo sapions sapi8ns)が分岐して、その後10万年前までにホモ・サピエンス・イダルトゥは絶滅し
ナニ。これらはヒト属の兄弟種にあたる。

2010年5月7日のサイエンス誌に、アフり力のネグロイドを除く現生人類の核遺伝子には絶滅したネアンデルタール人特有の遺伝子が1-4%混入しているとの研究結果が発表された。 ■●■●●

,ーーこのようなネアンデルタール人、デニソワ人、現生人類の問の遺伝子交換現象からは、兄艶種問の混血は通常のことであったとも考えられる。
→(rネアンデルタール人」-wlklpedla 2019/05/10より)

手厶達現生人類(ホモ・サピエンス・サピエンス:Homo sapiens sapiens:ヒト)は、ネアンデルタール人の遺伝子によって、環境への対応の多様性そのほか、個体の生存にとって重要な様々な
形質を継承している、と云われます。

私達現生人類は、古代型サピエンス以来、現在までに、約80万年強の時問を経過してきたと考えられます。

私達現生人類は、草創期より、道具を作り之を用い、又、火を用い、アナトリアーステップー中東一西欧文明では、有史時代に入り、15世紀末以来、大航海時代を迎え、18世紀から19世紀にか
けて、産業革命や自然科学の発展を経過しつつ、近代社会を形成し、之を、世界に拡散しながら、様々な人間関係の内に、福祉と利便と力の拡張への指向の強い、現代の社会を構成しつつぁり
ます。

この動向は、私達人類にとって、その存在と知性の方向性のーつを朋確に表現していると考え得ますが、一方では、過去500年間に特に蓄積された自然科学の認識を基盤として形成する自然の
応用関係に係る社会は、通時的共時的に、普遍的な事象である、と判ずることはできません。

現生人類の生存期間のうち、私達人類の現代の生活に直結する期間、即ち、80万年の時問の経過に対する500年の時間の経過は、僅か、0.000625でしかありません。



私達当会は、遺跡にっいて、現代の人類にとって、人類の存在に関する唯一の鏡である、と理解します。遺跡は又、私達人類の風土又環境・景観、又は、その基層で在り得る、と理解します。

私達当会は、遺跡にっいて、人類、又は、人類の社会にとって、人類の過去を客体である事実として認識することにより、現在を相対的に位置付け、未来への選択肢を形成する、基礎的で欠かせ
ない契機であり、又は、基盤となる、他に代替できない事象である、と理解します。

遺跡について、昭和25年に設置された『文化財保護法』は、第二条四にて「貝づか、古墳、都城跡、城跡、旧宅その他の遺跡で裁が国にとって歴史上又は学術上価値の高いもの、ーー・(以下
「記念物」という。)」、第百九条にて「文部科学大臣は、記念物のうち重要なものを史跡、名勝又は天然記念物(以下「史跡名勝天然記念物」と総称する。)1こ指定することができる。2文部科学大
臣は、前項の規定により指定された史跡名勝天然記念物のうち特に重要なものを特別史跡、特別名勝又は特別天然記念物(以下「特別史跡名勝天然記念物」と総称する。)に指定することができ
る。」、と規定し、又、昭和二十六年文化財保護委員会告示(後文部省告示にて改正)『特別史跡名勝天然記念物及び史跡名勝天然記念物指定基準』ほ、史跡:左に掲げるもののうち裳が国の
歴史の正しい理解のために欠くことができず、かっ、その遺跡の規模、遺構、出土遺物等において学術上価値あるもの一貝塚、集落跡、古墳、その他この類の遺跡二都城跡、国郡庁跡、城
跡、官公庁、戦跡その他政治に関する遺跡三寺社の跡又は旧境内その他祭祀信仰に関する遺跡四学校、研究施設、文化施設その他教育・学術・文化に関する遺跡五医療・福祉施設、
生活関連施設その他社会・生活に関する遺跡六交通・通信施設、治山,治水施設、生産施設その他経済・生産活動に関する遺跡七墳墓及び碑八旧宅、園池その他特に由緒のある地域
の類九外国及ぴ外国人に関する遺跡特別史跡:史跡のうち学術上の価値が特に高く、宴が国文化の象徴たるものと記しています。遺跡は、「有形文化財」、「文化的景観」、「伝統的建造
物群」でもあり得ます。 また、第九十二条1二て土地に埋黄されている文化財(以下「埋障文化財」という.)・・、第九+三稾にτ"貝づか、古墳その他埋叢文化財を包蔵する土地として周知されている土地(以下「周如の埋蔵文化批包藍地」という.)"、第九十玉条にて国及び塘方公共団休は、用知の埋
叢文化財包葦地に0いてーモの馬知の嶺廐を図るために●要な措置の実施に努めなければならない.と明文し、土亀に埋叢されている状■の又化財とその周知を規定しま,.{埋叢京化財包醍地の把楓と用知の埋差文化財包叢地としての決定は、平成十年九月二十九日庁保記第七玉号文化庁次長通知を考轄】

『文化財保護法』は、「文化財」を、各々の明文の性質を備える享象として規定し、何人かが各々の事象を「文化財」と決定するように朋文規定しません。
私達当会は、このことが、「文化財」の取扱いの内容を柔軟で広範なものにしていることに、十分な留意が必要と認識します。

私達当会は、人類が、歴史や文化財や事象を、歴史や文化財や事象と認識する迄に、一定の時問を要することに、十分な留意が必要と認識します。

私達当会は、皆様に、遺跡の存在に関して従来検討されてきた①「歴史上価値」(人類の過去の認知に関する事象への認識.歴史の理解にとって意義あるもの)、及び、②「学術上価値」(現在
存在する自然や人類の遺跡の認知に関する事象への認識:考古学上、人類学上、地理学上、歴史学上、民族学上、民俗学上、地政学上、論理学上、哲学上、倫理学上、美学上、芸術学上、心理
学上、宗教学上、経済学上一教育学上一数学上一植物学上・生物学上・生命科学上・医学上・工学上・建築学上・環境学上一・人文学上、自然科学上、応用科学上)に加えて、③「人類存在上の
価値」(過去、現在から未来へかけての人類の存在の認知に関する亭象への認識.食事と健康と真善美と幸福への基盤)を、導入する事を、提案し要望します。

私達当会は、「歴史上価値」及び「学術上価値」が、主に遺跡の保存の措置との関係で取り上げられた概念であり、又、「人類存在上の価値」こそは、遺跡の保存は勿論、遺跡の活用において、そ
の骨子となる筈の概念であると認識します。

私達当会は、遺跡の考察において、「人類存在上の価値」は、「歴史上価値」及び「学術上価値」の範疇で検討され得る"事象への認識"であると認識しますが、従来、斯かる視点を、主題として取
り上げて検討されることが少なかったのではないかとの懸念より、今回、改めて、当該の概念を提案します。

私達当会は、遺跡について、①身近な遺跡、②遺跡の網(netW引k)の二っの観点より調査、現状保存と活用、整備と公開、継承することが、遺跡の「歴史上価値」及び「学術上価値」又は「人
類存在上の価値」の効果的な発現に必要且つ有効である、と理解します。私達当会は、遺跡について、当該の二つの観点による措置、を提案し、要望します。

私達当会は、皆様に、人類の都市又は現代の生活と遺跡の存在との(相互に全き、又は、住み分けによる)"共存"、を提案し要望します。

私達当会は、人類の美学上の概念又は価値に於いて、"繰り返しつつ変化する様相"が、最も根源的で普遍的な概念又は価値のーつである、と捉えます。
私達当会は、遺跡が、"繰り返しつつ変化する様相"を具現する、と理解します。

文化財は、私達の生活、又はその環境を形成する要素のーつです。
文化財的な価値は、結果としての物や特定の事象やその関係に依拠しますが、本来、過程や動機や道具や材料の形成や工程、即ち、人の概念、行動、動作に由来すると考え得ます。
文化財的な享象は、茲、自然とは性格を異にしつつ、自然に次ぐ、豊かな情報と情報量を保有します。是は、現代経済効率性概念で行う情報/事象の選別淘汰集約と性質/集約度が異なります。
現代経済効率性概念による事象は、ーつの類型を形成する一方で、之による文化財的な事象の安易な修補、開発行為による代替は、私達の生活に於ける、多様で豊かな情報を滅失し、之をー

律でともすれぱ形骸的な情報に置換します。

私達当会は、私達の現代の生活に於ける社会基盤として豊かな情報と情級量を確保することを念頭に、遺跡の調査、現状保存と活用、整備と公開、原状回復、再建、継承を提案し要望します。

遺跡は、一般に、「人類の活動の痕跡」と云われます。

私達当会は、遺跡について、様々な経緯や要因、自然の変化、人類の概念の変化、又、忘却により、人類の認識から断絶された人類の過去の事実の一部が、何らかの契機によって、人類に再発
見された事象で、人類にとって、人類の思惑や概念、人類の主観、相対の関係を排除した、唯一、客体である、人類の過去に関わる絶対の存在としての事実であり情報、と理解します。

遺跡は、人類にとって、本来、"記憶"と"語り"でしかあり得ない、通時的な、人類の過去や、人類が関係した動植物や自然の有様、又はその一部を、初歩的な訓練(遺跡を好きになること)を媒
介として、目前に、直接に、且つ、共時的に、見せてくれる装置であり仕組であり関係性に外なりません。

遺跡は、人類にとって、人類に関する過去の"一部"ではあっても、既に体験できない過去の出来事としての通時的な限界と、"記憶"と"語り"である主観としての限界、人類の生物上の限界、之

を、超越して、今、又は、これから、体験できる現在の存在、共時的な存在、に変換して、誰でも確認できる客体として、人類の主観とは異なる、正確で、客観的な情報を与えてくれる、希少な事象
であり、故に、高い「学術上価値」を有します。

遺跡は、人々の"記憧"と"語り"1こよって、「歴史上価値」を形成します。

また、遺跡に関わる、過去の"出来事"は、歴史学上の価値として、遺跡の「学術上価値」と認知されます。
一方で、人々の"記憶"と"語り"から断絶され、即ち、完全に「歴史上価値」を裏失した遺跡でも、「学術上価値」やその関連性を要素に、「歴史上価値」を再生することが可能な場合があります。

このように、遺跡に関わる「歴史上価値」と「学術上価値」は、本来、相互に関連する、一体不可分の価値であると考える事が出来そうです。

これらの"価値"は、人々の"認識"に関わる事象なので、新しい認識の認知とともに変化するものであることは、よく、人々に、理解される処です。

ヒトが、"価値"を考察する場合には、之が、変化する事象であることを前提としなけれぱならないことは、又、よく、人々に理解される処です。

遺跡は、人類に関する過去の一部であり、全体ではないために、その"価値"を認識することは、現代の人類にとって、至難と考えられます。

私達当会は、故に、遺跡の"価値"の認識は、常に、未来の人類に委任する必要がある、と理解します。

私達当会は、"遺跡の価値の認識の未来の人々への委任"、こそは、人類が遺跡を継承するということの"本質"である、と認識します。

遺跡について、その一部でも損壊や滅失によって失われることになれぱ、私達が、未だ、認識できない遺跡の価値と共に、その遺跡の存在を失うこととなり、人類にとって取り返しがつかず、修復
が不可能な、絶対的な、人類共通の、損失となります。

遺跡は、人類にとって、それが、現在の人類の意図に関わらない、そこにしかない、唯一の、希少な、多面的な事象であるために、人類の、意図的で、計画的な、特定の限定した機能を目的とする
製作品と異なり、他に、代替することができません。

遺跡は、特定の、限定的な、機能や目的によって構成される、記録、模造品、移設、移築と代替することができず、あらゆる当該の遺跡の環境を代替してその存在を変質させないことができません。

私達当会は、私達人類にとって、遺跡は、それ自体が所与の結果であり(歴史上価値)目的でもある(学術上価値)ことが説得力であり、意図的な過程であり他の目的の為に加工する材料や消費
する手段とは在り方が異なる事象である、と認識します。ーつの事象に、二の二つの在り方を、正統に実現することは、論理的に不可能です。

私達当会は、私達人類について、私達人類が遺跡を加工すれぱ、私達人類が、遺跡より、当該滅失の情報を認知し取得する事が、一切不可能となる事実を、明確に、認識すぺき、と理解します。

私達当会は、私達人類が、遺跡を遣し継承するとの事象は、私達人類種誰にでもある思念とその行動様式、即ち、個人と個人が属する社会の哲学と文化の領域にあると、理解します。
私達当会は、私達人類が、遺跡を遺し継承するとの事象は、古く、人類の神話と怖れと忘却と不可抗力の領域であったと考え得る処、現代では、遺跡は人類にとって何で在り得るかとの学術より
の回答と、遺跡は私にとって何かとの私達一人一人の思惟と自覚と意志、その接点、即ち、私達の社会に於ける共通認識とその成果の領域にあると、理解します。

私達当会は、皆様に、遺跡とその環境について、その一部でも損壊や滅失によって失われることのない、調査、現状保存と活用、整備と公開、破壊に対する原状回復、損壊や滅失に対する憶測
の余地のない再建及びその他の再建、遺跡に関わる可能性の保全と充実、且つ、継承を実現すること、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、遺跡とその環境について、人類の構成員が平等であることにより、その細大を論ぜず、等しく、人類の痕跡として、等しく、之を、取扱い、調査、現状保存と活用、整備と公開、
破壊に対する原状回復、損壊や滅失に対する憶測の余地のない再建及ぴその他の再建、遺跡に関わる可能性の保全と充実、且つ、継承を実現すること、を提案し要望します。

私達当会は、[史跡]の指定基準に示される「学術上価値あるもの」について、正しくその遺跡であることに学術上価値が附随し、正しくその主題の遺跡でないならぱ遺跡の学術上価値は当該の
主題の事象として附随することがないことより、正しくその遺跡であること、を限度とする、と理解します。

遺跡に関わる事象の全体像を復元するのが難しいとすれぱ、具体的な事実はほぽ回復不能です。・ーそれでもなお、答えが得られないような問いを発することは不可欠です。そうしなけれぱ、「そ
こには何もなかった」・「遺跡ではない」などという言い訳をして、遺跡を切り捨て、遺跡に直接的、問接的被害を及ぽすような意図的措置をとることによって、遺跡を破壊や損壊や滅失によって失う
誘惑に駆られかねません、

私達当会は、皆様に、遺跡の取り扱いにつぃて、遺跡に関する答えが得られないような場合、遺跡を現状保存し、継続的に問いを発することによって、答えを発見して後、遺跡を再評価し、調査、
現状保存と活用、整備と公開、破壊に対する原状回復、損壊や減失に対する憶測の余地のない再建及びその他の再建、さらに問いを発し続けることによる、遺跡に関わる可能性の保全と充実、
且つ、継承を実現すること、を提案し要望します。

日本の現代の生活では、技術とブランド(b地nd)によって、土地と人類の過去を断絶し、人々は、規格を根拠に、平等と自由を享受する様に見えます。

アこミズム(ヨ川mism)では、そのコミュニケーション行為に於いて、呼ぴかける対象が地元の存在であるのが特徴と云います。
私達当会は、遺跡について、その本質に於いて、アニミズム(animism)の精霊がその土地その土地に存在する様に、その土地その土地に存在する事象であり、本然的に、その関係と取扱いに
おいて、現代に一般的に行われる集約型の方法を適用すべき対象ではないと認識します。

私達当会は、遺跡につぃて、アニミズム(enimism)の精霊がその土地その土地に存在する様に、その土地その土地に存在する態様が、遺跡に与えられる人々の現代の生活の中での機能を形
成するその基層を構成すると認識します。

私達人類が、日本地域に到達して約3万年が経過します。私達当会は、私達日本人が、・ーその故地、大略、水面下又地上の遺跡に住み生活している、と自覚することを提案し要望します。

私達当会は、私達人類が、私達人類を、私達人類と各々地域の歴史の正しい理解に導くために、他、私達人類は、遺跡について、以上の様な留意への努力と道筋が欠かせない、と理解します。
〆
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一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

2019年(令和元年)6月29日土曜日

養生所を考える会代表池知和恭

私達当会は、人類の活動の空間にっいて、皆様に、人類の活動の本源又は環境としての空間、
人類の活動の表現としての空間の双方向の一致を認識し、その為の方法を講じ、実現することを、
提案し、要望し、"再興する・空間主義"の宣言とします。

私達当会は、人類の活動の空間について、皆様に、人類の選択、即ち、人類のアート(aけ)として、
"再興空間主義"を選択することを、提案し、要望します。

私達当会は、この空間が、自然が人類に創造の契機を与えると同じ意味に於いて、人類に、創造
の契機を与えることを期待します。

再興空間主義宣言

再興空間主義宣言

2019年(令和元年)6月29日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

1.課題:人類の活動空間の分断/対立/認識欠如から一体性の回復へ

私達現代の人類は、様々な装置、例えぱ、柵や塀や壁や扉や窓によって、人類の活動空間を多
数の個別の空間に分断し、之を内と外と二分して認識し、内を自身が制御可能な空間と仮定し、茲
に、自身の、様々な、ユートピア(utopia)、又は、イリュージョン(i11Usion)を形成しようと努力して
いるように見えます。

私達現代の人類は、人類の活動空問を、際限なく様々な手法で分断し、時々の様々な機能や目
的、その他の内容によって之を取扱い、分断空間別又時間の経過に伴い相互に関連のない多様
な様式を設定しつつ、自身に由来するユートピア(utopia)、又は、イリュージョンG11Usion)を出現
するかに見える一方、自身に由来しない(と考え得る)他者としての存在を破壊しっつぁります。
私達現代の人類は、様々な、自身に由来しない(と考え得る)他者としての存在を破壊し、例えぱ、
塵芥の排出、景観の混乱、開発行為による歴史上建物や遺跡の破壊、自然の破壊、国境設定に
関わる様々な破壊、之によって空問の分断が明らかとなり、時に、対立するように感じられます。

私達人類は、生来、垂直方向の移動に限定があります。私達人類は、垂直方向に空間を区画し
て認識する概念を有さないと考え得ます。(屋根と床は空問区画というより自然から人体を保護す
る装置、垂直方向の多層化は水平方向の空問の区画を延長する応用概念と考え得ます。)
茲に、私達現代の人類は、空間における垂直方向の自他対立概念、並びに、之に由来する管理
概念の欠如と共に、文明の成熟の過程、その最中に、大気汚染やオゾン層の破壊や宇宙塵芥、土
壌汚染や、海洋や水中の汚染や塵芥を、生起していると考え得ます。

私達当会は、本紙に於いて、集約された基盤概念の共有によって、空間及び関連する事象の分
断と対立が解決され、又は、緩和されないか、と考察し、提案し要望します。

私達当会は、私達人類の活動にとって、又、その相互関係に関して、これ等の分断や対立が解消
され、連続し、一体のものであり、従って、同時に、人類の精神と活動にとって、時間の経過と空間
の相置に対して、日常的に連続的に自由に移動し又活動できる、且つ、それぞれ様々に充実した
空間、自然と人工が交錯し循環し得る空間、と捉え(認識し)得る状態が望ましい、と理解します。

私達当会は、以下、これ等の事象の整理と解決に向けて、考察し、提案し要望します。

11.私有と公共の概念の再考

1.人類の根源的な私有への考察

a.私達当会は、私達人類について、本来、自身以外の他者を私有する概念がないか、次いで、

自身が近々食す食物、身辺を処理する道具類、生命維持に関わる特定の事象に限定されていた
と仮定します。

b-1.私達当会は、私達人類について、自身が近々消費する事象以外の事象について、之を他
者と交換するに際し、茲に、交換に纏わる価値(差異に由来する)が生起することを経験した時、交
換する事象又は関連する源泉について私有する意欲が生起したと仮定します。

b-2.私達当会は、私達人類にっいて、自身以外の事象(自然、他者)を改変することで、自身に
とって特定の(限定的局部的な)利便を得ることを経験したとき、改変の対象及び関連する源泉に
ついて私有する意欲が生起したと仮定します。

0.私達当会は、私達人類について、a.b-1.b-2.以外の事象を、自然、又は、宗教上の対象
と認識し得る処、現代では之を公共と認識し得ると仮定します。

私達当会は、本紙で、a.を原生上私有、b.を追加的私有と呼称します。

2.擬制的(フィクティシャス:fiotitiou.)な私有としての理解について

私達当会は、本紙"-1一日.原生上私有を本源的な私有、之を11-1-b.追加的私有を擬制的
(フィクティシャス.fictitious)な私有と理解します。

私達当会は、現代の(日本の)人類が、人類の私有の概念において、私有する事象につぃて、之
を占有し、自由に処分できる、と認識していると仮定します。

私達当会は、現代の(日本の)人類が、人類の私有の概念において、私有する事象全てにつぃて、

本紙11-1-a.原生上私有即ち本源的な私有の概念を援用していると理解します。

私達当会は、本紙11-1-b.追加的私有即ち擬制的(フィクティシャス:fictitiou.)な私有につぃ

て、一般に、人類に於いて、特定の個人で完全に独占して私有し終えることができず、他者への譲
渡との形態を附随すると認識します。

私達当会は、本紙11-1-b.追加的私有即ち擬制的(フィクティシャス:fictitious)な私有につぃ
て、本源的に公共の要素又は性格を備えると理解します。

( V8 )

3.擬制的(フィクティシャス:fictitious)な私有の公共の要素の取扱いについて

私達当会は、皆様に、本紙"-1-b.追加的私有即ち擬制的(フィクティシャス:fictitious)な私

有について、本源的に公共の要素又は性格を具えると理解する処より、歴史上又概念上に集約さ

れた共有する基盤概念(伝統/民俗/社会通念/倫理/哲学/概念/文化)により自発的に、又、制度上、

具え得る公共を実現する対応や仕組みや措置を考察し実施し実現すること、を提案し要望します。

私達当会は、空間(宇宙や大気や水や土地や緑(生物)や人類や遺跡)について、公共性が高い
事象、と認識します。

私達当会は、本紙11-1-b.追加的私有即ち擬制的(フィクティシャス:fiotitious)な私有につい

て、空間など通時的共時的に普遍性の高い事象についても、近年、短期的な使用目的や処分の
変更によって、公共概念が希薄になりつつある、と危倶します。
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空間と時間に関する一体性の回復1".

1.空間の一体性の回復

私達当会は、人類の活動空間としての、空間の一体性の回復が、本紙 1、11 の事象及び危倶の
解決又は解消の重要な契機となる、と認識します。

私達当会は、本紙に於いて、皆様に、集約された基盤概念の共有によって、事象(ここでは空間
及び関連する事象の分断と対立)が自律的に解決し展開するにこでは空間の一体性の回復)方
途を考察し、之を選択し、実施することを、提案し要望します。

私達当会は、空間に於いて、複数の隣接する立方体の集合との構造を仮定し、各立方体の床面
天井四周四面の何れかを相亙に開放し、空間全体に連続する吹き抜けを設定し、大気(空気)と人
と視線と諸事象の動線/循環を構成することを契機とし、又、通時的(伝統的/歴史的/経験的)な土
地の利用の履歴の性格の継承に由来し、空間の一体性を継承/回復することを提案し要望します。

私達当会は、凡そ、古典的伝統的な日本の居住建築が、全ての建具を取り除くと、床と屋根天井
を柱と根太と梁で支え、僅かの内部壁面を残し、四周と内部空間の全てを開放するを知り、又、私
達人類が、土地の利用に関し、歴史的に、その土地と風土、人類の活動に対し、最適の選択を蓄
積してきたと理解し、これ等の人類のアート(a此)としての選択は、完成に至ってきた、と理解します。

2.空間に於ける時間に関する一体性(連続性と断続性、又は、変化の示唆)の継承、又は、回復

私達当会は、人類の活動空問としての、空間に於ける時間に関する一体性の継承又は回復が、
本紙 1、11 の事象及び危倶の解決又は解消の重要な契機となる、と認識します。

私達当会は、本紙に於いて、皆様に、集約された基盤概念の共有によって、事象にこでは空間
及び関連する事象の分断と対立)が自律的に解決し展開するにこでは空間に於ける時間に関す
る一体性の継承、又は、回復)方途を考察し、之を選択し、実施することを、提案し要望します。

私達当会は、空間に於いて、人類が、意図し、又、意図せずに、継承し創設してきた、空間上の人
類の社会上の記憶装置、「記憶の空間」(場)、「空間の記憶」(細部)、の再発見、調査、保存、場
合により憶測の余地のない再建、現代の人類にとっての機能の付与(再生)、活用、整備、公開、
全き存在として、之を継承することに由来し、空間に於ける時間に関する一体性を継承、又は、回
復することを提案し要望します。

私達当会は、空間に於ける時間に関する一体性にっいて、人類の認識上、共時的であり静的(ス
タティツク:S始tic)である空間に於いて、通時的な、又は、時間の経過を基盤とする、変化、即ち、
事象の動的(ダイナック:dynamic)な在り方又は性格を示唆すると理解します。

私達当会は、概ね、近代までの日本の社会において、就中、地域の社会及ぴ風土、空間、におい
て、明治の初頭に、全国的な、神社の統廃合移転などの行政措置があったものの、紛失損壊盗掘
等が生起するなか、比較的よく、古跡、由来、建築、宝物、塚、古墳などが継承され伝承されてき
たと理解し、即ち、私達人類が、土地の利用に関し、歴史的に、その土地と風土、人類の活動に対
し、時間の経過に係る事象を一体として蓄積してきたと理解し、これ等の人類のアート(aけ)として
の選択、同時に、地域社会、並びに、地域社会と地域社会との関係としての風土は、完成に至って
きた、と理解します。

IV. 1、11、並びにⅢに関する行為につぃて

1.人類のアート(aけ)としての選択

私達当会は、本誌 1、"、並びにⅢに関する事象及び行為にっいて、之が私達人類のアート(ar
t)であり、ひとえに、私達人類の情報と考察の共有、そして、私達人類の選択にかかっている、と
理解します。

3.空間の一体性と空間に於ける時間に関する一体性にっいて

本紙Ⅲ一1.空間の一体性は主に自然に関する事象を示唆し、本紙Ⅲ一2.空間に於ける時間
に関する一体性は主に人類の社会、及び、人工に関する事象を示唆する、と認識します。

2.学術上検討に由来する選択

私達当会は、本誌 1、11、並びにⅢに関する事象及び行為にっいて、私達人類が、過去に蓄積さ
れ広く人々に認められた知見と方法によってこれを検討し、即ち、様々な学術上の検討により、事
象を把握し、再構成して、過去の分析と現在と未来の行為への選択肢を生起し、形成して、公開す
ることが可能、と理解します。

3.行政措置による選択

私達当会は、本誌 1、11、並びにⅢに関する事象及び行為にっいて、行政は、当該の行政措置に
おいて、様々な、直接的、間接的な、措置の選択と実施が可能、と理解します。

(1)普遍性:私達当会は、行政措置において、人類世界や日本全国に共時的通時的に共通す
る、即ち、人類にとって普遍的な事象にっいて、之を、過去と現在と未来に於いて、実現が前提で
ある事象と認識し、現在と未来に対し、優先して、実現する措置を講ずる筈、と理解します。

(2)特異性:私達当会は、行政措置において、人類世界や日本全国に共時的通時的に、特定
の地域や長崎地域又その地域の人々に関わる特異な事象にっいては、之を、ここにしかない事象、
人類にとっての普遍性としての多様性の構成要素、と認識して、之を、優先して、保存並ぴに現代
の社会に於ける機能の提示と付加による継承を実現する措置を講ずる筈、と理解します。

(3)周知並びに実現:私達当会は、皆様に、行政措置において、1V-3-(1)、(2)にっいて、
所管の居住者並びに関係者に、広く、積極的に、周知し、情報を共有し認識を共有し議論を促進し、
之を、住民と共に図り、当該の公益に付、政策決定し実現することを、提案し要望します。

(4)法令や条例の制定:私達当会は、皆様に、行政措置において、Ⅳ一3-(1)、(2)、(3)に
ついて、憲法の範囲に於いて、基準又は規範となる法令や政令や規則や条例を制定して、之を、
実現することを、提案し要望します。
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V.ルチオ・フォンタナ氏達の『空間主義(spazialismo)』について

1.ルチオ・フォンタナ氏達の『空間主義(spa.ia11.mo)』の紹介

空間主義(SP能ialismo/伊):L.フォンタナの提唱により、第二次世界大戦後のミラノを中心に展
開された芸術運動。スパツィアリスモともいう。従来の芸術観を破棄し、工業社会の技術を積極的
に取り入れながら、音響、運動、色彩の総和から時間と空間の融和した4次元空間を表現しようと
した。・ーとされます。

(ブリタニカ国際大百科事典小項目事典)

ルチオ.フォンタナは、1899年伊彫台二年)アルゼンチンのサンタフ工州のロサリオでイタリア人の
商業的建築装飾家彫刻家の父ルイージ・フォンタナとイタリア系アルゼンチン人の母ルチア・ボッ
ティーニのもとに生まれ、6歳のとき、父とともにイタリア北部のヴァレーゼ(vareS邑)に移住し、小
学校を経て、三年問ミラノ県のセレーニ引こある技術専門学校に通い美術の基礎を学び、1914年
父とともにミラノに移住し、カルロ・カッタネオ建築専門学校で建築を学ぶが、第一次世界大戦(19
14年(大正3年)-1918年)の勃発で、学業を中断、陸軍を志願して歩兵隊の中尉となり前線で
腕を負傷して除隊、学業に復帰し、1917年カルロ・カッタネオ建築専門学校で建築士の資格を取
得、1921年家族とともにアルゼンチンへ再び移住し、父の工房である『フォンタナ・イ・スカラベり』
で家業を助け、1924年ロサリオのエスパーニャ通り565番に初めてのアトリエを持ち活躍、192
7年半ぱころ、イタリアへ戻り、秋からミラノのブレラ美術学校の彫刻科に入学し、アドルフォ・ヴィル
ト(Adolfowildt)の授業に通い、1930年に卒業、1930年の第17回ヴェ才、、yイア・ビエンナーレ

に参加、1930年12月にミラノで初の個展を開催、1935年にパリのアブストラクシオン=クレアシ
オン(Abstmction-C他eation:抽象一創造)運動に参加、1936年ミラノ・トリエンナーレで建築
家ジュゼツペ・バランティらと大きな建築空間に巨大な女性と馬の彫刻を設置(ここで絵画や彫刻の
枠を超越した建築的空間の重要性を認識し、他に、未来派からの影響、とくにバッラとデペ口が19
15年に発表した『宇宙の未来主義的再現』宣言からの影響、即ち、造形に運動や時間の観念を取
り入れ、空間概念の拡大をはかること、そしてその理想像が建築的な才能で造られることを認識し
た、と云われます。)、1939年アルゼンチンに移住、そして、私立の美術学校「アカデミア・アルタミ
ラ」を設立、1946年同僚や教え子たちと「白の宣言」を起草、1947年ミラノに戻り、1947年批評
家のジヨルジョ・カイセルリアン、哲学者のべニアミーノ・ヨッボロ、彫刻家のミレーナ・ミラーニと共に
「第一次空間主義宣言」に署名し発表、メンバーを変えながら1948年「第二次空問主義宣言」を
発表、1949年にカンヴァスに張られた白い紙の作品で鑒(たがね)のようなもので直径数mmか
らIcm程度の丸およぴ三角の穴をあけたものを始めて制作し「空間概念」とタイトルをっけ(その後
のシリーズ・タイトルとなる、以降「空間概念・期待」との題名作品を1000点近く制H乍)、1949年ナ
ヴィーリオ画廊における「黒の環境」展で当時の最新技術であるブラック・ライトを用いた作品を展
示、1951年第9回ミラノ・トリエンナーレでは、建築家バルデッサーリの協力を得て、会場となるパ
ラツツォ・デラルツテの吹抜けにアラベスク状のネオン管を張り巡らせ、1951年「空間主義技術宣
言」を発表、1958年「第八次空間主義宣言」をもって運動が収東に向かい、1958年よく知られる
キャンヴァスの切り裂きシリーズ(「空間概念・期待」)を開始、1963年から1964年にかけて卵型
のキャンバスに穴が開けられた38枚のシリーズ「神の終わり」を制H乍、1966年に第33回ヴェネ
ツィア.ビエンナーレで大賞を獲得、1968年にミラノを去りヴァレーゼ市近郊のコマッピオへ移住し、
1968年9月ヴァレーゼの病院で心臓の疾患により、享年69歳で、死去します。

フォンタナは、こう述べていると云います。

「画家として、キャンヴァスに穴を穿っ時、私は絵画を制作しようと思っているのではない。
私は、それが絵画の閉鎖された空間を越えて無限に拡がるよう、空間をあけ、芸術に新しい次元を
生みだし、宇宙に結びつくことを願っているー・」

''

フォンタナがあえて伝統的な形式である絵画にこだわったのは、絵画という形式に穴をあけ平面
を突き破ることや、その空間性を超えることを強調したかったためであった。

それと同時にフォンタナが実現したのは、絵画の重要な前提条件であるイリュージョンの否定で

あった。クレメント・グリーンバーグによれぱ、絵画におけるモダニズムとは、絵画にとって副次的な
文学的な物語性や彫刻的な空問性を削ぎ落とし、それ以上還元不可能な絵画の本質である平面
性に至る過程であるとした。たとえぱバーネット・ニューマンにおいてはイリュージョンが最小限に抑
えられたが、平面性、あるいは、二次元的イリュージョンが残されたという。これに対してフォンタナ
は、カンヴァスの穴から見える壁とイリュージョンというファクターを取り除きながらも、絵画として存
在させえることを示した。ただし、フォンタナはイリュージョンの問題について無自覚に行っていたた
め、その表現はすぐに壁にぶつかり、次なる展開に向かうことができなかった。それがフォンタナの
限界でもあった。"とされます。

フォンタナの概念は、1950年代のヨーロッパ美術に現れたアンフォルメル運動の大きな流れと共

鳴しながら、空問主義運動に加わった第二次世界大戦後のイタリアの前衛美術をになう若い芸術
家に大きな影響を与え、一方で、環境芸術の原型となり、パフォーマンス・アートに影響を与えた、
と評されます。

参考資料:『空間主義とフォンタナの絵画空間について』ふくやま美術館谷藤史彦他

2.『空間主義(spazialismo)』と「再興空間主義」につぃて

私達当会は、(当時の)現代の諸相と建築上空間の概念を背景に、多様な人類の感受能力と機能
と存在を根源に捉え、(未来への期待を以って)、その展開を企図し、自然の概念と工業の技術を
導入し、存在の変化と物質の運動における色と音、変化する形を与える空間、これらの事象の空
間に於ける同時性の形式の獲得に内包する動的イメージの再現による、運動する物質の総体的
かつ永続的な存在としての明示を目指す(「白の宣言」より要約等)ー(「空間を通じた形、色、音」
の表現を理念として掲げ、音響、運動、色彩の総和から時間と空間の融和した4次元空間を表現し
ようとしたと理解される)芸術(a此)運動『空間主義(SP能i.1ismo)』について、私達当会が考察

し提案し要望する、時の経過又時の経過に由来する変化を背景とする"人類の活動の空間にっい
ての、人類の活動の本源又は環境としての空間、人類の活動の表現としての空間の双方向のー
致"及び"人類の活動空間としての空問の一体性の回復"の概念、との共通性を発見する処、私
達当会の、関係する考察と提案と要望について、之を"再興する、空間主義"「再興空問主義」と
呼称します。
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VI.イルダフォンス・サルダー氏の『/Uレセロナ市の近隣の地図とその都市拡張案』1こつぃて

1.イルダフォンス・サルダー氏の『バルセロナ市の近隣の地図とその都市拡張案』(C祉 no
2)の紹介

"出品作の図面(C.t.no.1-2)は1859年に制作された都市拡張プランのりトグラフによる複製
(オリジナルはマドリードの王立サンフェルナンド美術アカデミー所蔵)。画面やや左下寄りに濃く見
えるハート形のエリアが当時のバルセロナ市である。1859年当時、サンッ(市の左上)、グラシア
(市の真上)、サンタンドレウ(市の右上遠方)など周辺の集落には工場が建てられ労働者たちも多
く暮らしていたが、市と周辺の集落との間にはほとんど何もない野原が横たわっている状況であっ
た。サルダーの案は、基本的に20メートル幅の道路で厳格に区切られる正方形(一辺113メート
ル)の街区がその空白のエリアに整然と展開するグリッド状の都市空問を誕生させるというもので
あり、現在のバルセロナの都市の形状は基本的にこれに従ったものとなっている。各街区の四隅
の角はそれぞれ45度の角度で隅切りされスムーズな交通を実現させるよう配慮されており(サル
ダーは道路に汽車を走らせることを想定していたという)、各街区の建物も基本的に四辺のうちの
二辺のみに限定して建てられるよう計画されていた。敷地の残りのスペースは緑化され、計画通り
の都市空問が実現した暁には日差しに恵まれ、心地よい風が吹き、豊かな緑に囲まれた田園都市
が誕生するはずであった。現実には土地の生産性を最大化しようと望む地権者たちの思惑により、
四辺すべてに建物が建てられたことはおろか、中庭のスペースまでも建築物で埋め尽くされ、日当
たりも風通しも悪い劣悪な環境が生み出され社会問題化することになる。"

"サルダーは都市計画に関する理論構築の必要性を感じ、バルセロナの都市拡張プランの提出に
合わせ『/Uレセロナの改善と拡張に適用された都市建設理論』(1859年)を発表、その後も自ら
の経験をフィードバックし続け、1867年に『都市化の一般理論』を発表する。この著作は「ウルバ
ニサシオン(urbon辻計ion/都市化)」という概念を創出し、都市空問の物理的な側面のみならず、
その開発・整備を推進するための法的、経済的側面をも視野に入れた理論の構築を目指してきた
サルダーによって生み出された、世界初の都市計画の一般理論嘗であると言われている。"

参考資料:『BARCELONA THECITYOFARTISIC M沢ACLES THEESSENCEOFTHE

CATALONIAN MODERNARTFROMTHEMODERNISMETOTHEAVAT-GARDE:奇

跡の芸術都市バルセロナ展:図録』(第一会場2019年4月10日(7K)-6月9日(日)長崎県美
術館、図録発行神戸新聞社 2019 (P57・P58))
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2.イルダフォンス・サルダー氏の『バルセロナ市の近隣の地図とその都市拡張案』と「再興空間
主義」について

イルダフォンス・サルダー氏の『バルセロナ市の近隣の地図とその都市拡張案』は、その計画段階
に於いて、ほぼ完全に、私達当会の「再興空間主義」を実現しています。

現実には土地の生産性を最大化しようと望む地権者たちの思惑により、結果として、計画案の都
市居住に於ける人類の健康の側面が犠牲となり、社会問題化した、と補足されます。

Ⅵ1.「再興空間主義」と"遺跡"について

私達当会は、遺跡に関わる長崎の状況について、本紙11-1-b.追加的私有即ち擬制的(フィクティ
シャス:fiC枇ious)な私有に係り、公共概念が希薄になりっつぁる空間概念他の事象を背景に、同時
に生起しつつぁる、空問の短期的な使用目的や処分の変更によって、又、文化庁が提唱する「(埋蔵)
文化財(保i劃行政の本来の在り方」に基づく計画的な「開発行為と遺跡保存の調整」が機能不全のま
ま運用され、急速に遺跡の破壊が進展拡大しつつある、と認識します。

遺跡としての都市長崎は、先史時代より、長崎地域一帯にて、自然の幸と温暖な気候に恵まれ中国大
陸朝鮮半島とも交流し人類の活動あり、古代末より中世前期にかけて平氏(福田氏)が興起肥前丹治
比氏(長崎氏等)が発展三浦(和田氏ト)深堀氏が来着、又東アジア交易の一拠点たると想定し得る処、
中世末期16世紀後半、長崎浦の岬に、有馬氏大村氏他と口ーマ・カトリックにより町建てが始められて
以来、急速に市域が拡張し、17世紀中葉から後半にかけて、幕府により街が整理され、更に整備され、
18世紀前半期に、一旦市域の姿が完成し、19世紀中葉の開国と長崎開港、及び、19世紀後半の明
治期の近代化により市域の改変が始まり、近代末に原子爆弾により被災、現代に移り、さらに技術の
変化を伴い改変が加速しつつ、未だ、歴史上都市長崎の古跡骨格を留め、現在に至ると考え得ます。

私達当会は、建築の創造と遺跡の存在は、古来、双方共に人類のアート(aけ)であり、その機能は、双

方共に空間上の事象の取扱いによる人類への貢献であり、双方共に同一の事象の範疇、と理解します。

私達当会は、己が創造する建築の存在の為に、遺跡の存在を侵すことは、建築学の冒涜、又は、建
築学上の矛盾、建築学の破壊、と理解します。

私達当会は、皆様に、当該の建築学の冒涜、又は、学上の矛盾、学の破壊、を解消することを提案し
要望します。

私達当会は、私達人類が、建築の空間と遺跡の空間が分断していると感じるならぱ、それは、その計
画者に建築の創造と遺跡の存在が同一の事象であるとの理解が欠落していることが表現されている、
と理解します。

私達当会は、皆様に、人類の活動空間の計画に於いて、建築の創造と遺跡の存在が、古来、双方共
に人類のアート(0ん)であり、その機能は、双方共に空間上の事象の取扱いによる人類への貢献であ
り、同一の事象であるとの理解に基いて、之を計画し実施することを提案し要望します。

私達当会は、"遺跡"1こついて、私達人類が、人類として存在する為に、又、人類として存在し続ける
為に不可欠の「社会的共通資本」たる存在である、と認識し理解します。

私達当会は、人類にとって、は鄭祉焔の「社会的共通資本」の澑養が重要である、と認識し理解します。

私達当会は、皆様に、所定の地域内に於いて、文化庁が提唱する「(埋蔵)文化財(保護)行政の本来
の在り方」に基づく計画的な「開発行為と遺跡保存の調整」が、十全な能力と機能を基盤として、計画
的に運用され、遺跡の現状保存が進展拡大すること、その為の措置を執ることを、提案し要望します。

私達当会は、皆様に、私達当会が、世界と日本と長崎の現代社会に於ける、根本的な課題と理解す
る本紙11-1-b.追加的私有即ち擬制的(フィクティシャス:fictltious)な私有に係る公共概念に関わ
る再考察と再把握を背景としつつ、私達当会が提唱宣言する「再興空間主義」等によって人類の活動
空間としての空問の一体化(時に再生)を実現することにより、又は、之を契機として、遺跡の存在とそ
の機能の空問と他の機能目的空間が、土地の利用の履歴の性格の継承を示標として、それぞれ在る
場所に、共に、所定の地域内又は所定の地域外との関係に於いて、全き存在又は全き機能として、
"共存"する状態が、所定の地域内又は所定の地域外との関係に於いて、所定の地域内に、自律的に
生起すること、その為の措置を執ることを、提案し要望します。

〔私達当会は、アントニ・ガウディ(Antoi plaoid GUⅢem Geudiicom6t)が設計し、1882年に建築
が始まり、建築を継続中(2026年に完成予定)のサグラダ・ファミリア教会(saamdaFamⅢ日:聖家族
贈罪教会)にっいて、バルセロナの風土を象徴的に内包し、空間の一体性と空問に於ける時間に関す
る一体性にの場合人類の行為の連続性、継続性、継承)の双方を包含して示唆する、と理解します。〕

(フ/8 )

2019年(平成31年M月20臼日曜日より、私達当会は、皆様に、現代の都市長崎の、遺跡の存在とモの機能並びに他の目的と機能が、それぞれ在る場
所に共に"共存"することを念頭に、長崎市の中心市街域にっいて、遺跡でもある旧市街域、行政経済機能の新市街域(浦上川河口東岸域)、抽象文化活
勵拠点としての長崎水辺の森一帯、とそれぞれの地域の土地利用の履歴の性格の性格の継承及び地域の特色とその関係性を考察し、ゾーンセ伽田型の
都市を構想する[長崎歴史文化都市構想一創造環境の共有(5h引0)ー]を、又、北部で浦上.茂里町地区を想定する[長崎原子爆弾被爆遺跡整備構想]並
びに[浦上キリシタンの里構想1を、南部で柳埠頭一帯を想定する[長崎国際第二中華街構想1を、之を総合する[「長崎国際歴史文化都市構想」"日本開
国"一日本遺産・世界遺産へ向けて1/長崎キリシタンの里構想(改訂2版)を提案し要望しています。併せてご高覧いただけますよう、お願い申し上げます。

〆



養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

遺跡の美

遺跡は・ー

他の目的の為にあるのではありません。

遺跡は

遺跡であるが故に遺跡なのです。

2019年(令和元年)7月4日木曜日養生所を考える会代表池知和恭

ここに、遺跡の美が宿る筈です。

それが

美しくもなく

醜いとすれぱ

誰が

それを・ー

好んで近づき

見に来るでしょうか

( 1/1 )
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一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

[1]『橋をつくるために現代世界の諸問題をめぐる対話』教皇フランシスコ/ドミニック・ヴォルトン(対話集)戸口民也[訳]
2019年5月1日第1版第1刷株式会社新教出版社は、以下記します。

はじめにー「簡単ではない、簡単ではないーー」ドミニック・ヴォルトン
企画

個人の運命が「歴史」と出会うことがある。・ー・フランシスコ教皇の場合がそれでーー・人問と歴史とのこうした出会いが
わたしたちの対話、教会人であるフランシスコ教皇と、フランスの一知識人一世俗の人であり、コミュニケーションを専門とし、
長年にわたってグローバリゼーション・文化的多様性・他者性について研究を続けてきたわたしとの対話の中心をなしてい
る。

なぜ対話なのか?対話することによって、他者に心を開き、論証することが可能となるから、読者の参加が可能となるか
らである。対話は、技術の成果やその限界を超えたところにある、人間のコミュニケーションに意味を与えるのだ。 ■■■■■

出会し、・対話

・ー・この人はどうしているのだろう?そう、彼は、おそらく、ほんとうに、ラテンアメリカとヨーロッパのあいだに立つ、グ

ローバル時代の最初の教皇なのだ。人問的であると共に控え目で、同時にかくも果敢な人、「歴史」をしっかりと踏みしめて
いる人。彼の役害1は、世界の政治的指導者たちの役割とはまったく違うのだが、常に問題と対崎している。・ー・しかし、同
時に、もうーつ、ある晩、わたしを送り出すとき、ドアの隙間でそっとつぶやいたあの言葉をわたしは決して忘れないだろう、
彼の人問性、使徒としての務めをいかにも象徴しているあの言葉、「簡単ではない、簡単ではないーー」。あれほどの慎み、
孤独、明晰、知性一それ以上、なんと言うべきか?ーー・

主要テーマ

わたしたちの対話は、二0一六年二月から二0一七年二月までの一二回に及ぷ対話からなるものである。バチカンの慣
習からすれぱかなり異例なことだ。しかも、あらかじめ何も決まっていなかったことだけに、なおさらである。 .....

ささやかなコミュニケーション不能一ー

教皇にあっては、すべては宗教と信仰に根ぎしている。政治に直接関わる問題を取あつかう場合も含めてだ。いつくしみ
が本質的な役割を果たしている。・ーー合理的であること、論理的であることが、一致をもたらすとは限らない。・ーーーつの
挑戦一この開かれた世界における他者性について考えること、宗教的であれ政治的であれ、ただーつの言説の独占を許さ
ぬこと、相互理解を促すこと。

「迎え入れ、寄り添い、見極め、受け入れる」。使徒的勧告『愛のよろこび』(二0一六年三月)の鍵となるこの四つのコンセ
プトは、いずれにせよ、大きな意味をもっている。 ●■●●●

・ーー要するに、わたしが「ささやかな之ミュニケーション不能」と呼んだことだが、それがまさにこの対話の面白さともなっ
ている。それに、読者という第三のパートナーがいるわけで、このパートナーがわたしたちのやりとりをどう受け止めるかは、
誰にもわからないのだ。 ■■●■●

教会の価値は、教会が実際には決して現代的でないところにある。教会は、多くの闘いの中で今という時代に関与するこ
とはあるとしても、この時代に完全に属しているわけでは決してない。そして、教会のこうした立ち位置が、こうした世界観を
ーたとえそれが人をいらだたせたり困らせたりしたとしても一価値あるものとなさしめているのは明らかだ。 ●■●■■

この本の仕事は二年半続いナこ。この仕事を通じて、わたしのうちに大きな変化が起こった、あの人を前にして、その責任の
大きさを前にして感じた深い尊敬と謙遜の念。
それと同時に、本物の自由にあふれていたこの対談によって、多くのことを語り合うことができた。時間の中で停止した瞬
間。常に、至るところでグローバリゼーションの問題が顔を出してはあらゆる価値あらゆる尺度とぷつかるし、新たな戦争を
どぅすれぱ避けられるか考えねぱならなくなる。そしてまた、コミュニケーションとコミュニケーション不能の問題がますます
重みを増してくる。簡単に言えぱ、「情報を伝えることはコミュニケーションすることではない」、「コミュニケーションすることは
交渉すること、できる限り上手に共存すること」であって、これはわたしの研究の中心にあるコンセプト、しぱしぱ異なるーと
きには対立する一複数の世界観を平和的に共存させようとする試みだ。・ーーー言で言えぱ、他者への憎しみを避けるた
めにはなんでもするということ。キリスト教は、その普遍主義的姿勢ゆえに、今日、対話を重視している。キーワードは「敬
意」「尊厳」「認知」「信頼」で、これは民主主義モデルの中心をなす言葉でもあるーー

「共存」と遺跡
2019年(令和元年)7月19日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

パリ、二0一七年七月

ヴォルトン:あなたが政治に与えた定義一納得させ、論証し、とくに共に交渉するということは、わたしがこれまで主張してき
たコミュニケーションの定義、コミュニケーション不能をふまえた交渉を価値あるものとするコミュニケーションの定義に、完
全に一致します。コミュニケーションは、民主主義とは切り雛すことができないコンセプトです、それはパートナーの自由と平
等を前提にしているからです。コミュニケーションすることは、ときには分かち合うことですが、ほとんどの場合、交渉し、共存

することですーー

皇:政治をするという二とは、わたしたちが解決できない緊張を受け入れるということです。ところで、ジンテーゼによる解
決とは、当事者の一方の側を勝たせ、もう一方を無視することです。あり得るのはただーつ、上からの、より高いところから

の解決しかありません、当事者双方がそれぞれ最善を尽くし、ジンテーゼではなく、共に道を行くこと、「一緒に行く」という結
果に至ることです。

グローバリゼーションを例にしましょう。抽象的な言葉です。これを立体的なものと比較してみましょう。
たとえぱ、こう見ることができます、グローバリゼーションとは、政治的な現象で、「泡バブル」のような形をしていてどの点も
中心から等距雛にあります。どの点もすべて同じで、そこで優位を占めているものは画一性です。この手のグローバリゼー

ションは多様性を破壊することがよくわかりますね。

しかし、グローバリゼーションを多面体ととらえることもできます。そこでは、すべての点が結ぱれていますが、それぞれの
点は、それがある国民であれ、ある人物であれ、固有のアイデンティティーをもっている、そういうようなものです。政治をす
るというのは、こうした一致とそれぞれ固有のアイデンティティーとのあいだの緊張関係を追及することです。

宗教の問題に移りましょう。・・・わたしは聞きました、「ねえ、おぱあちゃん、あの女の人たちは誰?シスター?」。祖母
は答えました、「あれはプロテスタントよ。でもいい人たちですよ」。これがわたしが聞いた最初のエキュメニカルな言葉で、こ
の言葉はつまり一人の高齢者が口にしたことです。こうしてわたしの祖母は、エキュメニカルな多様性の扉を、わたしに開い
てくれたのです。・・・・わたしの祖母が五歳の子どもだったわたしにしてくれたことは、政治的行為でした。わたしに扉を開く
ことを教えてくれたのです。

緊張関係にあるときは、だからジンテーゼを求めてはいけません。ジンテーゼは壊してしまうかもしれないからです。多面
体に向かって、多様性もアイデンティティーもすべて保ちつつ一致へと向かって行かないといけません。この分野の巨匠は
ーわたしは誰からも剰窃したくありませんからーロマーノ・グァルディーニです。わたしの考えでは、グァルディーニはすべて

を理解していた人で、そのことをとくにその薯讐oerGe'ehsa女の中で説明しています。・ーーイタリア語ではιaconha
POS胎mnです。彼が一九二三年に書いた、この形而上学に関する最初の本は、わたしの考えでは、彼の代表作です。か
れは、そこで「政治哲学」と呼ぶことができるものを説明していますが、それぞれの政策の基本には説得とそぱに寄り添うこ
とがあります。

教会はだから扉を開かなけれぱなりません。教会が正しくない態度をとるとき、信者獲得熱にかかります。ところが、信者獲
得熱は、そう言ってよいかどうかわかりませんが、カトリック的ではありません,!(笑い)

ヴォルトン:教会が何世紀ものあいだ、対話についてはきわめて不平等な考え方を主張してきたことは、お認めいただきた

いですね。信者獲得熱と宗教間対話のあいだにはどういう関係がありますか?

教皇:信者獲得熱は一致を壊します。ですから、宗教間対話は全員が同意することを意味するのではありません、そうで
はなくて、共に歩くこと、それぞれが自分自身のアイデンティティーをもちながら共に歩くことを意味するのです。・ーーしかし、

いわゆる対立や二極問緊張関係の巨匠はグァルディーニで、彼はわたしたちに、あの多様性における一致への道を教えて
くれます。

それでは教会は何をすべきでしょう?どれかと、あるいは別のどれかと合意する?そんなのは誘惑で、帝国主義的教

会のイメージになってしまうでしょう、そんなのはイエス・キリストの教会ではありません、仕える教会ではありません。

・ーー教会は、政治においては、橋をつくることによって奉仕しなけれぱなりませんーそれが教会の外交的役割です。「教
皇大使たちの役割は、橋をつくることです」。

これがわたしたちの信仰の中心にあるものです。父なる神は御子を遣わされましたが、その御子は橋なのです。"pontifB
糊一この言葉は、人類に対する神の態度を端的に示すものですが、これはまた、教会の、キリスト者の政治的態度でなくて
はなりません。橋を架けましょう。働きましょう。「でも、きみって何者?」なんて言ったりしないようにしましょう。すべてを一緒
にしましょう。それから互いに話し合いましょう。そのようにすれぱ、ものごとは改善されていくでしょう。・ーー謝罪すること。
ときとして、謝罪すると、橋がつくられます。あるいは他の人々の家を訪れるときに。わたしたちの模範であるイエス・キリスト
にならって、橋を架けねぱなりません。イエス・キリストほ父なる神から"pontif0勘一橋をつくる人一となるために遣わされ
ました。わたしの考えでは、まさにそこに教会の政治活動の基本があります。 .....

ヴォルトン:皆が言ってますよ、「カトリック教会は政治はしない」と。ところが教会は政治に介入しています、あなたも、前任
者のヨハ才、・パウロニ世も、ベネディクト十六世も、なんにでもです、移住者、戦争、国境、気候、核、テロリズム、腐敗、環境
問題一ーこれって、政治ではありませんか?教会にとってどこまでが政治に閥わることですか、そしてどこからがそれとは

別のことになるのですか?

皇:フランスの司教団が二0一六年夏に司牧喜簡を発表しました。一五年前に発表した書簡の続きをなすもので、「政
治的なるものの意味を再発見する」というものです。大きな政治と小さな党派的政治があります。教会は党派的政治には関

わるべきではありません。パウロ六世もピオ十一世も、政治一大きな政治一は愛徳の最高の形のーつだと言いました。な
ぜでしょう?それは、すべての人の共通善に向かって行くものだからです。
ヴォルトン:ええ、もちろんそれこそが大きな政治です。

皇:しかし、政党はさまざまですから、そこに教会が介入すべきではありません。それは信者の自由に任せられるべきも

のです。
●●●■■

教皇.・ー・そこでわたしは、話題を移してみようと思います。あなたがたフランス人にとって大切な二と、政教分敲に。

( 2/4 )

1.平和と戦争
■●●●■

ヴォルトン:話を政治に戻せぱ・ーー

教皇:世界中のいかなる人問も組織も、常に政治的次元をもっています。大文字で婁く「政治」について、それは愛徳の最
高の形のーつである、と偉大なるピオ十一世教皇は言ってぃます。 ●●●邑■

政治の要件はそぱに寄り添うことです。互いに問題に向き合い、問題を理解することです。別のこともあります、説得という
ことですが・ーーわたしは相手の言い分を聞きます、わたしはそれを分析し、わたしの言い分を相手に示しますー一相手は
わたしを納得させようとし、わたしは相手を説得しようとする、そうやって、わたしたちは一緒に同じ道を行くのです。たぶん、
わたしたちはへーゲル的、観念論的なジンテーゼに至ることは~神に感謝ですが~ないでしょう、なぜなら、それはすること
ができないし、すべきではないことだから、それは常に何かを壊してしまうからです。

( V4 )



ヴォルトン:政教分敲の問題は、今日では、政治勢力と宗教勢力を一体化させようとする原理主義の台頭によって、改めて
重大な問題となって現れています。

教皇:政教分離の国家は健全なものです。健全な政教分雜があります。イエスが言ったように、カエサルのものはカエサ
ルに、神のものは神に返さねぱなりません。わたしたちは、神の前では、皆平等です。しかし、わたしは思うのですが、ある
国々、たとえぱフランスでは、この政教分雛という考え方は、啓蒙主義から受け継いだ色合いがあまりに強すぎて、宗教を
サブカルチャーと見なす共同幻想がっくられているのではないでしょうか。わたしが恕3に、フランス人はーこれはわたしの
個人的な意見であって、教会の公式見解ではありませんよーもう少し政教分雛のレベルを「向上させる」べきでしょう、宗教
も文化の一部をなしていると言えるような方向に。このことを政教分雜的にはどぅ表現するか?超越的なものに開かれて
いること、とでも。それぞれが、自分自身の開かれ方をもっことができるでしょう。フランスの伝統的な遺産には、啓蒙主義
が重くのしかかりすぎています。わたしは「歴史」のこの遺産を理解できますが、それを広げることも必要でしょう。キリスト教
か否かはともかく、政教分離を認めない政府はいくつもありますから。

「超越的なものに開かれている」政教分雛国家とはどぅいうものか?宗教が文化の一部をなしていて、サブカルチャーで
はないこと。 ■●●●●

ヴォルトン:教会の経験からして、その誤りも成功も含めてですが、教会は、対話や共存の材料として、何をもたらすことが
できるでしょうか?激しさを増す一方の紛争、戦争、憎しみといった状況を打開するために、教会は何をすることができま
すか?

教皇:わたしがお話できるのは自分が経験したことだけです。

人々が平和に暮らせるようになるために、何をすることができるか?祖国、国民、人々の中には、部分を超えた意義があ
ると言うべきです。わたしにとっては、それが地政学の原則で、全体は部分に勝るということです。
ヴォルトン:しかし、あなたがなさる旅は、平和、コミュニケーション、あるいは交渉の手段でしょう?なぜあれほどしぱしば
旅をなさるのですか?とくに、暴力、平和、交渉にっいて絶えず語りながら。
皇:わたしはいっも、学ぶために巡礼者として、平和の巡礼者として、そこに行くのだと言っています。あなたは、わたし
が前に使わなかった言葉を使いましたね、交渉という言葉を。交渉すること。先日わたしは、ファレスでの企業家と労働者と
の会見の場で、こう言いました、「わたしたちは、交渉の席に着くときは、こう意識し確信しています、交渉において人は常に
何かを失うが、全員が利益を得るのだと。交渉は平和の手段です、人は交渉に臨みます、失うものをできるだけ少なくしよ
うとしてー一交渉の場では、人は常に何かを失いますが、全員が利益を得ます、それはとても良いことです。キリスト教的な
言い方をすれぱ、自分自身の生活のちょっとしたものを、社会の、人々皆の生活のために、ということです。交渉は大切です。
ヴォルトン:そうした文脈からですが、あなたが「新しい福音宣教」と言っておられることを、どう見ておいでですか?この二
つの関係は?

教皇:前に言ったことを繰り返しますが、福音宜教するということは信者を獲得することではありません。それに、これはべ
ネディクト十六世の言葉です。ベネディクト十六世はまずブラジルのアパレシーダで言い、それからもしぱしぱ言っています、
教会は、信者獲得によってではなく、人を引きっける力によって発展するのですと。政治も同様です。誰々さんはカトリック、
誰々さんはプロテスタント、誰々さんはイスラム、誰々さんはユダヤ人、でも政治が発展するのは人を引きっける力によって、
友情によってですー一橋です、橋、橋なのですーーある状況においては、交渉に行き着くほかありません、それ以外の手段
がないからです。しかしそれは、政治的謙虚さでもあります。できることを、できるところまでしましょうーー
■■■■■

ヴォルトン:二0世紀において、教会が失敗した橋はなんですか、つくるのに成功した橋はなんですか?
教皇:教会はたくさんの橋を架けてきたとわたしは思います、たくさんの橋を。しかし、最初の数世紀は、いっも成功したわ
けではありません。・・・ここに、わたしの考えでは、非常に重要な問いがあります。ある時代は、その時代の中に身を置い
て解釈するべきだということです。時代背景を無視してはいけません。
ヴォルトン.ええ、それは確かです。
教皇.今の時代を基準にして過去を解釈してはならないのです。

ヴォルトン,認識論的にも、それが「歴史」の定義です。さもないと、時代錯誤の過ちを犯してしまいます。ところが残念なこと

[1旧私達当会は、今回、皆様に、教皇フランシスコとドミニック・ヴォルトン氏の対話集における、多様性にっいてそれぞれ
の破壊を避けて全き存在として「共存」するとの基本概念と、私達当会の遺跡と開発にっいてそれぞれの破壊と制限/殿損
を避けて全き存在(及び機能)として"共存"するとの基本概念に、又、遺跡を考えることに対して、共通性を感じる処より 、、
該の対話集『橋をっくるために現代世界の諸問題をめぐる対話』にっいて、その冒頭より抜抄し紹介させていただきました。
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に、いつの時代でもそれをするのです、時代錯誤という過ちを
.....

ヴォルトン.今日のグローバリゼーションの中で、カトリック教会の最大の力はなんですか?その切り札となるものは、その
強さは、弱さは?

教皇:弱さは、わたしの考えでは、識別せずに現代化しようとすることです。広く全体にいきわたっていることですが、多くの
ことがそこにはっきりと現れています。もうーつの弱さは、わたしたちに関わることですが、硬直した聖職者中心主義です。
硬直です。若いけれど硬直した司祭がいます。福音が怖くて、教会法を優先するような。・ーー主はわたしたちに大きな喜び、
大きな希望への道を切り拓いてくださったのに!・ー・・教会の豊かさはそこに、罪人のところにあります。なぜでしょうか?
なぜなら、あなたが自分を罪人だと感じ、赦しを求めるとき、そうすることによって、あなたは橋を架けるからです。そして橋
ができる!小さなこと、単純なこと、それこそが豊かさです。それがわたしたちを力づけてくれます。これはわたしが経験し
たことです。

わたしたちの信仰、わたしたちの豊かさの二本柱は真福八端とマタイです。わたしたちが何をもって裁かれるかがそこに
示されています。わたしたちの豊かさはそこにあります。そこにわたしたちは豊かさを探し求めねぱならないのです。でも、あ
なたに言われるでしょうね、この教皇は単純化しすぎると!(笑い)でも、ありがたいことにーー
ヴォルトン:単刀直入にうかがいますが、それがあなたの最大の喜びということでしょうか?
皇:わたしは主と平和を保っています。喜びなら、いっぱいあります。・ーー今まで一度も、ここで、この鳥かごの中で終
わるなんて思ったことは一度もありませんよ!(笑い)

ヴォルトン:(笑い)そのユーモアをどうかもち続けてください。ユーモアは知性のショートサーキットですから。皆が理解でき
ます、皆が。

教皇:さらにこうも言えるでしょうね。ユーモアのセンスは、人問的な観点からすれぱ、神の恩恵に最も近いものだと。

ξ訳注より)

ジンテーゼ($ynth゛S●):総合。ヘーゲルの弁証法で、テーゼ(the56)「正」、アンチテーゼ(a六t孔"゛S.)「反」、ジンテーゼ($yrlthさ5.)「合」のうちの、「合」のこと。
土キユメニカル(フランス語moumセnlqU●'英語●Cum6n1亡aD:「エキュメニズム」(キリスト教の一致を目指ず運動、ワランス語叫Cum'ni5mo'英語暑Cum8h18巾)の形容詞形。

2.宗教と政治

ドミニツク.ヴォルトン:教会は、今日、グローバル化する世界に対してどのような貢献ができるのでしょう?
フランシスコ教皇:対話によってです。対話なしでは、今日、何も可能とはならないとわたしは思います。ただし、誠実な対話
であること、たとえ面と向かって不愉快なことを言わねぱならないとしてもです。誠実な。「ええ、同感です」と言っておきなが
ら、その後でこっそり別の話をするような、そんな対話はいけません。

教会は橋をっくることでもって貢献すべきだとわたしは思います。対話は文化と文化のあいだの「大きな橋」です。たとえぱ
昨日、わたしは九三歳になるシモン・ペレスと五0分問話しました。彼はビジョンをもった人で、わたしたちの対話はここやあ
そこに橋をっくることに終始しました。わたしは偉大な人物と向き合っていると感じていました、教会は橋を、いくっも橋をっく
らねぱならないというこの思いを共有できる人だとーー
●●●●■

[11]私達当会は、長崎地域の遺跡に付いて、皆様に、以下の提案と要望をしています。

1.2016年(平成28年)7月17日日曜日 13;30~16:00養生所を考える会では、長崎市仁田佐古地区ふれあいセンター第一研
修室において、シンボジウム『養生所とその遺構を考える』を開催し、長崎市教育委員会教育総務部施設課長岩永浩氏ほか、90名を
超える長崎市民又佐賀県より来訪の方々の御参集があり、皆様に、長崎市が計画する養生所火長崎)医学校等遺跡での長崎市立仁
田佐古小学校校舎等施設建設に関して、"遺跡"である土地や区域と、開発行為によってビルを建てる土地や区域にっいて、それぞれ
別の土地や区域に分けて考え行うことを提案しました。

2,私達当会は、遺跡の保存と開発行為(当該シンボジウムでは遺跡の継承と小学校運営との二っの公益)の調整に関わる、"それぞ
れ別の土地や区域に分けて考え行う"との、基本的な提案と要望にっいて、遺跡と開発が同じ土地に同居(長崎市が云う"併存")すれ
ぱ、遺跡及びその環境は開発行為による破壊を免れず、開発は効率と機能に制限を受けざるを得ない、つまり、双方(の公益)が、本
来の全き存在や機能、在り方を担保することができず穀損することより、双方(の公益)の本来の全き存在や機能、在り方の保全や実現、
即ち"共存"、を念頭に、之を構成しています。

( 3/4 )

3.私達当会は、11-1.のシンポジウム以降、皆様に、"養生所/(長崎)医学校等遺跡"の調査・保存・活用.公開.整佛に関する、又、
2018年(平成30年)12月初頭以降"長崎奉行所西役所等遺跡群"の調査・保存・活用・公開・整備に関する、長崎県知事長崎市長/
長崎県議会識長長崎市議会議長への複数の要望書/陳情書、その他資料、会見を以って、双方の遺跡を契機とし之に関係する、
時々の発見、見解、又提案と要望をお伝えしています。

4.2019年(平成31年)1月18日金曜日以降、私達当会は、皆様に、長崎地域の遺跡の存在を基盤に、長崎地域の南部、中部、北
部、又、中部にっいては、遺跡である旧市街域及び浦上川河口東庠再開発による新市街域として、それぞれの歴史と遺跡また個別の
土地の活用の履歴(遺跡)又はその性格を継承、発展させ、日本遺産/世界遺産の実現を視野に『「長崎国際歴史文化都市携想」"日
本開国"一日本遺産・世界遺産へ向けて』を提案し要望しています。

私達当会は、当該の提案と要望にっいて、当会の2016年(平成28年)7月のシンボジウムで皆様にお伝えした""遺跡"である土地
や区域と、開発行為によってビルを建てる土地や区域にっいて、それぞれ別の土地や区域に分けて考え行う"との基本的な概念を、現
代の各区域の性格の考察に反映して、エリア(ar8a)型の歴史的な且っ現代の"都市長崎"の計画の提案と要望を構成しています。

5.私達当会の提案と要望は、従来、個別の土地において遺跡の保存と開発の調整が行われることにっいて、広域の区域において計
画して対応することにより、遺跡と開発の存在と機能、並びに、土地の利用の履歴(土地への記憶)とその性格(人類の活動空間の構
造)の継承と人類の活動の安定、にっいて、それぞれ本来の在り方に対し欠失なく全きものとして、之を実現しようとするものです。

6,.私達当会は、当該の私達当会の提案と要望の如き、遺跡を基盤とした人類の活動空問の概念とその計画の実現により、人類の
活動空問(都市や田園や山林や河川や海洋等)及び人類の活動と認識に、遺跡と歴史と伝統を留保することを、提案し要望します。



一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

『続日本紀』六巻

「和銅六年五月甲子畿内七道諸國郡郷名著幸字其郡内所生銀銅彩色草木禽獣魚
重等物具録色目及土地沃塔山川原野名号所由又古老相傳蓄聞異事載于史籍言上」

(『続日本紀』ユリウス歴713年5月30日畿内七道諸国は、郡郷の名は好き字を著け、その郡内に生ず
るところの銀銅、彩色、草木、禽獣、魚虫等の物は具(つぶさ)にその品目を録し、及び土地の沃塔(よくせき)、
山川原野の名号の所由(いわれ)、また古老相伝の旧聞異事は、史籍に載せて言上せよ)

(vvikipedie、世界大百科事典第2版)

日本で「古風土記」ともいう『風土記』ほ、奈良時代初期の官撰の地誌、元明天皇の詔により、律令国の国庁
が編纂し、国ごとに地方の文化風土や地勢等を記録して、天皇に献上させた報告書、とされます。
諸国の風土記はおおむね天平年間(729年~749年)までに編纂されたとみられるが、その後中央に提出さ
れたものは滅び、延長三年(925年)1こ再提出の命が出ている、と云います。

(vvikipedia、ブリタニカ国際大百科事典小項目事典の解説)

「風土記」という書名は、中国では後漢の盧植(ろしょく)の『斐州(きしゅう)風土記』をはじめとして『晋書Ⅱ晴
書』などにみえているが、日本で「風土記」という書名が用いられるようになったのは、平安時代に入ってから
である、奈良時代の場合は哨羣(げ)」(上申文書)の形をとってぃる、と云われます。

(風土記、上田正昭、日本大百科全書(ニッボニカ)の解説)

風土と遺跡
2019年(令和元年)7月26日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

以来、日本又その各地域で、官撰、私家版、様々な風土記、地誌が著され、古跡旧跡、その
由来が記されてきました。

私達当会は、遺跡にっいて、その国、その地域の自然、歴史、社会、通信交通、即ち、その
土地の風土と共にある、と理解します。

私達当会は、風土は、人類の伝統的な事象であり、人類の行動を伴う、と理解します。

私達当会は、遺跡が損壊し破壊される、とは、人類のその地域の伝統的な地域社会が損
壊し破壊されること、又、人類のその地域の伝統的な地域社会としての紐帯が、既に、損壊
し破壊され消失していること、を示唆する、と理解します。

日本は、381年前、江戸時代、島原の乱の終結以降、230年間、ほぼ、国際上の戦争、相
互の干渉、又、内線を停止しました。

私達当会は、私達(日本)の風土は、平和に繋がっている筈、と理解します。

私達当会は、遺跡を保存し、継承し、伝承する、とは、人類の伝統的な地域社会、又、風土、
を継承すること、そして、その行為は、私達人類の平和に繋がっている、と認識します。

私達当会は、皆様に、遺跡にっいて、遺跡の認知(存在の把握)、確認(発掘等調査)、現
状保存(保存)、遺跡に人々の生活の中での機能を与えること/過去を顧みること(活用、公
開、整備)、語り継ぎ関係し行うこと(継承)、を提案し、要望しています。

遺跡は、人々の生と死の証です。そして、現代の私達の生と死の証、又示標でもあります。
〆
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一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

遺跡と建築

1.私達当会は、私達人類の行為は、過去を物語ることができない、と理解します。

私達当会は、私達人類の行為は

関連する既存の共通認識としての文脈(コンテクスト/コンテキスドContext)によって
私達人類に、フィクション(fiction:創作)、又は、イリュージョンG11Usion:幻影)としての

過去を

印象させ(impress)イメージGmage:糸割象する)させることができると、理解します。

私達当会は、私達人類の行為が、物語ることができる事象は

それを物語る個人の現在のみ、と理解します。

『記憶の空間十選』より
2019年(令和元年)8月12日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

私達当会は、私達人類が

その事象に、過去を看取することができる唯一の由来は

時の経過、この場合、その事象に顕われる、現在と過去の相違、と理解します。

文化財

2.私達当会は、私達人類は

新しく形成する空間又は建築、建造物によって

過去を物語ることはできない、と理解します。

私達当会は、私達人類の

新しく形成される空間又は建築、建造物が物語ることができる事象は

それを形成する個人の現在のみ、と理解します。

3.私達当会は、私達人類の過去を物語ることができる事象は

唯一、遺跡、その他の、時の経過に関する文化財、又は、その文化財的事象の一群
である、と理解します。

4.私達当会は、自然の又人類の事象としての文化財は

人類の芸術(アート急け)に関するか、時の経過に由来する現在と過去の相違に関する
(又、人類の学究の世界:アカデミア:academia)、と理解します。

(『記憶の空間十選1自2019年(令和元年)7月30日火曜日至8月12日月曜日日本経済新聞平日朝刊文化欄に東京大学教授羽藤英二氏により十回連載)

〆
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一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

遺跡

風土一魂"精神(spirit/spiritus:ラテン語:息、呼吸、魂、勇気、活気、霊)一多様性

人類に於ける正統としての創造と幸福より

1.私達当会は、風土について、その土地の自然と、そこに生活する人類に対し
その土地の自然と自然としてのその人類とその人工との関係に於いて

長い時間をかけて、醸成され形成された結果として、完成に至ってきた、と理解します。

2019年(令和元年)8月16日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

私達当会は、その土地の風土、並びに、私達人類の個人の存在が
私達人類、人々の魂・精神の基層となる、と理解します。

私達当会は、私達人類、人々の魂・精神が

私達人類の人類としての創造と幸福の基層となる、と理解します。

2.私達当会は、私達人類について、移動する生命体である、と理解します。

私達当会は、私達人類、人々の、私達人類の社会に於ける

多様性(ダイバーシティdiV引Sity)の認知、又は,容認が
私達人類の人類としての人々の創造と幸福の基盤となる、と理解します。

3.私達当会は、その土地に於ける、自然、又、遺跡、又、歴史、又、文化
又、文明(暮らし方)、並びに、その空間上、時間上の、又、その関係とその性格
への体験、認知、認識が、私達人類の風土の基層で在り得る、と理解します。

4.私達当会は、皆様に、私達人類に於ける普遍的な正統としての創造と幸福
その深い基層、又は、基盤としての、その土地の自然並びに遺跡並びに歴史

その保存と活用と継承を、提案し要望します。

〆

( 1/1 )



養生所/(畏崎)医学校等遺跡の保存と活用より

1.文明のかたち

⇔集団化して生存の諸条件を有利にする個休の行勳は、徹生物から植物、勳物に至る迄、凡そ、生物の本能、継承によるか、遺伝子由来の行動類型かとも考え得る処、人
頴の行動は、果たして、それだけでしょうか、対話はどうでしょうか?

私達当会は、人類の個休の自身の都合の実現を勳機とする行動の匝則は、人類の集団化の原理と密接に関連し、之に対応し、適し、比較的小さな多数の個別の集団を形
成して夫々自己の都合の実現を図ると考え得る処、比較的大きな集団化の原理、即ち、公共公益、福祉、公平平等の実現には機能しない、適さない、と理解します。

文明のかたちと長崎、提案と要望

⇔公共公益、福祉、公平平等は、例えぱこつの事象を足して二で割る、夫々が不完全な事象を皆が套慢L合うこと、でしょうか?

私達当会は、夫々の公共公益、福祉、公平平等を完全な状態に満足し、その夫々の福祉を皆が夫々より高度に享受すること、即ち、質的に且っ豐かに(早準に)最大化する
事、その為の工夫、施策、計画、整備、こそ、西洋の近代、即ち、文明の思想である、と理解します。

私達当会は、人類の比較的小さな集団の形成に適する,人顛の個休の自己都合の実現を契機とする行動の原則、に対し、人顛の比較的大きな関係に於ける集団の形成、
即ち、公共公益、福祉、公平平等の実現に適する原則は、射話である、と仮定しまず。

私達当会は、対話は、寄り添うことにより理解が始まり継続が可能となると認礁する処、又、理解、和解と変萸を前提とする、と理解します。

私還当会は、理解、和解と嚢更を伴わない、即ち、理解と和解と変更を前提としない対話は、形式であり、空虚であり、時の経過と共に、形骸化する可能性を内包する、と理
解Lます。

2019年(令和元年)8月21日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

私達当会は、その土地の自然とそこに住み生活する人類の樹き、活動(又、人工)が、モの土地の風土を形成し、その土地の風土はそこに住み生活する人類の魂.精神(叩i
"t/8Pi唯US:ラテン語:息、呼吸、魂、勇気、活気、霊)を醇成し、その土地の風土を基層とする人類の魂・精神が、人々の、私達人類に於げる通時的共時的に普遍的な正
統としての創造と幸槽、その基層であり、即ち、その享受と獲得と実現の契機となる、と理解します。

私違当会は、私達人類について、移動し拡散する生命体である、と理解しまず。

私還当会は、私達人類、万人が、私達人顛に於ける昔逼的な正織としての創造と幸椹、その享受と獲得と実現の契機、を得るために、私達人類、人々の、多様性(ダイ
バーシティ:diν引引W)の認知又は容認が甚盤となる、と仮定します。

私達当会は、私達人類による、人類の多様性の認知又は容認を、対話がより嵩度なものにする、と仮定します。

●風土は、誰がっくるのでしょうか?自然?貴方?私?人顛?

私達当会は、少なくとも、日本では、中世の後、自然の存在と人顯の存在(と活動)に替わって、自然の存在と人類の概念が、白本の、又モの各地の、風土をっくり始めた可
能性がある、と認識します。

私達当会は、近代では、器械とその技術が、現代では、移動交通インフラストラウチャー(infmstⅧCture:下部構造、社会甚盤)とその技術が、インターネット等情報通信処
理技術と関係インフラストラクチャーとその技衛が、将来には、生命科学とその技術が、さらには、再び、字宙が(以前とは異なるかたちで)、そして之を可能とする動力とその
技術が、その土地の又地球の風士をつくる可能性がある、と推測します。

私達当会は、人類の存在に晉わって、人類の概念が、風土をっくり始めたならぱ、私達人顛は、風土を、所与の亭象としての風土から、過去に変更され、現在から未来に掛
けて、寳更可能な風土として、革めて、人類の概念上に把握し之を理解する必然がある、と理解します。

私達当会は、その士地の風土と、モこに住み生活し、風土に醸成された人類の魂・精神(spi"t/SPMtus:ラテン1吾:息、呼吸、魂、勇気、活気、璽)を基層とし、人類による、
人頴の多樺性の認知又は容認を甚盤とする,人類に於ける普逼的な正統としての創造と幸福、の人穎の夫々の個体に於ける実現、多樺性の認知又は宴認を基盤とする其
れ、モの関係と実態を「文化」、と仮定します。

私達当会は、人類の夫々の個体、並びに、人類の比較的小さな集団、の相互関係に於ける、対話を唯一有効な手段と認識し福る処の、人類の比較的大きな関係、集団、に
於ける公共公益、福祉、公平平等、の実現、その在り方と実態が平和な状態、と認識し得る、モの関係と方法と実践と実態を、人類の本来の集団、社会の在り方としての
r文明」、又は、人類の本来の在り方としての「文明」のかたち、と仮定します。

②私達当会は、長崎地域に於ける、遺跡の遺跡としての存在にっいて、即ち、その存在の完全性に於いて、近年、燦立って、その破壊が、再び、加速しっつぁり、表面化し、
顕著に、顕在化している、と仮定します.

私達当会は、[風土一魂.精神(spfrit/3PI-tu$;ラテン語;息、呼吸、魂、勇気、活気、霊)一多様性、人類に於ける著遍的な正統としての創造と率福の実現、対1罰の組
合せが、平和の基層となり、西洋の近代の鳳いである、人類の福祉の質的な且っ豊かな(平準な)最大化、の基屡と成り、基盤であり、方法であり、実質であり、実態となり得
る、と仮定します。

③私達当会は、モの土地の社会を構成してきた人類の活動の痕跡、同時に、その土地の風土の形成の基層となってきた、遺跡の破壊の加速に遭遇する時、当該地域に於
いて、伝銃的な地域社会の拠って立っ、伝絖的な地域の生と死の社会規範、安寧と約東でもある、長い時の経過を通Lて完成されてきた伝統的なその土地の風士が、現に、
破壊され崩壊し既に消失しているか、同時に、現在と将来の伝統的なその土地の風土が破壊され崩壊Lつっある、と仮定します。

2.私遠当会の、人類の集団としての社会(又は文明)への仮定〔本紙 1を参照して下さい)

私達当会は、風土について、文化と文明を包括する、と理解します。

私達当会は、人類にとって、モの士地の風土一その土地の人類の魂・精神(api唯ノ'SPⅡitus:ラテン1吾:息、呼吸、魂、勇気、活気、霊)一人類による、人類の多様性の認知
又は容認(即ち、文化)、之を基層とする、即ち、人類の夫々の個体での人類に於ける昔遍的な正統としての創造と幸福の実現、方法としての対話(即ち、文明)、是等が、
集団としての社会、世界での、平和の実現、人類の椹祉の質的な且っ豊力寸よ平準な)最大化、の基属であり、契機であり、勳機であり、拠って来る為の唯一の方法であり、
従って、本源である、同時に、基盤でもある、と仮定します。

11.長崎

1.長崎の様子

①私達当会は、長崎地域に於ける、私達人類の活勳にっいて、人類の個体の自己都合の実現を契機とする行動の原則によって形成される人類の比較的小さな集団の形
成たる原理に基づく活動に頻繁に遭遇するかに見える処、一方、公共公益、橿祉、公平平等の実現を契機とする行動の原則、即ち、対話、によって形成される、人顕の比較
的大きな関係に於ける集団たる原理に基ずく活動に遭遇することは、夫々の個人や集団に於いて極部分的に限定したものがある程に見える、と仮定します.

.是は、現在の長崎の風土と云えるでしょうか?長崎に於ける、又、日本に於ける望ましい風士のかたちとして、是でしょうか、非でしょうか?
帥もし、望ましくないならぱ、どぅある状態が望ましいでしょうか?望ましい状態にどうしたら到達できるのでしょうか?

3.長崎地域に於ける、平和の希求について

私達当会は、長崎市民、並びに、長嫡地方の行政体に於いて、戦争の災禍にっいての、又、世界の平和を希求する旨の、言葉が発声され、文章が作成されて提出され上梓
され朗読され、資料が整理され保管され展示され継承されているように見える、と仮定Lます。

Ⅲ.提案と要望

1.長崎地域の遺跡について

a)遺跡

①私達当会は、追跡にっいて、人類の(過去の)活動の痕跡で畠り、人工であるが故に人類の芸術(アート譚此)に関し、過去に成立した享象故に時の経過に由来する現在
と過去の相達に関し、故に、時々の人類の学究の世界【アカデミア:acad8mia)に閏係し、是等が、歴史上価値と学術上価憧を犠成すると理解Lます。

②私達当会は、這跡にっいて、その土地の風土を楕成する特臭で希少な要素であり、風土の構成要素が、時々の社会の携成と共に、変化し、交代する一方、不変の事象
であり、その不変たる属性故に、時の経遇に由来する社会と風土の変化と対照し、風土の構成要素としての特異性は際立ち、その土地の人々、又、他の人々によって、ます
ます、皿土の構成要素としての位置付け、風士の潤養にとって、根源であり不可欠の事象としての位置付けを与えられる、と理解します。

(2)長崎国際歴史文化都市構想

①長崎地域の遺跳にっいての、又、之を基盤とする現代の都市長崎への提案巴要望として、2019年(平成31年"月柏日金曜日より『長崎国際歴史文化都市横想』を
記Lていますので、御参照下さい。

②二れ等の遣跡群は、いづれも、現在の都市長崎、又、現在の日本への過程、道程によって、歴史上価値を有し、固有であり、世界に特興な遺跡であり、世界に唯一の存在
であり、希少であり、貴重な事象であり、学術上価値を宥します。

(3)遺跡の存在の把握、調査、保存(現状保存)、活用、公開、整備、継承について

私達当会は、皆様に、本紙Ⅲ一1-O×2)によって、遺跡にっいて、追跳の認知(存在の把握)、確認(発掘等鯛査)、現状保存(保存)、遺跡に人々の生活の中での機能を
与えることノ過去を顧みる二と(活用、公開、整備)、語り継ぎ関係し行うこと(継承)、を提案し、要望します。

2.長崎地域のことについて

(ν2 )

a)長崎地域に於ける平和の実在について

私達当会は、皆様に、畏崎地域に於ける人類の活動に係る、人類の個体の自己都合の実現を契機とする行動の原則によって形成される人類の比較的小さな集団の形成た
る原理に基づく活発な活動、に加え、人類にとっての、この土地の風土の潤養一この土地の人類の魂・精神($pir祀/SPMtU5:ラテン1否:息、呼吸、魂、勇気、活気、霊)一人
顎による、人顛の多樺性の認知又は容認〔即ち、文化)による、人類の夫々の個体での人類に於ける苦逼的な正統としての創造と幸椹の実現、同時に、方法としての対話
(即ち、文明)による、長崎の社会での平和の実現の様子と実態、即ち、長崎地域に於ける平和の実在とその在り方を、長崎を訪れる世界の人類人々に直接に之を提示L
続け、又、惰報髭信によってその様子を間擡的に提示し続けることを提案し要望します。

(2)長崎地域に於ける、モの土地の風土の研究、並びに、風土の継承、又は、再建、又は、再構成について

①私遠当会は、皆様に、長崎地域に於いて、長崎地域と日本全国、アジア地域、世界との関係、並びに、その過去と現在と未来との閥係を基層とする、集団としての社会、
関係世界、その変化、即ち、勳的な視野に於ける、長崎地方、並びに、関係諸地域の、文化と文明の基盤、平和の基層たる、所与の亭象としての、変更され、変更可能な事
象としての、風土の研究を実現することを,提案し要望します。

②私達当会は、本紙11に於ける仮定に基づき、長崎地域に於ける、二の土地の風土の継承、又は、再建、又は、再構成を提案し、要望します。

.貴方は、長崎地域の風土の意図的な継承、又は、再建、又は、再携成にっいて、貴方の選択が、長崎地域、並びに、長嫡地域と臼本全国、アジア地域、世界との開係に
於いて、問時に、その過去と現在と朱来との関係に於いて、貴方が認識可能、又、課識不司能な、多種多様な選択肢のうちから、唯一、望ましいとの根拠を提示できます
カ、?

③私達当会は、長嶋地域に於ける、追跡の遺跡としての存在、人顛の世界に於ける唯一の過去の亭実、の現存の提示と、風土の研究と、情報と認礁の共有による、長崎地
域と白本全国、アジア地域,世界との関係に於ける、同時に、その過去と現在と未来との関係に於ける、長崎地域と日本全国、アジア地域、世界の、夫々の地域の人々に
よる、自律的な風土の継承、又は,再建、又は、再構成を期待し、その実現を仮定L、之を提案し要望します。

(3)その他

私達当会は、皆様に、本紙に楼ける仮定、及ぴ、提業と要望にっいて、日本の近代,即ち、西洋文明、の禁明と自覚する長崎地域に於いて、その現実世界に於いて是を実
現し、是に拠り、彼を、世界に向けて、その現実性を、実証し提案ずること、を提案L要望します。

⇔私達人類は、今、もう一度、人類の存在の根底に流れる、事象の存在の尊厳を、考察L、把援し、理解L、行動する努力を、回復すべきではないでしょうか?

私達当会は、長崎を訪れる世界の人々にとっての、本紐に係る長崎の眼前の事実が、ひいては、世界の人々に強い印象を与える、と推測します。

私遠当会は、この、世界の人々の内なる印象が、畏嫡に、又、日本に、成果をもたらす、と仮定します。

2/2

〆



養生所バ長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

1戈明のかたちと趣餅の侠疹と纏承ノ

今日、地球の人類世界は、数と効率と契約を正義とする関係が破綻し、崩壊している様に見
えます。又、関係の新しい均衡(balanC日ゾくランス)に移行しようとしてぃるのでしょうか?

Z019事イ今和元卒ノ8月23日金腰日

私達人類は、今、もう一度、人類の存在の根底に流れる、事象の存在の尊厳を、考察し、把
握し、理解し、行動する努力を回復すべきではないでしょうか?

私達当会は、その土地の風土、人類の魂・精神(spirit/spi"tus:ラテン語:息、呼吸、魂、
勇気、活気、霊)、多様性、創造と幸福、文化、対話、平和について、下記(参考資料)理解
し、遺跡を、風土の基層と捉え、故に、人類の文化と文明、又、平和にとって、自然の存在と、

人類の存在とその活動と共に、最も深部の根源としての基層をなす、との理解より、皆様に、
遺跡について、遺跡の認知(存在の把握)、確認(発掘等調査)、現状保存(保存)、遺跡に
人々の生活の中での機能を与えること/過去を顧みること(活用、公開、整備)、語り継ぎ関
係し行うこと(継承)、を提案し要望しています。

日記

参考資料

『文明のかたちと長崎、提案と要望』
2019年(令和元年)8月21日水曜日

養生所を考える会代表池知和恭

1.文明のかたち

.●甲卑●

私達当会は、その土地の風土と、モこに住み生活し、風土に醸成された人類の魂・精神(spi唯/5Pirltus:ラテン語:息、呼吸、魂、勇気、活気、霊)を基屠とし、
人類による、人類の多様性の認知又は容認を基盤とする、人類に於ける普遍的な正統としての創造と幸福、の人類の夫々の個体に於ける実現、その関係と
実態を「文化」、と仮定します。

私達当会は、人類の夫々の個体、並びに、人頬の比較的小さな集団、の相互関係に於ける、対話を唯一有効な手段と認識L得る処の、人頬の比較的大きな
関係、集団、に於ける公共公益、福祉、公平平等、の実現、その在り方と実態が平和な状態、と認識し得る、その関係と方法と実践と実態を、人類の本来の
集団、社会の在り方としての「文明」、又は、人類の本来の在り方としての「文明」のかたち、と仮定します。

より抜粋

一養生所バ長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー
養生所を考える会代表池知和恭

私達当会は、[風土一魂・精神(splrlt/splrltus:ラテン語」息、呼吸、魂、勇気、活気、霊)一多様性、人顛に於ける普逼的な正統としての創造と幸福の実現、
対話]の組合せが、平和の基層となり、西洋の近代の願いである、人頬の福祉の質的な且っ豊かな(平準な)最大化、の基層と成り、基盤であり、方法であり、
実質であり、実態となり得る、と仮定します。

11.長崎 1.長崎の様子 念X司を抜粋

②私達当会は、長崎地域に於ける、遺跡の遺跡としての存在にっいて、即ち、その存在の完全性に於いて、近年、際立って、その破壊が、再び、加速しっっ
あり、表面化し、顕著に、顕在化している、と仮定します。

③私達当会は、その土地の社会を楕成してきた人類の活動の痕跡、同時に、その土地の風土の形成の基層となってきた、遺跡の破壊の加速に遭遇する時、
当該地域に於いて、伝統的な地域社会の拠って立っ、伝統的な地域の生と死の社会規範、安寧と約束でもある、長い時の経過を通して完成されてきた伝絖的
なその土地の風土が、現に、破壊され崩壊し既に消失しているか、同時に、現在と将来の伝統的なその土地の風土が破壊され崩壊しっつぁる、と仮定します。

養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

20ブ9皐r今和元卒ノ8方24et座日 Z窟美と遺財ノ

新しい建築、建造物は、その建造者(又はその関係する社会)の今を語る事象です。

遺跡は、過去の、遺跡の成立以前、又、成立以降の事実であり、当時の自然、人類、人工、
建造物、その在り方を包括し、諸般の関係する過去を示し、物語る事象です。

新しい建築、建造物が、建造者(又はその関係する社会)の今を語るが故に、遺跡は遺跡た
り得え、新しい建築、建造物と遺跡は、空間構成とその構造は同質ですが、人類にとって、
両者は異質の存在です。

Ⅲ.提案と要望 2,長崎地域のことにつぃて

(2)長崎地域に於ける、その土地の風土の研究、並びに、風土の継承、又は、再建、又は、再構成にっいて③を抜粋

③私達当会は、長崎地域に於ける、遺跡の遺跡としての存在、人類の世界に於ける唯一の過去の事実、の現存の提示と、風土の研究と、情報と認識の共有
による、長崎地域と日本全国、アジア地域、世界との関係に於ける、同時に、その過去と現在と未来との関係に於ける、長崎地域と日本全国、アジア地域、世
界の、夫々の地城の人々による、自律的な風土の継承、又は、再建、又は、再構成を期待し、その実現を仮定し、之を提案し要望します。

より抜粋(3)その他

.....

⇔私達人頬は、今、もう一度、人類の存在の根底に流れる、亭象の存在の尊厳を、考察し、把握し、理解し、行動する努力を、回復すべきではないでしょうか?

〆

私達当会は、概念上、存在上、又、社会の先例として、新しい建築、建造物と遺跡を混同
してはならない、と理解します。

日記

遺跡は、人類の個体の寿命を越えて存在し続けます。

私達当会は、当代の便宜を優先して、新しい建築、建造物と遺跡を混同し、又、遺跡を破
壊してはならない、と理解します。

養生所を考える会代表池知和恭

( 1/1 )

私達当会は、当該事象について、皆様に、以下、具体的に、提案し要望してぃます。

.

.

レVEare

遺跡を破壊NO!

遺跡にビルNO!

遺跡に道路NO!

遺跡を伝えるGO"

天笑へ

■

巨

冨

2019卒r今南元年ノフ方23g火屠日譽生所芝考える会

( 1/1 )
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・・・'・美園と吉免えるこの風磊ぱ、ど,こなのガ■。

ヨー々ツバぱアジア仁憧九、その珍ιい屋物芝求め、商力な武痔芝チ仁、遁い海芝やってきた。
券ち帰ら九た珍奇な晶々ぱさら仁欲皇芝畑弘晃国趣味ガ袈新の流行となった。

,・・・・入ぱ、つね/こ亘美よりぱ身勝手な名7留芝好む舌のだ。

この廼紗r契織リ丈インドや中国、アフグカなぞのさまざまな要恭芝謬ぜ台カゼ、赳象の源としての大生!
命の耐ノ芝中心仁好えた、現美仁ぱどこ仁吉ない孟7類のアジア、ヨー々ツハ゜のお屋敷の壁面芝飾るため!
仁、吏国入ガ姻剰な集国趣味で味fサゲιてデザインι、インドで現地生蓙さ九たrインド亘紗ノなのだ。
わたしたちガfぞこ/こ見ているのぱrイン人yといづよりヨー々ツバ仁よるr旨7葱ノなのである。

私達人類は、幾っもの"身勝手な幻想"や"XX1こよる「幻想」"を胸に抱いて、走り続けているのではないでしょうか?

私達当会は、遺跡にっいて、人類に関する事象のうち、唯一、再確認できる"事実"である、と理解します。

私L当会は、皆様に、遺跡、人類に於ける普遍的な正統としての創造と幸福、並びに、平和の最も深い基層で在り得る
その存在にっいて、遺跡の認知(存在の把握)、確認(発掘等調査)、現状保存(保存)、遺跡に人々の生活の中での
機能を与えること/過去を顧みること(活用、公開、整備)、語り継ぎ関係し行うこと(継承)、を提案し、要望しています。

私達は、私達の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。
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養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

『アジアの大衆芸術十選』より

〔第1回〕アジア各地で民衆のパワ一が生んだ多様な表現を紹介したい。ようこそ、大衆芸術の世界へ
◇

バングラデシュの都市を疾走する庶民の足、りキシャ。過剰なまでに車体を彩るきらびゃかでチープな飾り、派手な色彩、そしてキャッチーな絵。
その姿はr花嫁の華やかさ」1こもたとえられ、見るものの目をひきつけて止まない。

〔第3回〕異文化の「出会い」は、ことぱの美しさとは裏腹の、政治的権力の衝突であり、敗者には屈従と迎合を強いる。
しかし、それは、したたかに新たな美の魅力を生み出すきっかけでもあるのだ。

『アジアの大衆芸術十選』九州大学教授後小路雅弘

〔第10回〕インド:更紗(染織)、木綿:「生命の樹上1780~1810年
,ーーバぱ、つね/こ算笑よりぽ身勝手な言7憲乏好む舌のだ。

この廼影Υ契織ノぱ、インドや中国、アフグカなどのきまざまな要美乏混ぜ台わゼ、董床の腹としてのι生命の捌ノ芝中心/こ好えた、現実/こぱξ:/こ石女い訂憲のアジア、
ヨー々ツハ切お屋敷の璽酉芝防るため仁、吏国バオ麹剰衣晃国塞味で味がゲιてデザインι、インドで現地生屋才九たrインド廼沙ノなのだ。わたしたちガfぞこ/こ月ているのぽ

rイン人yιいづよりヨー々ツノ0.ニ'よる店7密ノなのである。
身勝手な幻想、ヨーロッパによる幻想

〔第9回〕中国清朝広州等:象牙に油彩:「マカオのプライア・グランデ」:1820年代頃
貿易土産

〔第3回〕インドムガル朝.水彩、紙.「マハーラージャー・サー・マドー・シン11の二人の高官上1880年頃
衰退、新しいパトロン

〔第5回〕中国上海:オフセット、紙:アンカービールのボスター■930年代
大量生産、大量消費の資本主義経済、繁栄と享楽、舶来品、「近代的な生活」という幻、大衆の欲望、内戦、資本主義から共産主義へ

〔第2回〕英領マラヤ:ホーロー看板(シンガーミシン).1950~60年代
売るシステムを構築し世界を席巻、憧れの「近代生活」、独立国家建設の夢

〔第8回〕ベトナムハノイ:抗米プロパガンダボスター、水彩、紙、:「すべては勝利のために」:1965.~73年頃
.'ー,フランスの回家タルデューガセ5年/ニ'ハノイ/こ傭友ιていたべ6プ・ム国立圭荷学友ぱ謝仏戟多中、ι0畠叉地/二疎得ケιて逢越壬育て続ゲた。

謝弐戟多でぱ、酉宗たちぱぞちろバン、美荷学友4)生症たち吉、ご子っτ,1'柴プPハらウンダ・ホシてターの制作/こ参加ιたしいづ。
筈僻のホ次ターぽ印刷でぱなくお手本から入海就衡の手作美で越き迄こした吉のだ。 '....

抗米プロパガンダ、今日、ハノイでは対米戦争の宣伝ボスターが、大量に複製印刷され、みやげ物として売られている。
〔第6回〕モンゴル:アップリケ、絹.ヤダムスレン&ルーニャ夫妻「多くの民族」:1969年

社会主義体制下の宗教弾圧

〔第4回〕インド北東部ビハール州ミティラー地方:ミティラー画、コンクリート擬似壁・ナチュラルカラー
ボーワ・デーヴィー「太陽神スーリヤ」:1992郎

現金収入

〔第1回〕バングラデシュ.「りキシャ上1994年

地方から都会へ、若者の時に満たされることのない夢や欲望
〔第7回〕インドノバングラデシュベンガル地方:ノクシカンタ、布、刺1繍.スレイヤ,ラーマン「民話Uレパとシャジュ)」:2000年

独立戦争で夫を亡くした女性の自立

2019年(令和元年)8月28日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

^ 変容と表現、変化

私達当会は、当該記事に於ける1780年頃から2000年までの10件の事例によって
私達世界の人類が、相互に、改変を企図し、行い、之を受け入れ、変容し、再生産し

変化しつつある、と理解します。

〆

私達当会は、人類の企図により意図的に変化する直接、間接に確認できる現代の諸事象と、変化せず存在し続けることにより、
誰でも、いっでも、再確認できる、人類に関する(過去の)"事実"である遺跡、の双方の事象が欠けることなく推移し又は存在
することにより、私達人類、より多くの人々が、その比鞍又対照のうちに、人類の姿を、より的確に把握することが可能となり、
この事象が又は契機として、未来の人類の創造と幸福と人類社会の平和を、人類にとって望ましいものにする、と理解します。

今日、長崎地域では、建物の改廃(scmpandbuild)1こ伴い、遺跡の意図的な破壊が、再び、加速しっつぁるように見えます。

今日、人類の世界では、改変と変容と変化が、人類の世界の地球の隅々まで行き渡りっつぁるように見えます。

私達人類は、唯一、客観的に再確認できる人類の事実である遺跡、身近な遺跡、を失い、皆が、過去を顧み確認することなく
唯、変化への夢と欲望と幻想の無限軌道を、ひた走り始めるのでしょうか?

手厶達当会は、遺跡にっいて、人類に関する事象のうち、唯一、再確認できる"事実"である、と理解します。

■

( 1/1 )

私達当会は、皆様に、遺跡、人類に於ける普遍的な正統としての創造と幸福、並びに、平和の最も深い基層で在り得るその存
在にっいて、遺跡の認知(存在の把握)、確認(発掘等調査)、現状保存(保存)、遺跡に人々の生活の中での機能を与えること

/過去を顧みること(活用、公開、整備)、語り継ぎ関係し行うこと(継承)、を提案し、要望しています。

(『アジアの大衆芸術十選』:自2019年(令和元年)8月14日水曜日至8月28日水曜日日本経済新聞平日朝刊文化欄に九州大学教授後小路雅弘氏により十回連載)



養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

平地/二盆める街づぐり
の台理世~コンノfクβ・゛

長崎国際第二中華街構想

柳埠頭
t-ーーーーーーーーーーーーーーー_ー___」

[第ニバース(bi此h)H開発型観光]
・行政による第ニバース(bi此h)形成

「長崎国際歴史文化都市構想」 "

■

・中国・香港・シンガポール.華僑資本獣.一帯.自由"観光開発長崎代官支配浦上村山里庄屋懸り.'_________________________'埋1捜む点'露般的Fは弔地1三て遺、骨収.集し埋菱する処)各遺骨検出地点直下地下での当該遺

i 大村領と佐賀領: il.浦上等教会と一帯.本尾の山城石神の石切り場集落と石工.地上ノ地遺跡の方全するため/下双の:跡を1象吉する保存と活用と整備と厶開と継承
長崎半島'彼杵半島'諌早方面,'家野郷'サンタ'クララ教会等遺跡'十字架山遺跡.一連の遺跡の活用整備として爆心である上空50omへの鉄塔による展望台の設置
の旧観と旧跡,'=ツ山方面集落・浦上"1・樫山・岩屋山・帆場岳等 1-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーー1

L.ー.ー.ー.ー.ー.ー.ー.ー.ー._._.1 }_(キ于癌',玲長凾、謀'癌界.キリシタン(長)加関係 1(長崎子/病院/小予校/防=壕/教=等の調査/保存/活用/整備(上記に準ずる):
日本遭圖董罪遺蓙とずる,ワーーーーーーーーーーーーーーーーーーー"ーーーーーi

1 旧市街域 11 中間域一長崎水辺の森一帯 11新市街域一浦上川河口東岸域 1
街ノ地域の旧態(土地の造咸・街割りノ地害1り・路地・旧道・ JR九州長崎駅~三菱重工業株式厶社長崎造船所茂里剛工場跡一帯

[遺跡憬観][生活文化j謡'驫鎧'に噐霜諮1、.き[政治経済機能の集約集積と効率_追求]

南部

丈めら九る苗の聾~苛の為,危"の毎主屋

L

^^^^^^^^^

[抽象文化活動・発信]
[コンパクトシティ、向咋公共生活空間形成]<土地の利用の履歴の性格の継承> 旧市街・旧港の環境と由来と風土を背景に

特色ある街造りを行う。その墓盤を蔓備する。

・「先史時代/古代福田氏/中世肥前丹治比氏,,,,.、,..ー,,.,,等遺跡群」 ・長崎水辺の森公園クK辺のプロムナード ・国機関・長崎県庁舎・長崎市庁舎・長崎駅東交通ターミナル

・長崎県美術館・オペラ・ハウス/シンフォニー・ホール .民問事業所・三難工熱畭社長崎造船所茂里町工場跡大型民間開発弥生遺物散布遺跡/弥生以前から中世の墓域である永埼の岬/鶴城と城下と肥前丹治比一長崎氏の館

(NG長崎ビルの新市街域への移転又は必要により埋立造成地の若干漸次拡張)
'「者4市長崎遺跡」ローマ・カトリックと大村氏による城塞都市及び之を継承する長崎奉行在所の近世城下町そして情報と軍事と交易の都市の姿 ・公共低層中層高層居住施設と生活利便形成

長崎総町八十町と"機能地点":台場・陣屋一出島一新地倉地一唐人屋敷一大浦一時津一茂木一矢上一福田一潜伏切支丹居住区ノ中川カルルスノ街道・旧道/船着

'台場遺跡ノ陣屋遺跡<保存と活用/整備>.「長崎奉行所酋役所等遺跡群」("土地の造形"の再建/遺跡保全を前提に、長崎奉行所西投所等遺跡(公園又は西役所再建一"和の空間"として活用)大波止遺跡(長崎くんち大波止とし活用、旧長崎警察署の現状保存又は移憂保存)築地遺跡く庭園機能を視野に小規模迎賓館、小規模レストラン、
能舞台を設置))'「養生所/(長崎)医学校等遺跡」及び「畏崎病院遺跡」("土地の造形"の再建、石造建物基壇再建>・「魚の町長崎市公会堂跡旧市街今紺屋町中紺屋町本大工町遺跡」(段丘状の"土地の造形"をそのままに催享広場に活用>・「小曽根家造営遺跡」(南山手海岸一小菅修船場遺跡迄を在来産業を保全し漸次マリーナに>
・長崎奉行所西役所等遺跡群~出島遺跡から小菅修船場遺跡迄を在来産業を保全し漸次緑地帯で連結"

.長崎市役所ノ識会ノ長崚県勤労福祉会館ノ長崎地区労働福祉会館踏一帯での市民活勳拠点としての国立人文学芸術地理学自然科学応用科学総合博物館ノ劇場/写真美術館ノ各種工戻/会議室複合施設設置、「魚の町長崎市公会堂跡旧市街今紺屋町中紺屋町本大工町遺跡」催率公園の一体運用・歴史・生活文化・市民活動 ・立山の長崎県立図喜館長崎園書館跡への長崎地域の文化行政の司令塔としての長崎県立図書館長崎本館の設置

長崎国際歴史文化都市構想

復鼻芝越えて~水と万と士と緑ι空~艦力ある苗づぐり

長崎歴史文化都市構想

長崎牛グシタンの璽穩惣

r-"

^.^.

長崎奉行支配:内町外町長崎惣町80町

^■■^盾幽^■■^■■^■■^■
^,■^■閣^■■^■

日本開国"ーロ本遺産・世界遺産へ向けて

里■^■胃^■■^■■^■個^■■^■

中部

嘉脚の卵の石垣石殷詳芋、苫允中董及ひ都坊癌脚這尉の主婁な'1t地の遣影"一這餅一壬国砦定戈佑尉仁!ノ '擾蔚轟庁所西奨所芋這尉詳、'芝国砦足戈佐耐仁ノ!出島遺跡 奏生所ノr癌崎ノ医学友芋遁尉一f甜穿這蓙ノ< 大浦天主堂 『明治日本の産業革命遺産』
20lg辛r芋成31辛ノ1方27日日塵8 '廟噺剛声廓 g削留生氏倉慮より遁" r改lh/

文化財一 1人類とは何か1 モニュメント/記念碑から生活・理解・哲学・倫理・創造の礎に 一人類と共に在る文化財一
.^゛■^.閉^■.^.■^卑卑^●●^■●^■■^■●^■●^●●^■●^.■^●■^.■^■■^■■^■■^■.^司尋^..^..^..^..^..^.■^閉.^.■^■■^..^..^..^..^■.^

日本開国α券一日本開国一日本閑国g儷

旧万寿僻允一新石艀券允一古允一中董一禅話一仏敷一物語一蓮余一儒煮一這煮ーローマ・オ6リックーイスラム敷一近董一禅越ープ々デスタン人一近允一目然尋字一応尻癖学一氏学一工学一製学一Z美ーバ戈学一斉学一美学一逝代の慰痔一現代一兼共一遁紡煙一廓鼎一忘劫一日本ーアジアー董星
.■^■■^.■^..^●■^,●^●●^●■^■●^●●^●●^■■^■●^●●^●●^■.^●.^●.^■.^■.^..^.■^■.^■■^..^..^..^..^■■^..^...^.^

〆

遺助を活かず

信煮の目唐の建艀一

日本遁屋~董象遁屋 1

■^■■

浦上キリシタンの里構想

^^^^^^^^

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

'浦上村山里庄屋懸り.三ツ山一帯

日本趣扇1危鼎遁蓙ιずる

^

『長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産』

.

改訂1版:2m9年(平成31年"月27日日曜日
改訂2版:2019年(令和元年)7月24日水曜日

2019年(平成31年)1月18日金曜日

養生所を考える会代表池知和恭

長崎原子爆弾被爆遺跡整備構想
r

爆心寸也公園 平和公園

証紅*瓶卸鵬針珂茂里町工場跡等新市街域

[原爆遺跡の御部調査/保存/活用/整備]

台場遺跡/陣屋遺跡

詳面地侠全
材・畑地への還元②坊

ι一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 1
〒^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

■■^■■^■冒^■貢^■■

^"

北部

,

■

^■■^闇■^■■^■■^■卿^

■■^■■^邑■^圏■^■写^■■^■

日本遁膨'哲栗趣蘆ιずる

'盲、

日本房^"

L-ーーーーーーーーーーーーーーーーー____1

.

^■

.

南山手・東山手外国人居留地遺跡群

小曽根家造営遺跡

^■■
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'"憧'如W"゛""制朋'冊*"'".ギル"","駐゛" 2019年(平成31年)1月20臼日曜日
・難配優樹畔校挺和髄婚"剖一[長崎国際歴史文化都市構想一創造環如共札胎囿一]の提案と要望の具体案の展開'm髪F'爵f号懇冬1緩1品器具
日本文明と世界との閣係を考重.旧市街域の遺跡と歴史と生活文化、斬市街鰄の現代換能集約善精効率迫求とコンバウトシティへの屠住空間形成、及び中間軍に影成する抽象文化拠点を双方の紐帯として現代都市長崎を"成する[長嶋歴史文化笥市惰趙](201日年〔平成30年"1月4日日曜日作成)の具体案の腰開。

現状/旧態/位置

平和公園

爆心地公園

三菱重工業株式会社長崎造船
所茂里町工場

長崎県庁
UR九州長崎駅
大型駐車場
西部ガス株式会社事業所
中小事業所

(長崎駅~三菱重工業株式会社長
崎造船所茂里町工場跡一帯)

「長崎原子爆弾被爆遺跡
平和公園」

構想

北部[浦上キリシタンの里構想]

「長崎原子爆弾被爆遺跡
爆心地公園」

浦上教会住宅地等

,,...____________.__."_______________,___.這跡!Ξ.2、Σ工_________________________,_,_.,___________
"""'、、、、、毛、1後、杯テ、、、、、、、、、、1、、、、"、、、"、、、"贇荏""、、、、、、、、、、、1、、、、、、、、、、、藹饗7璽倫、、、、、、、、、、

「長崎地域古代中世生活遺跡」
「近世近代生活遺跡」
「近世築地近現代埋立遺跡」
「長崎原子爆弾被爆遺跡」
1新市街域1
一浦上川東岸河口域一

「長崎原子爆弾被爆遺跡
平和公園」

「長崎原子爆弾被爆遺跡
爆心地公圖」

r浦上キリシタンの里嵯跡許と教会)」

柳埠頭
・日本通運

・長崎食糧倉庫
・長崎港湾運輸
・清水商会
・住友金属鋼管倉庫
・漁船装備品工業協組
・長崎バス営業
・長崎市南署
・長崎港湾空港整備事務所等

「長崎地域古代生活遺跡」
「中世近世近代生活遺跡」
「近世築地近現代埋立遺跡」
「長崎原子爆弾被爆遺跡」

:・古代から近代の生活の遺跡
:・古代から近代"土地の造形"
:(土地の利用上の形隻や道路や路地の形姿):
1・建造物の痕跡

出島を記念する。

K長崎刑務所浦上刑務支所
1住居、集落等)
}・長崎原子爆弾被爆遺跡
1・等(~不詳)

別紙『中部.[長崎歴

「浦上キリシタンの里遺跡群」

、、 1・盛土による遺跡保全

/ 1・国指定文化財唖要文化財.史跡朔
(土地の上の 1

・建造物の痕跡.'
(施設、住居、集落等)
・長崎原子爆弾被爆遺跡
・等(~不詳)

・難加優"'、¥琴叢詩縄欝繊一榔.[長崎歴史文化都市構想.造環境吠郁胎囿、]の提案と要望の戸体案の展開⑳ヤ婁鰹爵巽嘉汰腎寝易品器具
日本文明と世界との風儷を考慮.旧市街域の遺跡と歴史と生活戈化,新市街域の現代裡能集約蓄積効率這求とコンパクトシティへの居住空閣"成、及ぴ中間域に影成,る抽象文化拠点を双方の紐帯として現代都市長崎を懇成する[長崎歴史文化都市掃恕〕【2018年(平成ヨ0年"1月4白白埋日作成)の真体案の展開.

「長崎国際第二中華街」
「近世築地近現代埋立遺跡」

文化都市構想一創造環境の共有(幼引.)ー]の提案と要望の具体案の展開』による

1・調査指導委員会の設置
1一世界からの学術者の参加

1・行政上活用目的調査の実施
:・学術調査の実施
・"土地の造形"の再建

1・古代から近代の生活の遺跡
1,古代から近代"土地の造形"

1桶1写登果と史形姿や道路や路地の形姿):上に同じ
1切り場集落と石工・家野郷・サンタ・ウララ
:教会等遺跡・十字架山遺跡・三ツ山方面
:集落・浦上川・樫山・岩屋山・帆場岳等

現状/旧態/位置

旧長崎県庁
(江戸町2番)

長崎原子爆弾被爆の様子や爆
心地を提示する。
・遺跡の調査と保存と整覚を第一義とする。
・漸次適跡調壷整備する.

・都市のオープン・スペースを形成する.
・空地に現代の慢能建物を建造しない.
・現代櫨能建物にピロティ楕透を標用する,

①被爆遺骨捜索
②(一般的には現地にて遺骨収集し
埋葬する処)各遺骨検出地点直下地
下での当該遺骨展示と展示地点連
絡地下通路形成による遺骨遺跡提
示整備
③原爆被爆遺跡としての遺跡調査、
地上/地下双方の遺跡を対象とする
保存と活用と整備と公開と継承
④地上/地下遺跡の双方を保全する
ための開発事業におけるピロティ構
造の採用
⑤一連の遺跡の活用整備として爆
心で商る上空50omへの鉄塔による
展望台の設置

方針ノ活用/備考

「近世築地近現代埋立遺跡」

ローマ・カトリックとイエズス会の
活動を記念する。
・遺跡の調青と保存と甍備を第一義とする.
・理代槻能建物にピロティ桝造等を採用,る。

女永埼の岬記念遺跡公園の隣接地への
当該施設の設置は当該公園地の性格に
つき歴史上の現実感(r.ヨ1iw)を与える。

市街/道路ノ旧長崎警察署
(江戸町1番、江戸町2番)

「永埼の岬記念遺跡公園」

構想

1・近世築地近現代埋立遺跡
1・等(~不詳)

市街/道路/江戸町公園
(江戸町1番、江戸町2番一帯)

_________,_,._._______________,_,."""_"___違跡1こつい工____,_,,,_._.___"___"_"___________________
、、、、、、、、、"二宮、1敬薪テ、、、、、、、、"、1'"""、"、、、、、、、、蚕達、、、、、、、、"、"""1'、'、、、"、、、"'"茎7蚕、、、、、、、、、、、、、

( 1/1 )

「大波止遺跡公園」
・長崎くんち御旅所の旧復

浦上キリシタンの里としての遺跡の
歴史的な様子や実態を提示する
地区に関連する博物館を整備する
(例:現在の「浦上キリシタン資料館」等)

[信教の自由の獲得]が主題のーつとなる

出島遺跡

「長崎奉行所西役所等遺跡群」
長崎奉行所等遺跡

1・行政上活用目的調査の実施
1・学術調査の実施
:・"土地の造形"の再建
1・盛土による遺跡保全

1・埋蔵文化財.地表如痩製他

日長崎県警本部
日本生命ビル跡
(万才町4番)

「江戸町築地遺跡公園」
・一帯の庭園機能を視野
・小規模の迎賓館
・小規模のレストラン

「長崎奉行所西役所等遺跡群」
大波止遺跡

国道34号線
長崎家庭裁判所
長崎簡易裁判所
(万才町6番南部)

1・遺跡
1~記念物~埋蔵文化財
K造成/石垣等"土地の造形")

「出島遺跡」整備

「長崎警察署遺跡」

[第ニバース( birth)]
[開発型観光]
・行政による第ニバース(biけh)形成
・中国・香港・シンガポール・華僑資
本による一帯の自由な観光開発
・遺跡地では現代機能建物にピロ
ティ構造を採用する。

イエズス会による記念聖堂設置
・大きくほない「教会堂」
・「歴史研究資料館」

「文明堂総本店」

1・遺跡
1~埋蔵文化財
:(造成/石垣等"土地の造形")

「長崎奉行所西役所等遺跡群」
江戸町築地船番長屋遺跡

1・調査指導委員会の設置.抑,,,
1・学術/活用目的調査の実施
1と屠郁遺誹が希薄な場合中世近世土木造成連跡として
1連踏括用石埴再建修聾を視野に課階郎甑査を,〒う.

:・"土地の造形"の再建
1・盛土による遺跡保全
1・埋蔵文化財。地表M複製
:・国指定文化財,.,,仙.藷,とする他

「大村町高島秋帆本邸遺跡公園」
敷地の一角に
・「古代中世永埼記念館」
・「高島秋帆記念館」
・「近代医学歴史資料館」

1大正期竣工の長崎警察署建物:建築の建築当初状態への復原

「出遺跡」

※岬の先端の外浦町のボルトガル系マカ,
オ由来のイエズス会のサンリ{ウロ教会と'
イエズス会日本本部に対Lて、当該土地南,
東に却の丘の中央道路を挟む外浦町には1・遺跡(~不詳)
スペイン系フィリビン由来の托鉢修道会と
地域司祭のサン・ペドロ教会があっナこ.
当鼓土地南寮端は当時の外浦町にあたる。

:文明堂総本店建物

:・謂査指導委員会の設置,,'、卵
:・学術/活用目的調査の実施
1と幡郁遭誹が需熱な場合中世近世土木蓋盾遍跡として
1遺踊活用石垣再建俸無を視野に課柵蔀鼠査を行ラ.

:・"土地の造形"の再建
1・盛土による遺跡保全
:・埋蔵文化財.地表四複製他

1・遺跡

1~埋蔵文化財
K造成/石垣等

「万才町遺跡」 1 1

中世遺物散布遺跡!・遺跡(~不詳):
高島秋帆本邸遺跡 1・出土遺物 1
大村町の医学伝習所遺跡 1(過去の行政上の発掘調査で 1・調査指導委員会の設置新""
※笋二次海軍伝習におし、て松杢良順と世1「万才町遺跡」より中世の玉輪塔1・子術/活用目的調査の実施
させた後四十一二日内に之は大村町の医1 '戸 1量跡活用石垣再建修換を挽野に探層舗鯛査を帯.

長崎滞在のうち三企八か月ほど当註医学1の五輪塔残欠を検出、永埼の岬1.盛土による遺跡保全
伝習所を榔点に伝習生を指導し長崎に種1一帯が古代以前より中世にかけ1.埋蔵文化財.地表M複製他
を実現芒ぺミ晶f三11の人嵐解剖実召:て地域の墓域であったと想定で:
揮をとり人々に医療を施し、佐古の養生所:きます0):
開所に伴い拠点を養生所に移転しました。1 .

先史,雌,人類.関削鴫'永埼。岬。遺
跡.歴史,重層性、証徴信己念,.。
・遺跡の凋査と保存と整衛を第一義とする.
,都市のオープン,スペースを形皮する.

・趣旨より一義的に空地とし、二義的に長崎轟行
所西役所の再建を視野に入れる一伯草*比健畦さ札
たと毒三倭る石唾の筈葺と怖式6t一致すると考三舟る●蛙■写真写

抽完買料●瞳壁拝在,るこしよりノ"和の空間"として活用.
・現代の糧能建物を建造しない.

方針ノ活用/備考

・遺跡~埋蔵文化財

"土地の造形")

:現状保存

古代中世の永埼と最初の六町と
後世の推移を記念する。
・瀕次還跡甥査整備゛る。
・土地の性籍により漸次最小阻の現代機椛脆般
の段置を行う。
・現代橡能建物にピロティ楕造を探用する,

(「近代医学歴史資料館」については、当地に案
現する迄,仮に当該資料館を長崎大学栴内に設
暈する。/順天堂大学が「日本医学椴育歴史
館」、九州大学が「医学歴史綬」、広島大学が「医
学資料館」、棄京堂子医科大学がr吉圖彌生記
含室」、大阪医科大学が「歴史資料誼」、明治火
学がr法・医・仙理の責料館」を所有、新溜県に
「医の博物館」等の実例がある.)

☆当該地の現代権能施設は当註地一帯
の遭跡と歴史の性格につき歴史上の現実
感(門.11W)を与える。

1・調査指導委員会の設置,,,,,
1・学術/活用目的調査の実施
1上層師遺跡が希薗な堤合中世近世土木造戒遺跡として
1適誹活用石垣再建修美寺裡野に課層都語査寺行う.

1・"土地の造形"の再建
1、盛土による遺跡保全
1,埋蔵文化財.地表即複製他

最初の大波止を記念する。
・江戸動1看の享粂所を漸次新市街峯等に移転
する。
・漸次遺跡調査整儀する,
・遺跳の調査と保存と整備を鰭一蓑とする.
・都市のオープン・スベースを形成する.
・長崎くんちの御族所を旧復する.
・理代の檀能建物を建造しない.

大正期長崎警察署を記念する。
・現状保存又巨大波止交差点南西屠に移筵保存.
・警案博物茸ノ御朱印船博物館等仁活用する.

・"土地の造形"の再建

1・調査指導委員会の設置,,前帷
1・学術/活用目的調査の実施
Eと層師追鉾が希薄な場合中世近世土木蓋戚遠跡として

1遮跡活用石垣再登修築を襖輿に素層師鋼晝を1〒う.
1・"土地の造形"の再建他

・現状保存又は大波止交差点南西隅又旧長埼警
察署を大波止交差点南西属に移美保存ずる場合
は大波止交差点北西隅に移築.

旧江戸町築地等を記念する。
・江戸町2者一帯の事業所を漸次斬市街域等に
秒転する.
・漸次遣跡詞査甍価する.
・遺跡の調査と保存と整備を第一蓑とする.

・都市のオープン・スペースを影成する.
・長崎くんちの御旅所を旧復する.
・遺跡保全上可能ならぱ縁地を形成する.
・立地の性格によU最小限め機能姥設を設置,る.

・現代複舵建物にピロティ楕造等を裸用重る.

( V3 )
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養生所を考える会代表池知和恭
日本文明と世界との閥係を考盛.旧市笛域の遁跡巴匪史と生活文化、新市衝壊の現代糎能集約蓄荊効峯追求とコンバウトシティへの居住空闇影成、及び中闇域に慰成,る抽象文化髄点を双方の紐帯として現代暮市長崎を"成する【裏嶋歴史文化都市構想]t2018年(早成30年M1月4日日曜日作成)の具体案の展開.
一難而俵櫛禽藷翻碑存緬厭"一岫,[長崎歴史文化都市構想一継環境吠有団叩ト]の提案と要望の具体案の展開

現状/旧態/位置

長崎市役所/市役所別館
長崎市議会
長崎県勤労福祉会館
長崎地区労働福祉会館跡
桜町市営駐車場/桜町公園一帯
(桜町地内一帯)

旧長崎市公会堂
旧公会堂前公園
(魚の町4番)
[長崎市が当該地に長崎市新庁舎
の建設設置を計画中
:新市街域一浦上川河口東庠域
欄の構想項を御参照下さい]

「国立人文学芸術地理学自然科
学応用科学総合博物館
劇場
写真美術館
各種工房
会議場
公文書館複合施設」

構想

旧長崎県立図嵩館長崎図書館

______,_."""_____________________,,,,...."違跡!こ2、Σ工__________________________________________
、、、、、、"、'"茗蒜1禎、、j、、、、、、、、、、1"""""""、、、、、資蓬、、、、、、、、、、、、、1、、、、、、、、、、、1、鬢7墓、、、、、、、、、、、、、

諏訪神社
,勍公園

旧小曽根家及び関連一帯

「今紺屋町中紺屋町本大工町遺
跡記念催事広場公園」

旧長崎市立佐古小学校地
及ぴ周辺地

「永埼の丘国立総合博物館/美
術館/劇場/アトリエ/会議場」

住宅地(旧橋本大徳園)

梅香崎天満宮、大楠社等

住宅地(旧唐人屋敷ノ森氏造成)

長崎県立図妻館長崎本館

「能舞台の再建(嘉永年間に焼失)

三菱重工業株式会社
長崎造船所

「諏訪の森安禅寺遺跡公園」

「小曽根家造営遺跡公園」
・小曽根家博物館

各所(旧台場等)

ムム寒呈:.近世市街町屋遺跡

跡」 1~"忍"、.,K西へ下る段丘状の"土地の造形")

1・遺跡(~不詳)
1古代から中世の墓域の可能性
1キリスト教時代の墓地
1後に桜町牢
1の遺跡の遺存が想定できる。

各所(旧蜂火台等)

「養生所/(長峡)医学校等遺跡公園」

・「先史時代/古代福田氏ノ中世肥前丹治比氏

「大徳寺庫裏遺跡/長崎病院遺跡
ノ橋本大徳園遺跡住宅地」

"「先史時代/古代福田氏ノ中世肥前丹治比氏等遺跡群」及び「都市長崎遺跡」,器N長崎の岬帥N石垣/石段/複数の堀/築地/造成その他。主要"構造,噐*国指定文化財その他指定、削保護、、又再建整備゛'。
・「長崎奉行所西役所等遺跡群」より「小菅修船場遺跡」まで連続する"長崎港内東岸緑地帯"を、従来産業を保全しっつ漸次整備形成して、都市景観を形成し、同時に、都市動線を誘導する。

「大徳寺遺跡公園」

.「小曽根家造営遺跡ν南山手から「小菅修船場遺跡」までの海岸付を従来産業を保全しつつ漸次緑地帯及びマリーナ/ヨット・ハーバーに整備運用する。

「長崎奉行所立山役所遺跡」
馬見所遺跡

「唐人屋敷/森氏造成遺跡住宅地」

「長崎製鉄所等遺跡」整備公開

「安禅寺遺跡

、,η踵'引"伶""制明"*"゜'""畍*"""'. 2019年(平成31年)1月20日日曜日
'艇而懐"嘔学論潤咋札都釣・中部[長崎歴史文化都市構想一雄環如共郁胎向一]の提案と要望の具体案の展開勧髪F'爵腎暑嘉)'腎寝見品器具
白本文明乞世界との臨係を考盧・旧市衝埴の遺跡と歴史と生活文化、新市街域の現代樋能集約蓄積効率追求とコンパクトシティへの居住空間慰成、及ぴ中M埴に"陵する抽象文化拠点を双方の紐帯として現代暮市長鴫を形成する〔異嶋厘史交化笥市楕想1(2018年(早成30年"1月4日日曜日作成)の具体案の風開.

「小曽根家造営遺跡」
「炭坑舎遺跡」

各遺跡公園

社等遺跡群」

1・調査指導委員会の設置,",
1・学術/活用目的調査の実施
t上層都遭跡が希薄な場合中世翫世土木量陵遺跡として
'遺跡活用石垣再建修換を襖罫に課層蔀餌萱を1テう.

1・"土地の造形"の再建
1・盛土による遺跡保全
1,埋蔵文化財.地表M複製他

各遺跡公園

「養生所ノ(長崎)医学校等遺跡」

「大徳寺庫裏遺跡ノ長崎病院遺
跡/橋本大徳園遺跡
「大徳寺遺跡」

現状ノ旧態/位置

1・遺跡(~不詳)

「唐人屋敷/森氏造成遺跡」

・遺跡(~不詳)

等遺跡群」及び「都市長崎遺跡」

「長崎製鉄所等遺跡」

・遺跡(~不詳)

宇宙と地球の自然と人類の活動
と世界と日本と長崎の遺跡と歴
史を記念し紹介する。
一帯、市民活動拠点'位置付".。
【当該施設を東に隣接する"今紺屋町中紺
屋町本大工町遺跡記念催稟広場公園"とー
体運用し市民活動の拠点と位置付ける。]
・遣跳の幽査と保全と整備を第一苓とする.

・当該飾般で長嶋地区や旧市街域での遺跡と遮
楕と連物の出土状況を戻示説明する.
・長埼県勤労福祉会詰、及び、長嶋地区労働福
祉会館が入居する.

・現代檀能建物にピロティ楕透を援用する.

1・調査指導委員会の設置,畍."
:・学術/活用目的調査の実施
1上屠憾遠誹が希陣な蠣合中世近世土*這成遭跡として

1連跡括用石垣再建修纂を視野に課倦部鯛査を行ラ.

,・"土地の造形"の再建

1・盛土による遺跡保全
1・埋蔵文化財.地表如複製他

方針/活用ノ備考

各台場等遺跡

・遺跡(~未詳)

長崎水辺の森公園
フk辺のプロムナード
長崎県美術館

蜂火台等遺跡

・遺跡
~言己^

1・遺跡(~未詳)

・遺跡(~未詳)

~埋蔵文化財

:・調査指導委員会の設置蛎*仙
:・学術/活用目的、査の実施

1・遺跡(~不詳)

構想

古代生活旧市街を記念する。
一帯,市民活勳拠点.位置付岫。
[当肢旧市街遺跡を記念し、西へ纒やかに
下る"土地の造形"をそのままに活かし、長

崎くんち等催事広場として活用する.
当該公園を西に隣接する"国立人文学釜術
地理学自然科学応用科学総合博物館/劇
場ノ写真美術館ノ各種工房/会誰室複合施
詮"と一休運用L市民活動の拠点と位置付
ける.]
・追跡の糾査と保存と整嶺を第一義と,る.
・都市のオーブン・スパースを彫成する.
・現代の操能建物を建造しない.

1・学術/活用目的調査の実施

:・遺跡(~不詳)

1・調査指導委員会の設置,幣如
1・学術/活用目的調査の実施
1・"土地の造形"の再建

1

1・遺跡(~不詳)

「オペラ・ハウス
シンフオニー・ホーJレ

両用施設『長崎音楽堂山
(新規追加設置)

日

1・遺跡(~不詳)

哩巴■

1・調査指導委員会の設置,酌."
:,調査実施遺跡状回復/再建

.

=の室

1

:・漸次遺跡調査

______.,_.、_________,_.._________________.這跡!こつい工________,____..___"____________________,_,
、、、、、、'"、'毛、、、1張、新テ 1、、、、、、、、"、、、、贇蔦、、、、、、、、、、、、"1、、、"、、、"、、訥茎7璽、、、、、、、、、、"、"
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:・調査指導委員会の設置,舵,"

1・学術/活用目的調査の実施
:・"土地の造形"の再建

学桁●,釦

次遺跡'査

長崎地域の文化行政の司令塔と
位置付ける。

長崎県庁
JR九州長崎駅
大型駐車場
西部ガス株式会社事業所
中小事業所
三菱重工業株式会社長崎造船
所茂里町工場
(長崎駅~三菱重工業株式会社長
崎造船所茂里町工場跡一帯)

,,.[.ー..、',..にっいて「周知の埋蔵文化財包蔵地」に決定し漸次遺跡調査保存整備ずる。

諏訪神社・安禅寺を記念する。
安禅寺は裏崎豪行所立山役所と閏傑が深い.

:・漸次遺跡調査

日本初.近代富国産業、記念,.。
佐賀藩の高島採炭を記念する。
炭坑、タ顔丸を記念する。

1・調査指導委員会の設置,"他
,・学術ノ活用目的、査の実施

「長崎駅東交通ターミナル」
(新設)

:・近現代築地埋立遺跡
「近現代築地埋立遺跡」何能伽 K近年の埋立造成地により

1上層部の遺跡の要素は希薄)

;・調査指導委員会の設置州""
1・学術ノ活用目的調査の実施

養生所/精得館/(長崎)医学校/
梅毒病院、小病院'記念"。
大徳寺/長崎病院/橋本大徳園
を記念する。

「長崎市役所」(移転設置)

大徳寺記念する。

「防衛省」(移転設這)
「長崎税関」(移転設置)
「長崎税務署」(移転設置)
「県大波止ビル」「県道路公社」
(移転設置)
「長崎県警別館」(移転設置)
「港湾合同庁舎」(移転設置)
「長崎市新庁舎」(移転設置)

唐人屋敷/森氏造成を記念する

長崎製鉄所等を記念する。

明巴前佐嘉御大名屋敷西部遺跡」
「築地遺跡」
「近世築地近現代埋立遺跡」
「長崎原子爆弾被爆遺跡」等

各台場等を記念する。

孝毒
記纂

怪火台等を記念する。

づ,1.血_重曜立凱牌,+_こ圭゛_.ニ、.尋年A玉日11酋1嘩,月ユユE1穿二冥墨陣幽冒E暫■宮巨出島1二.ヒ●.11E丘ξ甚南闘■見婁顎馬蛙享貞頃罵二一三侶■'畢冒"写オうンダニ要鼻冨軍匠井ιン凡庄島幽'虫章回卑轟貞耳+六日0軒,卑"貞1,日"'羊長冨」羊跡二立優時嘉窒催冒に●いτ血軍症■が寅幽念■、て、、た甚嶋●"剖百佼"伽、

「民間開発」(事業所等開発設置)

「三菱重工業株式会社長崎造船
所茂里町工場跡地再開発」

・肥前佐嘉御大名屋敷の西部:
・築地遺跡 1
・近世築地近現代埋立遺跡 1・調査指導委員会の設置
・長崎原子爆弾被爆遺跡 1一世界からの学術者の参加
τ等_(計丕鮭1 1・行政上活用目的調査の実施
、、、'"""""""""、"、"、""'1・学術調査の実施

1・"土地の造形"の再建
:・盛土による遺跡保全
:・埋蔵文化財の地表での複製
1・国指定文化財唖蔓文化財・史跡鋤
1とする
1・日本遺産、世界遺産とする
k方針ノ

「公共低層中層高層居住施設」
「生活利便形成」

「長崎地域古代生活遺跡」
「中世近世近代生活遺跡」
「近世築地近現代埋立遺跡」
「長崎原子爆弾被爆遺跡」

:・漸次遺跡調査及ぴ活用

[抽象文化活動・発信]
旧市街域と新市街域の中間域に長崎の風
土を象徴する"緑"と"水"と"空"の環境、及
び、旧「長崎バンド」の歴史を背景に抽象文
化活動発信拠点を集約姦備し相乗効果を
形成、各地区並びに近接する高速自動車
道路である「長崎白動車道」を市内まで延
長する「ながさき出島道路」又国際客船
バースである「国際観光ふ頭」より連接し幅
襖する都市動線を増幅し、長崎への訪問
者を受け入れる新しし、"現代長崎"の玄関
口としてランドマーク地区を形成して、又、
歴史的長崎のランドマーク地区である「永
埼の岬」と対照させ、一連一帯に経済効果
を波及させ、伺時に、長崎市中,D部の一休
的市街運用と形成を目指す、モの紐帯と期
待ずる。
AIG長崎ピルを新市街域へ移転しその跡
地に長崎音楽堂を設霞する、又は場合によ
り漸次埋立造成地拡張により公園地を拡
張して対応する。

方針/活用/備考

. 11遷蔚唐農倉史戈4痴坊疹空ノー

:'代から'代の活の':の趣ヒノこ症づ。

1.近世築地近現代埋十遺跡:d炭燦漣'ぎ庸
1・長崎原子爆弾被爆遺跡 1燭壺ずる忽ノ各遺,建出危点盾下
1・等(~不詳) 1触アでの笥嵩遺,尽示ι展示地斎

1遵帯地下金路影成による趣骨這尉
1旋示皇傭
:③須燦姦燦趣鰯ιιての遺尉諭査.
:馳上/触7「愛万の遺尉芝謝余とず、る
1渠疹ι暦尻ι盡傭ι公南ι慈承
{@地上^下遁餅の詔万芝集全ずる
}ための房^夢美仁おゲるど々ディ痛

1艦の祭尻

[政治経済機能の集約集積と
効率追求]
・長崎新幹線新設及ぴ長崎本線高架化に
よる長婚駅整備に附随して発生する長崎
駅東空地の再開発を実施する.
・長崎市街長崎内港域の公官庁舎を移転
集約する。移転元跡地は遺跡公圃、又、永
埼の岬から小菅修船場遺跡を連結する緑
地公園等に運用する。

[コンパクトシティへ向けた
公共生活空間形成]
・"平地に住める街づくり"
を念頭に、人口減少・高齢化・市街雑持の
合理性に留意し、公共再開発を行う。

〔留意事項〕
・尾上町の西部ガス事系所を小江町の西
都ガス享案所に移転統合する。
・一帯の中小事集所を含めて銃合再開発を
計画し、一連の士地区画を再構成する。
・旧県庁舎及び出島地区よりの移転・入居
を補助し優先する。移転元跡地は公共によ
り遺跡公園、又、永埼の岬から小菅修船場
遺跡を連結する緑地公園等に通用する。
・当該地区再開発は、市街中心に位置し、
対象面積も広く、将来の都市長崎の姿に
とって璽要な楕成要素です.
広い土地の従来の土地区画に固執せず、
又、官公民が各々の行動目標を効率よく達
成できるよう融通調整Lて再開発計画を設
定し、漸次、実施することが必要です。
・一帯土地は、舵前佐嘉御大名屋敷の西
部、築地、近世築地近現代埋立造成、長崎
原爆被爆、に係る遺跡地です。重雁する歴
史より遺跡の重層性が想定され特に縦細
な発掘等調査が必要でず。
・現代建物へビロティを採用する。
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[世界遺産]

[日本遺産]

『都市長崎よりの日本開国

世界文明の始発

~山と海・坂と空・フK・都市遺跡のハーモニー~』

私達当会は、遺跡一文化財は、人類が、言語や概念を越えて、知覚できる
その故にこそ、人類に、人類を、人類の、世界の普遍性へ誘導する可能性を

形成する、と理解します。

私達当会は、遺跡と歴史の保存と活用を皆様に提案し要望しています。

私達当会は、世界やアジアと共鳴する長崎の古代から現代まで広範囲の時代の
各々様々な遺跡など文化財や歴史や風土や人々の在り方や習俗を背景に
遺跡を遺跡として活かじ旧本開国"を切り口として、地域の歴史的魅力や特色を
通じて我が国の文化・伝統を語るストーリーを文化庁が認定する『日本遺産』の
取得又世界遺産条約による『世界遺産』への登録を、皆様に、提案し要望します。

2019年(平成31年)2月11日月曜日

養生所を考える会代表池知和恭

〆

改訂1版:2019年(平成31年玲月3日日曜日憂生所を考える会代表池知和恭.〔世界遺産]、「世界文明の始晃」を追加



一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より
文化財保護法の一部改訂に伴う長崎県の「大綱」への提案と要望

1.長崎地域の過去の遺跡の取扱いより(前例より)

私達当会は、長崎市が、過去の同市所管の遺跡の取扱いに関して、公有地に存在する遺跡の調査・現状保存・活用・整備・公開・継承と
開発行為との調整の局面に於いて、遺跡を、現代の人類にとって相対的な事象である文献や歴史上の関係の解釈又は認識又は自ら企
画する展示に関する従属する補足資料又は同展示施設内の付属施設として取り扱う様に見えること、即ち之を、長崎市の理事者が、現
代の人類にとって絶対的な事象である遺跡の存在、又、その理解と遺跡の実態に於いて、遺跡を矮小化している態様に理解することが
できます。

遺跡は、それが何らかの遺跡であるど'学術"上の了解を得ることを補足して、その以前に、既に、人類の過去に関する具体的且つ直接
的で希少な絶対である事実です。

私達当会は、遺跡が人類の過去に関する希少な絶対である事象であることより、之を"主"と理解して、その一部でも損壊や滅失によっ
て失われることのない、遺跡の調査、現状保存と活用、整備と公開、継承を提案し要望しています。

私達当会は、長崎市の遺跡の取扱いに於いて、相対的事象を"主"として建て、絶対的事象を"従"として破壊すると見える態様に関し
て、理事者の関係する理解に於いて、主従の逆転が生じているのではないか、と懸念します。

2.私達当会の遺跡への理解

私達当会は、遺跡(人類の活動の痕跡)が、人類の過去の事実そのものを提示する事象として人類にとって希少な絶対である存在であ

り、人類の双子の兄弟姉妹の如き存在であり、現代の人類にとって人類の存在の鏡であると理解します。

2019年(令和元年)5月1日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

私達当会は、長崎県民市民その他関係の皆様に、遺跡の存在に関して従来検討されてきた①「歴史上価値」(人類の過去の認知に関
する事象への認識.歴史の理解にとって意義あるもの)、及び、②「学術上価値」(現在存在する自然や人類の遺跡の認知に関する事象
への認識:考古学上、人類学上、地理学上、歴史学上、民族学上、民俗学上、地政学上、論理学上、哲学上、倫理学上、美学上、芸術学

上、心理学上、宗教学上、経済学上一教育学上一数学上一植物学上・生物学上・生命科学上・医学上・工学上・建築学上・環境学上・,

人文学上、自然科学上、応用科学上)1こ加えて、③「人類存在上の価値」(過去、現在から未来へかけての人類の存在の認知に関する

事象への認識.食事と健康と真善美と幸福への基盤)を、導入する事を、提案し要望します。

私達当会は、「歴史上価値」及び「学術上価値」が、主に遺跡の保存の措置との関係で取り上げられた概念であり、又、「人類存在上の

価値」こそは、遺跡の保存は勿論、遺跡の活用において、その骨子となる筈の概念であると認識します。

私達当会は、遺跡の考察において、「人類存在上の価値」は、「歴史上価値」及び「学術上価値」の範疇で検討され得る"事象への認識"

であると認識しますが、従来、斯かる視点を、主題として取り上げて検討されることが少なかったのではないかとの懸念より、今回、改め

て、当該の概念を提案します。

私達当会は、人類が、遺跡に関して、第一義に考察する筈の事象は、祭りや打上花火や遊園地や看板や墓標や記念碑や展示説明や

陸標(1andm討k)の類の消費や効果の希求ではなく、左同然の価値や意義や目的は第二義以下であり、その存在と性格と希少性より、

第一義に考察する筈の事象は、遺跡としての「歴史上価値」及び「学術上価値」又は「人類存在上の価値」の効果的な発現であると理解
します。

私達当会は、第一義の事象と概念が、自ずから、第二義以下の事象と概念を誘引すると理解します。

私達当会は、遺跡について、①身近な遺跡、②遺跡の網(n.tW引k)の二つの観点より調査、現状保存と活用、整備と公開、継承するこ

とが、遺跡の「歴史上価値」及ぴ「学術上価値」又は「人類存在上の価値」の効果的な発現に必要且つ有効であると理解します。

3.私達当会の、長崎県民市民その他関係の皆様への、提案と要望

私達当会は、皆様に、人類の都市又は現代の生活と遺跡の存在との(相互に全き、又は、住み分けによる)"共存"を提案し要望します。

人類の都市又は現代の生活と遺跡の存在との(相互に全き、又は、住み分けによる)"共存"の実現には、遺跡の存在の保存と開発行為

との全体的且つ長期的な調整への計画を必要とします。

私達当会は、皆様に、2019年(平成31年)4月1日施行の文化財保護法の一部改訂に伴い、長崎県が計画している「大綱」、並びに、

長崎県及び長崎市の都市計画に於いて、文化財保護法によって文化財の保護の趣旨が明文化されている遺跡の存在について、その

「歴史上価値」及び「学術上価値」又は「人類存在上の価値」を基盤に、人類の都市又は現代の生活と長崎の遺跡の存在との(相互に全

き、又は、住み分けによる)"共存"を計画し、之を実現することを提案し要望します。

私達当会は、既に、皆様に、当該の"共存"を少しでも可能とする『長崎国際歴史文化都市構想』を提案し要望しています。

( 1/1 )
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一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

討医{

いづれも既出の為省略

2019年(令和元年)9月6日金曜日

一跡の根

養生所を考える会代表池知和恭

連絡先 Mobile.090-3730-1858
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養生所ノ(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

私達人類は、私達に接する様々な事象に対して、私達の個々人の知覚を媒体として、個々人が之を
体験し、個々人が之を認識し記憶し理解します。

私達人類は、Homo sapiens(人類)という相似的な生物の集団であり、集団的な行動によって、知
覚と認識と体験と記憶と理解を共有することができ、共通認識を形成し、又、共通認識を基盤に概念を
形成し、概念を一定の形態や変化に象徴させ、即ち、記号化して、即ち、音声や言語や文字を媒体に
表現して、意思疎通を形成し、之を基盤に、さらに、新しい概念と共通認識を形成します。
私達当会は、之を、仮に"知の循環(cyole)"と呼称します。
私達当会は、"知の循環(cycle)"に、二つの方向性を仮定します。
生命維持に対する速度と効率、及び、"知の循環(oyole)"の自己目的性、です。
"知の循環(oyC1日)"の自己目的性、が、生命維持に対する速度と効率、を高度化する、とも考えられま
す。

一見、相反する方向性が、全体の構造を形成し維持している、とも考えられます。
私達当会は、この状態を、人々が"知の体系"と呼ぶものと推測します。

"時間をかけた豊かな変化"の提案
2018年(平成30年)7月26日木曜日養生所を考える会代表池知和恭

私達人類の知覚は、人類の生命にとって必要で十分な方法と範囲に極めて限定して与えられたもの
で、私達に接する様々な事象を、直接に、又、そのすべてを把握することは不可能です。

私達人類の"知の体系"は、人類が、私達に接する様々な事象を、直接に、又、そのすべてを把握する
ことが不可能であることを前提に、個人の経験の限界を凌駕する、共時的、通時的な膨大な知覚を背
景に、個々人が、様々な特定の基準によって、取捨選択して、又、再構成して、生命維持に対する速度
と効率、及び、"知の循環(cycle)"の自己目的性、を達成しようとし、事象に近接しようとし、事象の全
てを把握しようと企てもする、在り方、行動と結果である、と考えられそうです。

私達人類の"知の体系"と私達に接する様々な事象との間には、人々の努力にもかかわらず、必然的
に、誤差や人類の誤謬があると考えられます。

全ての事象を、直接に、又、そのすべてを把握することが不可能である私達人類。

今日、私達人類は、全人類が共時的通時的に共通して目指すべき普遍的であるがゆえに唯一である
方法や目的や方向性などを私達に準備し得るでしょうか。

私達当会は、人類の知への欲求を、知性を持つ人類の、本源的なもの、と考えます。

私達当会は、人類の知性は、人類の地球環境や生命体としての存在とは異なる、別の"変化'を導出
すると考えます。

私達当会は、歴史学と遺跡について、まさに歴史上過去の事実であると概念上に認知される事象及ぴ之によって概念上に知られる
人類の過去への理解及び之によって構成し得る現在と未来への可能性と希望を形成する歴史学、人類の活動と存在の痕跡であり
歴史上過去の事実そのものである物体とその状態及び之によって概念上に知られる人類の過去への理解及び之によって構成し得
る現在と未来への可能性と希望の源であり歴史を証徴する遺跡、双方の照合と補完、これらは、人類が、人類の過去を知り、現在と
未来の形成への概念を継続的に蓄積し考察し、是等の全てを人類に与えることにおいて、すべてが、人類にとって、貴重であり、重
要であり、等しく人々の「意図的措置」によってrその一部でも損壊や滅失によって失われること」があってはならないものごとである、
と考えます。

私達当会は、歴史学が、人類が、人類の過去を知り現在と未来を考察する"知の体系"であるならぱ、遺跡は、人類が、人類の過去
を知り現在と未来を考察するための地球の空間上の各所に概念の超越性に於いて相互に関連して網目を成す人類共通の"社会基
盤(infrastruoture)"であると考えます。

私達当会は、又、遺跡が、私達人類の生活環境でもあり得る、と考えます。

私達当会は、"都市長崎遺跡"及び"養生所バ長崎)医学校等遺跡"及び遺跡群と個々の遺跡が占有すぺき空間、当該遺跡群に
よって証徴される歴史、即ち、当該事象について、次の通り、理解します。

私達当会は、当該事象にっいて、以下の内容を包含すると、理解します。①世界と日本の社会との繋がりと地球上の地理空間とそ
の特質によって日本の中世から近代にかけて長崎に形成された特異性を有し、共時的通時的に世界に代替のないものであること、
②日本における古代~中世~近世、後、近代~現代へと連続する風土と社会と文化と歴史によって蓄積された国力を集約し、再構
成するものであること、③長崎が徳川江戸幕府による日本開国の母体であり表玄関であり日本開国の諸施策を展開した最初の拠
点都市であり、この長崎で集約して体系的に又附随して展開された享象が日本の国民国家の存続と主権国民国家形成の原動力と
効率の要であること、④西欧文明圏以外の人類にとっても社会的な"個人の自由と存在の尊厳"ど'自然科学の取扱い"による自律
的な人類の福祉の向上が可能であることをこの日本地域の風土と蓄積を基盤に実現しもって之を世界に対して初めて立証して示し
よって世界に影響を及ぽし結果としてこの可能性がその後の地球規模の主権国民国家群の成立による現代世界の形成と一方でGI
Oba1辻ationの双方の基層概念の規定に関与すると考え得る意味に於いてその基層概念を形成すると考え得るし今後も影響し得る
処、正しくその端緒であること(この基層は英国の大憲章(Megnacarta)やフランス革命の単一の歴史的発展でなく多元的で多様
なものと考え得る)、⑤中世から近代・現代への日本人と諸国又オランダの人々の世界への理解と判断と行動(system)を表す二と。
私達当会は、当該する歴史について、以下の遺跡群が之を証徴すると、理解します。①中世に於ける口ーマ・カトリックによる岬の
小さな城塞都市と文化の痕跡、②長崎の中世から近世への町立てと変化と展開の痕跡、③幕府の海外交易と対外情報収集と海防
の痕跡、④日本開国の痕跡、⑤幕府とオランダによる長崎での長崎海軍伝習の実現とその痕跡、⑥長崎海軍伝習で設立される長
崎製鉄所の痕跡一之を継承連続する三菱の造船所、⑦長崎海軍伝習で成立する医学伝習と続く養生所の設置と之を精得館と改
称して設置する分析窮理所の存在の痕跡一之を継承連続する長崎府医学校(及ぴ病院)以降一梅毒病院(改称を経て小島病院)の
痕跡、⑧長崎資本の活動の痕跡、⑨都市長崎の近代都市基盤の形成の痕跡、⑩プルトニウム型原子爆弾被爆の痕跡、⑪現代都
市形成の痕跡即ち現代の都市の姿。

私達当会は、当該事象について、当該事象が、地球上の人類の概念と活動の関連性に於いて成立すること、同時に、地球上のー
つの地域であることととその連続的経時的重層性に附随する特異性をもって之を具体的に証徴する遺跡群を形成すること、現在、
世界の時闇と人々を前提とした従来の普遍的であるがゆえに唯一性を有する概念の有効性への信頼性が揺らいでぃること、これ等
の経過によって、又、当該事象は、他のあらゆる事叡と同様、地球上の全人類にとって有意な歴史上の出来事と之を証徴する遺跡
群であることによって、又、日本国内の又世界の、関係する歴史と遺跡と文化に関する各地点との情報交換と連携により形成する筈
の地球空間における人々の相互理解の網の目によって、人類にとって、人類の過去を認識し、人類の現在と未来を考える為に、世
界で、欠くことのできない事象群のーつである、と理解します。

私達当会は、長崎市及び長崎県、長崎市民、長崎県民、日本の人々、世界の方々に、以上の歴史と遺跡即ち当該事象につぃて、

その実態を明らかにし、人々の「意図的措置」によって「その一部でも損壊や滅失によって失われること」なく保存して継承し人類の存
在と歴史と遺跡とその本源によって人類の現在と未来の為に活用し、不幸にして、既に、人々の意図的措置によって損壊し滅失した
遺跡又は遺跡の空間と要素について人類の存在と歴史と遺跡とその本源によって之を原状回復ずることを要望し、その為の措置を
とることを要望し、又、この要望への理解を求めます。

私達当会は、当該遺跡群が、世界の「日本は特吊1け幻として日本への思索を切捨てる人々に、その思索を再開する契機を提供する、
と期待します。

私達当会は、私達人類が、その土地に係わるとき、私達人類には、その土地の遺跡を保存し後世に継承する、権利と義務と私達人
類に対する責任が、他の生命や地球環境への配慮を留保しつつ、存在する、と考えます。

私達当会は、長崎に住み、長崎を訪れ、長崎で活動する人々に、自らの行動のうちに、"都市長崎遺跡"及び"養生所/(長崎)医学
校等遺跡"及び遺跡群と個々の遺跡が占有すべき空間を保存して後世に継承する、権利と義務と私達人類に対する責任があると自
覚し、そう行動するよう要望します。

私達当会は、長崎市及び長崎県及び関係する人々に、遺跡とその空問を破壊して現代の建物や道路を造るのでなく、遺跡の空隙、
即ち、遺跡とその空間のない所に現代の建物や道路を造ること、その為の措置をとることを要望します。

私達は、歴史学上に人類の本源への考察を継続すること、及び、遺跡の姿について、之を、変化する
現代に於いて、変わるべきものに対して、変わるべきでないものと考え、そのままの在り方/そのまま
の姿で、後世の人々に継承されるべきものと考えます。

[添付別紙]『時問をかけた豊かな変化への仮説としての羅針盤』

養生所八長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

2018年(平成30年)7月26日木曜日養生所を考える会代表池知和恭 〆

私達当会は、本紙で、新たに、"時間をかけた豊かな変化"を提案します。

私達当会は、"知の循環(cycle)"及び"知の体系"について仮定した、生命維持に対する速度と効率、
及び、"知の循環(cyC18)"の自己目的性、に対応して、仮に、"目的"と"興味(1nterest)"との概念を選
出し、"目的"⇔"遂行"、"興味"⇔"理解"との関係を設定し、又、"存在"と"概念"を軸に、複数の概念
を"集合"させて、対置します(添付別紙)。

私達当会は、一見相反する概念や行動や存在や在り方、対照概念や対照事象が、伝統的に、地球の

空間又私達の思考空問の私達の身近に並置されることが、私達の思考と行動に試行錯誤と奥行きを
与え、私達に豊かな実りをもたらす、と考えたいと提案します。

(ν2 ) ( 2/2 )
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(先史一中世ーサン・パウロ教会等跡/長崎奉行所西役所跡/長崎県庁跡・大波止跡・築地跡等一内町一総町80町一外郭機能拠点一現代)

養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より 2019年(令和元年)6月24日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

1.長崎奉行所西役所等遺跡群の範囲

1.長崎奉行所西役所等遺跡

サンリ{ウロ教会跡/ご上天のサンタ・マリア教会跡/イエズス会本部跡、糸割符宿老会所跡、長崎奉行所跡、長崎奉行所西
屋敷(西役所)跡、長崎会議所跡、長崎裁判所跡、九州鎮撫長崎総督府跡、長崎府跡、広運館跡、第六大学区一番中学校
跡、第五大学区第一番中学校跡、広運学校跡、第二代長崎県庁跡、第三代長崎県庁跡、第四代長崎県庁跡、第五代長崎
県庁跡

口

2.大波止遺跡

ノ^^

3.築地遺跡

江戸町跡、高木作右衛門屋敷と五力所町人屋敷跡、長崎奉行所東屋敷跡、船番屋敷跡

ノ

(1)近世都市長崎は、中世の西洋式城塞都市を内町として中心部に継承し、その外郭に近世に入って外町を順次形成し、
寛文十二年(1672年)長崎市街内町26町外町54町77町丸山寄合出島合わせて総町80町として形を整え、長崎奉行所
西役所と長崎奉行所立山役所を両端に長崎浦の岬の南北の丘の町と通路を背骨として、肋骨状に東西に町寄1りと通路を
抱え、時津、矢上、茂木、野母崎からの往還の人々を受け入れ、寺社を町の周縁山稜基部に集約し、花街と唐人屋敷を町
の外郭の谷地に囲む、その空間構成は組織的で特徴的あり、且つ、長崎奉行の駐在所としての近世城下町の形態を有し、
長崎内港外港及び近郊には、台場や陣屋や蜂火台を配し、鎖国時代の日本の対外の四つの口(松前、対馬、長崎、薩摩)、
の内の唯一の幕府の直轄地として、情報、軍事、交易の都市としての機能を整えます。
(2)近世都市長崎では、長崎奉行と地役人にて行政運営がなされ、地役人に自治都市の要素が継承されたと考え得ます。
(3)長崎の蓄積と日本開国

近世都市長崎では、18世紀末には蘭学が成熟し、之が、江戸に東漸して、全国に拡散します。
都市長崎は、中世より蓄積された世界の情報と情報処理技術と九州各藩による長崎警備と海防の整備により、19世紀の
日本の開国に際して、西洋諸国との交渉、開国の二国間条約の締結、西洋文明の体系的な導入、万事、その正規の舞台
となります。

日本の情報収集と開国への道のりにほ、長崎の出島のオランダ商館の存在が、江戸後期には最後の商館長ドンケル・ケル

( 2/4 )

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の範囲について、以下、認識します。

^

11.長崎奉行所西役所等遺跡群に関わる歴史の推移

"永埼浦の岬一長か崎の岬"ほ、平成以降の発掘調査により、万才町遺跡、興善町遺跡、桜町遺跡より縄文期の土器残欠又黒曜石の石叢等、万才町
遺跡より縄文期の石斧の検出、長崎公会堂跡魚の町遺跡での複数の弥生後期土器残欠の検出、万才町遺跡より二地点で中世の五輪塔の残欠の検
出、興善町遺跡より弥生後期の石棺墓底部の検出又古墳時代前期の集落の中心的人物の墳墓に劃葬と考えられる和製の三角緑四獣鏡又中世の玉
輪塔の残欠の検出、桜町遺跡より中世の土坑墓より二十代女性人骨検出、又、一帯より宋時代明時代の複数の中国産の青磁・白磁の検出もあり、当
該地は広範囲に縄文弥生期の生活圏であり、岬は弥生後期から又中世は鶴城桜馬場を拠点とする肥前丹治比氏である永埼氏勢力下の長崎浦地域
の墓域であったと想定でき、又、長崎浦の中国との交流を裏付けています。
また、当地に森崎神社があったとも云われます。
肥前森崎には後その一族が大分府内に移?た中国系張氏一族が居住したと云われます。
当該岬は、先史時代よりの白本人の生活圏であり又習俗的な場として位置付けることができ、東アジア貿易網の拠点のーつであったと考えられます。
ローマ・カトリックと大村氏による岬の教会や最初の六町以降の町立ては、古代からの当地域の日本人及び東アジア文化拠点の歴史上民俗上に連綿
と継承された墓域並びに生活圏を破壊削平してなされたと想定できます。

元亀二年a571年)六町の町立て及びサンリくウロ教会(岬の教会)等建設一天正元年(15乃年)から天正二年(1574年)と推測できる大村の三城七騎
籠時の長崎の戦い一天正六年(1578年)深堀茂宅と長崎の戦い一天正八年(1580年)長崎が教会領となる一天正十六年四月二日(15認年)付豊臣秀
吉は鍋島飛騨守直茂を長崎の代官に任命、同年五月十六日付五ケ条掟書(長崎が公領となる)一文禄元年a592年)長崎奉行所を本博多町に設置一
(慶長三年八月十ハ日(1898年9月18日)豊臣秀吉甍去)一慶長三年(1598年)岬の教会にセミナリョ・コレジョと印刷所を移転一慶長六年(1印1年)ご上
天のサンタ・マリア教会(被昇天の聖母の教会)
(慶長八年(1印3年)徳川家康征夷大将軍に任命され幕府を開く)ー(慶長十年(1605年)代官村山等安大村喜前と交渉し大村領長崎村を公領となし浦
上西村・浦上北村・口別当・外目村・家野村の一部計玲98石4斗9升8合を大村氏に渡す、長崎甚左衛門長崎村長崎新町の収公により失地長崎を退去)
慶長十九年a614年)長崎の諸教会破壊、外浦町に糸割符宿老会所設置、寛永十年(1砧3年)長崎奉行二人制となる、本博多町の屋敷を東屋敷価屋
敷に分けて呼称、本博多町の長崎臺行屋敷から出火、5-6町を延焼、外浦町の糸割符宿老会所も類焼、泰行屋敷と敷地交換し、外浦動に奉行所を
建設、寛文三年(1663年)寛文の大火、空前の大火、総町66町内3町無事6町半焼57町全焼、奉行所・寺社33及ぴ獄舎など焼く、奉行所の再建にあ
たり豪行所東側の高木作右衛門屋敷と五力所町人屋敷を西浜町の土地と交換して奉行屋敷を拡張、在来地に西屋敷、拡張部分に東屋敷を建てる一寛
文十一年(1671年)奉行牛込忠左衛門、就任と同時に奉行所の分雛建設を幕府に申請、同年中に許可一(寛文十二年a672年)長崎市街内町26町外
町54町77町丸山寄合出島合わせて総町80町となる)一延宝元年a6乃年)大目付井上筑後守長崎下向時立山屋敷跡に峯行所を竣工し外浦町の東
役所(東屋敷)を移し立山役所、旧役所を西役所と称す一延宝二年a674年)藁屋敷跡地に船番屋敷十七軒が建てられる
安政二年(1855年)長崎奉行所西役所内に活字判摺立所を創設、長崎海軍伝習開設一安政四年(1857年)長崎奉行所西役所内に語学伝習所を発足、
第二次長崎海軍伝習関始、医学伝習成立、長崎製鉄所着工一安政五年(1858年)長崎奉行所西役所内の語学伝習所を岩原屋敷内の奉行支配組頭
永持享次郎宅に移し英語伝習所と改める一安政六年(1859年)長崎海軍伝習閉鎖、長崎開港一万延元年(1860年)井伊直弼、活字判摺立所の廃止令
を出す一文久元年(1861年)活字判摺立所、蕃書調所の命により印刷施設の大半を江戸へ送り事実上閉鎖一文久二年(1862年)英語伝習所、片淵郷
組屋敷内の乃武館内に移り英語稽古所(英語所)と改称(頭取中山門太)一文久三年(1863年)英語所が立山奉行所の東長屋に移る、英語所が江戸町
の元五力所宿老会所跡に移転し洋学所と改める一慶應元年(1865年)語学所が新町の長州崖敷跡に移り済美館と改称
慶應四年(1868年)西役所を長崎会議所と改める、各藩の合議制による治安雑持を決し列藩は誓約喜を認める、長崎裁判所(民政機関)を外浦町に置
き旧天領を管理、沢宣嘉の裳崎裁判所総督兼任を発令(大村丹後守が長崎取締として総督を補佐し警備を担当する)、沢宣嘉長崎に入港、長崎会議
所を廃止し長崎裁判所が正式に発足、長崎裁判所に九州鎮撫長崎総督府を置く、長崎新町の済美館を広運館と改め立山役所跡に移す、長崎裁判所
を長崎府に改め長崎総督府を廃止沢総督が知府事に就任、長崎府が旧幕府所有の異崎製鉄所を接収、広運館の学制を改め洋学局のほか本学(国
学)・漠学の二局を新設し各局学事章程を定める、長崎府庁を立山役所跡に移し府庁跡(西役所)1こ広運館を置く、(明治と改元)、精掲館を長崎府医学
校と改称一明治二年(1869年)長崎府を長崎県に改め判事野村盛秀が知事に任ぜられる一明治五年(1872年)学制改革[八大学区伽Π、広運館を第六
大学区一看中学校と改称、太陽暦を実施一明治6年(1幻3年)学制の変更〔七大学区愉1]長崎は第六大学区から第五大学区へ、第五大学区第一番中
学校を広運学校と改称し専ら外国語を教授することになる、県庁舎の土地建物と広運学校の土地建物を交換し県庁舎を新築することになる、広運学校
の校舎を立山屡敷に移す、県庁舎建設のため仮庁舎を萬歳町の高木邸に設ける一明治7年a874年)広運学校を長崎外国語学校と改称、更に長崎英
語学校と改める、西役所跡に新築した県庁舎が開庁(洋風木造二階建)、台風の中心が長崎を通過し風連60mの暴風に県庁舎が全壊.諏訪社の青銅
大鳥居も倒壊など被害甚大、立山の長崎外国語学校敷地の一部に官立長崎師範学校を設立一明治8年(18乃年)官立長崎師範学校が岩原郷に新築
落成一明治9年(1876年)新築の県庁舎が開庁一明治44年(1911年)外浦町に県庁舎が完成一昭和20年(1945年)8月9日午前11時2分長崎市に原
爆投下:正午過ぎ第二次火災で長崎県庁他30力町が全焼一昭和22年(1947年)県庁仮庁舎が立山町に完成し勝山国民学校と県立長崎高等女学校
の仮事務所から移る一昭和28年a953年)外浦町に長崎県庁舎完成一立山庁舎から移転
平成30年(2018年"月長崎県庁舎が尾上町の長崎魚市跡へ移転。

について Ⅲ.長崎奉行所西役所等遺跡群の性格

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の性格について、以下、理解します。

1.先史時代から中世

(1)長崎地域は、先史時代より長崎県地域等一帯が日本/東シナ海域を囲む地域の海洋性文化圏の構成地域であると考
えられます。

(2)縄文期は地域一帯が人々の生活圏であったと考えられます。

(3)"永埼浦の岬"は弥生後期以前から又中世は胞前丹治比氏である永埼氏勢力下の長崎浦地域の墓域であった可能性
が想定できます。

(4)"永埼浦の岬"の地域に森崎神社があったとも云われます。

(5)肥前森崎に一族が大分府内に移った中国系張氏一族が居住したと云われます。
(6)一帯は中世まで日本人の生活又は習俗的な場、東アジア交易網の拠点のーつとして位置付けることができます。

2.ローマ・カトリ、ソクと大村氏による町

(1)元亀二年(1571年)六町の町立て及びサン・パウロ教会(岬の教会)等建設を契機に、長崎氏の拠点である鶴城及び桜
馬場一帯から当該地に町の中心が移り、当該地は地域の政治経済の中心となり、又、世界に知られ、世界と日本の関係を
基盤に広範囲に世界と日本に影響を及ぽすようになりましナエ。

(2)町の発展

・第一期:元亀二年(1571年)最初の六町の町立て(島原町大村町外浦町平戸町文知町横瀬浦町:司祭フィゲイレドは、大
村純忠がまだ生きている事を知ると、キリシタンを集めて協議し、岬を切り開き、木の柵を建て、防衛を強化した。フロイス
『日本史9』第二六章:六丁を巡る高岸の下をすべて総堀とし、さらに東北部も六丁町の脇まで堀を掘り、総堀と繋いだ。『長
崎実録大成補遺』)

・第二期:天正十二年(1584年)頃までの計十一町(博多町樺島町今町五島町内下町を建添:北側には大堀が掘られ:高台
と低地の境には要塞(石垣)が積まれる)

・第三期:文禄元年(1592年)から慶長元年(1596年)に建てられた計二十三町(江戸町浦五島町本興善町後興善町金屋町
豊後町引地町桜町内中町小川町船津町新町を建添:文禄元年(1592年)本博多町に奉行所を築くため南側の島原町と本
博多町境にーノ堀を掘削、慶長元年(1596年)ニノ堀と三ノ堀を掘削:内町)
※この時期までの長崎の岬の丘の町は、小規模ながら、西洋式の城館にの場合教会等)と広場を中心とし市域を城壁に
内包する城塞都市の意義と構造を有します。

(3)日本イエズス会管区長のデ・ルカ・レンゾ氏は長崎総合科学大学長崎平和文化研究所「平和文化研究第39集(201
9年1月)」に論文を寄稿し、長崎の岬の先端のイエズス会本部の教会等の活動について報告しています。当該報告で、本
部の教会が当地での社会全般に関わるものであったが批判もあった二と、当該徳会が「長崎の顔」になっていたようであり
記録の出版により限られた人間にしろヨーロッパでも知られたこと、本部敷地内にあった墓地に埋葬されたイエズス会員に
ついて確認できるだけでルイス・フロイスを含む'18名の名前と情報、なかで伊東マンショについて、残る資料に見える卓越
した外交能力より日本外交史に欠かせない存在と指摘、墓地の移動のあったこと、敷地の発掘調査により墓地の移動に関

する解明のあることへの期待、印刷機とその関連の施設の動向、を報告し又は表朋され、最後に、「ここで紹介したイエズス
会の本部とそこに埋葬された会員は日本と世界の歴史に大きな影響を与えたと断言できょう。・・」と所感しています。
(4)ローマ仂トリ、ソクと大村氏によって建設された新しい町は、日本の各地で遭難するキリシタンが集まる避難所(アジー

ル:独:asyl、仏ヨSilB、英ヨ5ylum:聖域・自由領域・避難所)としての性格があります。

(5)ローマ・カトリックと大村氏によって建設された新しい町は、日本の中世に於ける、後北条氏による城下町小田原、又、
博多や堺のような自治都市などに共通する、新しい中世の町の要素を有すると考えられます。

( V4 )

3.近世都市長崎



チウスや長崎奉行水野筑後守忠徳の長崎への着任が特別な役割を果たすと考えられます。
幕府は、鎖国政策の当初より海外情報を重視し、貿易許可条件としてオランダ人と通詞により長崎で作成される風説喜や
オランダ人の江戸参府によつて情報収集しました。

幕府の情報収集の対象は当初はカトリ、ソクの日本周辺諸国での動向でしたが江戸後期には西洋近代の動向へと変化した
と云います。

アヘン戦争を契機としてオランダ領東インド総督は詳細な情報として別段風説書をバタフィアの政庁で調製し日本に送付す
ることを殖民局長官に命じます。1840年送付分の別段風説喜第一号はアヘン戦争の情報です。
オランダ領東インドの高等法院司法官からあえて降格人事で日本商館長に任命されたドンケル・クルチウスは、アメリカ合
衆国とぺリー准将の日本来航の準備の情報の別段風説書と総督の書翰と日蘭条約草案の抜粋を携えて嘉永五年(1852年
7月)来崎、携行した書面を提出し、嘉永五年(1852年11月)出島のオランダ商館長に就任しました。
1853年送付分の別段風説喜は、ペリー海軍少将の日本遠征の行動予定とプチャーチン海軍中将のアメリカ艦隊偵察の
動向などが記されています。

1858年バタフィアのオランダ政庁からの別段風説婁の送付は中止となり、1859年ドンケル・クルチウス自身が日本で作
成し幕府に提出した二通の別段風説書が最後の風説書となります。

嘉永六年六月三日(1853年7月8日)アメリカ東インド艦隊司令長官マシュー・ペリーが浦賀に入港(ミシシッピ号以下四隻)、
嘉永六年六月十二日(1853年7月17日)ペリーが一時退去、幕府は、ペリーに次回は長崎に行くように伝えたと云います。
嘉永七年一月十六日(1854年2月13日)ペリーが横浜沖に再来日(サスケハナ以下七隻)、嘉永七年三月三日(1854年3月
31日)日本とアメリカ合衆国がアメリカ東インド艦隊司令長官マシュー・ペリーと大学頭林復斎によって日米和親条約を武蔵
国久良岐郡横浜村字駒形の応接所で締結します。

その翌年より四年間、幕府とオランダ国の共同の国際事業にて長崎でオランダが長崎に教官隊を派遣し又幕府が江戸より
長崎に伝習生を派遣して長崎海軍伝習が実施されます。

長崎奉行所西役所が、大波止とともに、長崎海軍伝習の拠点となります。(長崎海軍伝習所)
幕府は、長崎海軍伝習によって、日本で初めて、近代西洋の文明を国家として計画し且つ体系的に導入します。オランダ国
とオランダ人教官達も、精力的に日本人の要望に応え、日本人は之を吸収します。中世から近世を通じて長崎に連続的に
蓄積され江戸を介して全国に拡散した情報が墓盤になったと考えられます。

長崎海軍伝習は安政二年(1855年)1こ開始、安政四年(1857年)第二次派遣教官隊が派遣されて第一次派遣教官隊と交代、
又医学伝習が成立し長崎製鉄所の建設が始まり、安政六年(1859年)迄四年間実施の後閉鎖、幕府は海軍拠点を完全に
関東に移管、一方医学伝習と長崎製鉄所は継続、英語伝習は形と場所を変え、医学伝習所は養生所/精得館に発展、明
治の御一新を経、直接に長崎大学医学部・薬学部/三菱重工業株式会社長崎造船所、土地/施設/組織/蔵書を介して長崎
大学教育学部・経済学部/県立東高・西高/市立商高/高島炭鉱等へ継承と想定できます。
長崎海軍伝習は、幕府の横浜製鉄所・横須賀製鉄所、明治の日本の海軍、鉄道、造船・重機械工業、天文台と気象台、灯
台と水路図誌、数学教育等に人材を輩出し、更にその学統は世界に人材を輩出し、日本の近代化と世界の福祉に貢献し
ました。

a2)長崎で締結された日本開国の四つの条約

ブライアンリ(ークガフ二氏は、2019年(平成31年)1月20日日曜日の長崎新聞"サンデーカルチャー"連載記事『ながさ
き異聞58』で、嘉永七年の秋に英国と日本は「日英和親条約」を長崎奉行所西役所で調印したと、当地当施設に於ける、
歴史学上重要な出来事を、指摘しています。
長崎では、以下の日本開国の条約が締結されています。

0嘉永七年八月二十三日(1854年10月14日)日英和親条約長崎で締結
(英国東インド・中国艦隊司令ジェームズ・スターリング、長崎奉行水野忠徳、長崎目付永井尚志:長崎奉行所西役所に
て締結)

0安政二年十二月二十三日(1856年1月30日)日蘭和親条約長崎で締結
(出島オランダ商館長ドンケル・クルチウス)

・安政四年四月(1857年)水野忠徳長崎奉行を兼帯、目付岩瀬忠震と長崎に出張
0安政四年八月二十九日(1857年10月16日)日蘭追加条約長崎で締結
(ドンケル・クルチウス、水野忠徳、荒尾成允、岩瀬忠震、自由貿易への移行を前提とした貿易規制の緩和、出島への商
人の出入りと取引自由.日本で最初の通商条約と云われます。)
0安政四年九月七日(1857年10月24印日露追加条約長崎で締結
(プチャーチン、水野筑後守忠徳、岩瀬忠震)

5.現代と長崎

(1)日本開国と世界

日本開国は、幕府が選択した我が国にとって重要な国策であり、長崎において生起する様々な事象を契機とします。
日本開国は、我が国の歴史上の過去と未来に係る将来に亘って普遍的な結節点です。
日本開国と、続く明治の御一新以降の日本の国民国家及び主権国民国家としての存続が、現在の西欧文明諸国以外の
国々の主権国民国家としての形成と在り方の先駆であり、この意味で日本開国が地球規模の現代の世界の社会の在り方
に広範な影響を与えている、と考え得ます。

日本開国の後、明治の日本では自由民権運動が勃興し、大日本帝国憲法が発布されて立憲政治が発足、孫文、黄興、章
炳鹸等は、東京で中国人留学生達を基盤に中国革命同盟会を結成し、日本の自由民権運動関係者達は之を支援、辛亥
革命が成功して孫文達の国民党政府は中国で最初の共和国を形成し、第二次大戦後の共産党の中国では、アフり力諸国
を援助しアフり力諸国の独立を助けたことが知られています。
日本の自由民権運動関係者達は、フィリピンの共和国政府、ロシア革命、インド独立運動、韓国の運動を支援しています。
孫文やこの時期の自由民権家達の思想は幕末の長崎の思想に連動している可能性があります。

4.近代都市長崎

臼)長崎の岬の丘は、近代を通して、遺跡としての江戸期の遺跡としての長崎の"土地の造形"が比較的よく保持されたと
推測します。

(2)長崎の岬の周辺部は、長崎港湾改良工事や中島川の変流工事により埋立や開削が行われ、近代の遺跡としての"土
地の造形"が出現します。
(3)昭和20年(1945年)8月9日午前11時2分長崎市に原爆投下.正午過ぎ第二次火災で長崎県庁他30力町が全焼しま
す。当該遺跡は、原爆被爆と二次火災の遺跡です。
(4)近世近代の都市長崎は、日本の近代の始まりと日本の近代の終駕の地です。

Ⅳ,長崎奉行所西役所等遺跡群の遺跡の実態

1.長崎奉行所西役所等遺跡

記念物として、遺跡の外周の石垣が良く保存され、土地造成の水平面もおよそ保存されていると推測でき、複数の絵図や
古写真や原子爆弾被爆後の写真などの遺跡の補完資料との比較により、踏査等によって遺跡としての"土地の造形"の全
体が概略把握できます。

2.大波止遺跡

埋蔵文化財として、絵図や先人の研究成果により、踏査等によって概略の位置や形状が把握できます。

3.築地遺跡

埋蔵文化財として、絵図や先人の研究成果により、踏査等によって概略の位置や形状が把握できます。

4.「内町」と「外町」の"土地の造形"について

慶長元年(1596年)ニノ堀と三ノ堀を掘削し、後に云う「内町」を形成します。
「内町」と「外町」ほ、地割の大きさや石垣の高さや土地平面の段数など"土地の造形"1こ於いて大きく異なります。この"土
地の造形"又はその相違は口ーマ仂トリック時代の土地の造成に由来する可能性があることに留意が必要です。

( 3/4 )

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群について、東アジアの遺跡群、長崎地域の先史時代、中世、近世の内町、総長8
0町・外郭機能拠点、近代の遺跡群、又、世界の歴史との関係性に於いて比較検証、理解されることが必要と理解します。

V.長崎奉行所西役所等遺跡群の位置付け

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群は、歴史的な経過により、人々に、その地が、長崎の現代社会に於いては長崎
地域の人類の社会の活動の、長崎地域の遺跡群に於いては、先史時代、中世、近世の内町、総長80町、外郭機能拠点、近
代の遺跡群の、地政上の中核ーハブ(hub)としての位置付けを認識されており、東アジアの遺跡群に於いては、古来、東
アジア交易文化圏の海洋性内陸連絡拠点のーつであり、出島遺跡や養生所一精得館の分析窮理所遺跡と共に、日本の
社会と歴史に於いては、日本開国と体系的な近代化及び近代西洋国民主権国民国家形成の始点、世界の社会と歴史に
於いては、近代西洋国民主権国民国家システムの地球規模の拡散の始点と理解します。

Ⅵ f「長崎国際歴史文化都市構想」"日本開国"一日本遺産・世界遺産へ向けて1 について

2019年(平成31年)1月20日日曜日より、私達当会は、皆様に、長崎市の中心市街域について、遺跡でもある旧市街域、

行政経済機能の新市街域(浦上川河口東岸域)、抽象文化活動拠点としての長崎水辺の森一帯、とそれぞれの地域の土
地利用の履歴の性格の継承及び地域の特色とその関係性を考察し、ゾーン(zone)型の都市を構想する[長崎歴史文化都
市構想一創造環境の共有(S加門)ー]を、又、北部で浦上・茂里町地区を想定する[長崎原子爆弾被爆遺跡整備構想]を、
南部で柳埠頭一帯を想定する[長崎国際第二中華街構想]を、之を総合する[「長崎国際歴史文化都市構想」'旧本開国"
一日本遺産・世界遺産へ向けて1を提案し、要望しています。併せてご高覧いただけますよう、お願い申し上げます。

( 4/4 )

以上
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1長崎地域の地方公共団体が魚ノ町遺跡での長崎市新庁舎建設の為に建設事業者による「起工式」に出席1
脚市ぱ.癌蔚坊黛ノ町の公会堂ガせ憇ずる月応所斉の公方触仁膳いで嘉市寿庁舎窟於芋、t触の剰房の変更芝憲足ι
2013卒r乎成25卒ノ遁尉の多査芝笑蔚ιて違の疹症芝陛留.Z017卒r孕'成29李ノ1月より笥嵐郡の多第毎脚査、

4月より凌部尉庭廓の鼎毎留査、6方より嘉脚坊公会堂働の魔衛仁手ιた慶.疾余の殿鱈全衛の鼎趣飾査芝建猫.2018享r芋成30李ノま仁靈煽査芝懲アι
動生徒期のオ痔疾欠散布趣尉叉立戸期から近允仁かゲての町余趣尉であるこι芝朗らか仁ι、当崖の轟市の命ノ町遁尉で
2019卒r今南元享ノ8方27日火慶日笥餅週剛仁膳ゲる当餅即芝殿棲ιて庁づ癌燭市寿庁舎運霞仁磨ι、憂市憂慰留侠寺オf

皮夢美香ガ鱗庁ずる/遂'Z式ノ佛駄の倉.犀割の点廟倉、都身轟上 .憲草.拝禅の魚π.留鮎試舮ノ/二発陛寺ιιて出傭ιました。会騨aの'、尉劇庁真r亭剛留の倉、盧入の倉、卦欣の履ノ、王,

当鱗遺廊ぽ'.凡そ赤主僻允として3000辛応創美の尉伐ι尉ιιて、左念勃.童び仁、煙戈ι尉ノでず。
6年の月芝かゲて遁郡争査仁よヅ遁騨の存往と笑鵡芝殷唐肘仁随語ι明らか仁ιた当鱗卸の暦房ぽ影酉才九ていませ后。

私運当会は、皆様に、2019年(平成31年)1月18日金曜日以降「長崎国際歴史文化都市構想』(改訂2版 t2m9年(令和元年)7月24日水曜日)を記し、
1,当該魚ノ町遺跡にっいて、周辺地区の遺跡整備を優先し前提とする再開発を総合的に計画し漸次実施しっつ、西へ緩やかに傾斜する"土地の造形"を、そのまま活かし

西卸●鼻賊般度L長崎くんちの催事等が実施できる「今紺屋町中紺屋町本大工町遺跡記念催事広場公園」として整備し、当該遺跡を保存し、公開L、継承し、伝え、関わることを、提案L要望し
2・同時に、長崎市新庁舎建設を、現代都市機能を集約し効率化高機能化する新市街域、並びに、公共居住区へと要望する浦上川河口東岸域慢峰県庁~甚晶訊一三赴重工露捧式金牡表嶋造舶所茂里町工場暴一帯に
実現することを、提案し要望しています。 3,私達当会は、6年の歳月をかけて明らかにした遺跡調査の成果により、当該の長崎市魚ノ町遺跡を活用することを、提案L要望Lます。

神聖な儀式が進行する様に見えます。

私達当会は、この土地の、この地域の、この国の、神々のことを考えることが、この土地の、この地域の、民俗、風土、民族、国、人類の在り方、と理解します。
私達当会は、この国の神々について、その土地と地域の精達と先祖神である、と理解します。

神聖な儀式で、誰が、誰に、何を捧げ、何を奉るのでしょうか?
私達当会は、'跡の保存(現状保存)と活用と継承こそ、この土地の、この地域の、この国の、神々への奉仕である、と理解Lます

今、私達人類には、この土地の、この地域の、この国の、神々の姿が見えているでしょうか?

私達は、私達の活動の空閻に於いて、二の士地の遺が送り続けるメッセージを受けとめることが出来てぃるでしょうか?遺は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。
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[Zクアドルのぎ都牛Nこあるヴォ人国立犬聖堂・・

旧市街全体ガCユネスコの董象戈佐遁蓙仁登録さ九ている中でひと芦わそびえるランドマークだ・・1

私達当会は、皆様に、歴史上の都市長崎、即ち、長崎惣町八十町と関連地域の全体を'跡として認知・確認・保存・活用・継承し
同時に

既に'跡(文化財保護法上の「記念物」並びに「埋蔵文化財」)として知られる"養生所/(長崎)医学校等'跡"及び"長崎奉行所西役所等'跡群"にっいて
跡である土地に、現代の機能目的建物や道路を建設せず、'跡を跡として保存L、時に再建し、活用し、継承することを提案し要望しています。

.

私達当会は、是等の、現代の長崎市街中心部に於ける、日本の歴史の現代への画期を成す、当該の主要な'跡群は
現代の長崎地域、並びに、世界に於ける日本地域の、恒久的なランドマークとなる、と理解します。

青山学院大学名.教授片桐一男先生(蘭学史・洋学史)は、"養生所/(長崎)医学校等'跡"1こついて
2017年(平成29年)当該'跡を見学され、長崎市立佐古小学校校舎等施設解体が完了し、跡としての"土地の造形"が明らかになっナニ'跡景観に

「ありがとう、資料と説明があったから、よくわかるよ。これはこれでいいね。心の目でみる、ということだよね。」と見解されました。

私達当会は、跡にっいて、1CT,加一ーーーー砥抽一により、人々に、古写真その他の画像を主として、跡を紹介し案内することを提案し要望しています。

癌達ぽ、癌達の暦動の空闘/二膳いて、この士鱈の趣オ娃り寵ゲる〆ツセージ芝受ゲιめる二ιガ伽笑てぃるでしょづか?
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わからないを受け止めよ

一

」 ^'本..美至珂啄、,.、棄斤, 匠閑 201'9年(令和元年)6月26eX水偲白)

2019年(令和元年)6月26日水曜日

養生所を考える会代表池知和恭

尋■^.■^.■^■●^●●^■●^●●^■■^..^■■^".^..^.■^■.^..^..

「

1.今の時代は密室にいてもインターネットで李本的な情報なら手に入る。そういった意味では大学は知識を手に入れる学びの場ではなくなった。

2.生きた知識は対話を通じて生の情報をやり取りすることで籾めて得られる。(アクティブラーニング、実験、フィールドワーク)

3.多くの人は「わかること」が「学び」だと勘違いしている。「わからない」ということを「知る」二とが学びだ。
友達ならずっと付き合っていけぱわかりあえると思っている人がいるが、人間なんてわかりあえない。わかりあえないことをいろいろやり取りしていること二そが学びだ。

知識だって同じで、いくら得てもわからないことはたくさんある。わからないということを学びながら、高みに上がる、深みに入っていくということを面白いと感じなければ学びではない。

4・人問は言葉によって、世の中に因果関係があるという物語を作っナこ。原因と結果を理解する長大なプロセスを短くするため、知識を利用する。知識が誤っていたり未熟だったりすると、結果は本物ではなくなる。
結果をすぐに求めようと、都合のいい知識を当てはめても、世界はわからない。

5,わからなくなったときに原点に立ち返らず、先へ先へと進もうとする。変化を追いさえすれば良くなると考えるのは、現代資本主蓑、新自由主義の悪弊かもしれない。日本も明治以降、とにかく変化を求めてきた。
そのために科学技術は使われてきた。今は大きな転換期。私たちが捨て去った19世紀や20世紀に起きていたものをもう一度見直して再現する方が幸せかもしれない。そうぃう考えも学ぴの結果だろう。

6,人間の脳は、意識と知能でできている。2つは異質のものだが、脳の中で操ることで生の会話や付き合いができてきた。しかし、A1は知能の部分を外部化する。意識の部分はデータ化できない。
情報社会で意識の部分は置き去り1こされている。共感するよりは知識で解決した方がいぃという知能至上主義は危うぃ。

フ・情報社会ではそれぞれの人間力"つの情報になっている。・ー・・人間は自ら情報になりたがっているようだ。誰もがデータ化できるとなれぱ、人問ほもう生物ではなくなる。生物は一個一個違うものだから。

8・学んでも学んでも、情報社会のなかに絡め取られる。昔は、学べぱそれだけ頭がよくなって、世界を知って広がった。しかし今は、莫大な量の情報の中に浮かんでしまう。絶望的ですらある。
だからこそ、違う人間のことをわかろうとするのではなく、違うことを前提に自分1人ではできないことを一緒に作りあげていく、という社会のあり方を学ばなけれぱならない。

《私達当会は、皆様に、人類の存在とその未来への行為として、遺跡にっいて、わからないものを流し破棄破壊滅失することを止め、わからないを受け止め、わからないものを保存し伝えることを、提案し要望します》

癌達ぱ、癌達の高動の空廊仁鳶いτ、この士趣の遣尉オ倍り総ゲる〆ツセージ芝曼ゲιめるこιオ伽築τいるでしょうか?遁尉ぱ.メ,々のぞして縛允の癌達の生ι死の立でず。
〆

[P心ruPガ0n飾絶の光/こ勞3部学びのオタチ④肩ズ総癌rわからない芝受ゲιめよノ1

^雫■^■●^●●^■●^,.^..^..^..^..^.. ^■.^■.^.閉^■.^..^゛●^●●^●●^●●^.■^.■^..^■■^■、^..^雫雫^.■^..^■■^■■^..^..^..^..^.
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過去を顧みる/私達当会は、皆様に、遺跡都市は平和都市である、と提案し、之を「遺跡都市.平和都市"構想」として、その実現を要望します。

日本は、381年前、江戸時代、島原の乱の終結以降、230年間、ぼぼ、国際上の戦争、相互の干渉、又、内線を停止しましナニ。
遺跡は、その土地の風土と共にあります。風土は、伝統的な事象で、行動を伴います。
私達の風土とその行動は、平和に繋がっている筈ではないでしょうか?

遺跡は、人々の生と死の証です。そして、現代の私達の生と死の証でもあります。
私達当会は、遺跡を破壊するとは、之等を破壊する、又、之等が、既に、破壊され消失していることを示唆する、と理解します。

1.私達当会は、長崎市中心部一帯、旧市街域一帯にっいて、先史時代より中世は肥前丹治比氏(戸町氏、永埼氏等)深堀氏等に関する遺跡(東アジアの中の長崎
地域)、中世末期から近世初頭に至る有馬氏と大村氏と口ーマ・カトリックによる町建て一西洋式の城塞都市、日本の流通商業自治都市としての遺跡、之を継承する、
近世の長崎奉行支配に係る城下町としての長崎惣町80町の遺跡、長崎代官支配に係る属邑又近隣の都市長崎関係拠点又長崎半島、彼杵半島、諌早方面の遺跡

(都市長崎遺跡/長崎キリシタンの里構想)、並びに、近代長崎と原子爆弾被爆の遺跡、戦後復興の遺跡
(近代の始まりと近代の終薦、現代への道程)と認知します。

2・手厶達当=は、皆様に、『遺跡(remalns, ruins. antiquitie$, d1且, di三 Slto, rnonument, relic, archae010gical sites'・vvorld HeritagB slte・・)、又、遺
跡の「人類存在上の価値」1こついて』(2019年(令和元年)5月11日土曜日)、『再興空間主義宣言』(2019年(令和元年)6月29日土曜日)、『遺跡の美』(2019
年(令和元年)7月4日木曜日)、『「共存」と遺跡』(2019年(令和元年)7月19日金曜臼)、『風士と遺跡』(2019年(令和元年)7月26日金曜日)、『遺跡と建築
ー『記憶の空間』より一文化財』(2019年(令和元年)8月12日月曜日)、『遺跡一人類に於ける正統としての創造と幸福より』(2019年(令和元年)8月16日
金曜日)、『文明のかたちと長崎、提案と要望』(2019年(令和元年)8月21日水曜日)、『[日記]"文明のかたちと遺跡の保存と継承"』(2019年(令和元年)8月2
3日金曜日)、『[日記]"建築と遺跡"』(2m9年(令和元年)8月24日土曜日)、等により、又、その方策として、『長崎国際歴史文化都市構想』(2019年(平成31
年)1月18日金曜日、改訂2版.2019年(令和元年)7月24日水曜日)、『[日本遺産][世界遺産]『都市長崎よりの日本開国世界文明の始発~山と海.坂と
空'フK'都市遺跡のハーモニー~』』(2019年(平成31年)2月11日月曜日、改訂1版:2019年(平成31年)3月3日日曜日)、『文化財保護法の一部改訂に伴う長
崎県の「大綱」への提案と要望』(2019年(令和元年)5月1日水曜日)により、遺跡の遺跡としての存在(実態)と機能(過去を顧みる)と遺跡としての景観、並びに、
現代の都市として目的と機能と空間の構成又各施設の目的と機能と空間を、双方が全き存在として"共存"する措置を執ることを、提案し要望しています。

3.私達当会は、皆様に、当該の遺跡である、長崎市中心部、即ち、旧市街域一帯に於ける「都市再生緊急整備地域」の指定に先立ち、優先して、2019年(平成31
年)4月1日施行の文化財保護法の一部改訂に伴い、長崎県が計画している「大綱」、又、本紙、又、本紙1、2による、当該遺跡の認知(把握)、確認(発掘等調査)、
現状保存(保存)、遺跡に人々の生活の中での機能を与えること/過去を顧みること(活用、公開、整備)、語り継ぎ関係し行うこと(継承)の総合的な実施計画の策定

を行うこと、を提案し要望します。

4・私達当会は、皆様に、遺跡である、長崎市中心部、即ち、旧市街域一帯に於ける「都市再生緊急整備地域」の指定に関する民間の都市開発事業に対する優遇措
置にっいて、之を、当該の遺跡の遺跡としての存在と機能並びに遺跡としての景観の保全、時に再建、存在の把握(認知)・発掘等調査(確認).・保存(現状保存).活
用'公開'整備'継承、又、現代の建物の範囲、地上の高さ又地下の深さの範囲、並びに、地上地下の設計/構造の規制等の為に活用することを、地方行政上、規定

し、又は、誘導する条例を制定すること、を提案し要望します。
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一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より
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「墓じまい」

情景は遠いものとなろう

旦■■

最近「墓じまい」なる言葉を見聞きするようになった。管理しにくくなったケースで、墓

i石を片付けて更地にし、遺骨は別の納骨堂に移したり、散骨したりするものだ。

.5年前には、若い女性の減少で都会も含め多くの自治体が消滅危機とのショッキン

.グな調査もあった。「盆タべ仏壇の灯に賑へる」(大野林火)。墓も故郷もなくなれぱ、
i句のごとき情景は遠いものとなろう。社会が縮む中、店先にお盆の品が並ぱない日

!が、やがて来るのだろうか。大事な何かが失われつつぁるような気がする。

過去や歴史は遠いものとなろう

産■■

最近『遺跡消滅』なる現象を多見するようになった。保存しにくくなったケースで、遺構 i
を片付けて更地と見做し、遺物は別の博物館に移したり、関係者が価値を認めない i

遺構や遺物は産業廃棄物最終処分場に移送し破砕し散布して埋立て、又は、遺跡

発掘調査の現地に放置するものだ。

いつからか、「昔の話だ」と、歴史や遺跡や伝統に関心のある人々の減少で都会も含

め多くの自治体で遺跡が消滅し又は消滅の危機とのショッキングな情報が続いてき

た。「遺跡こそ夜景の灯影に壊滅す」(今当会)。開発地域と面積深度高度が拡張し
社会が縮む中、人類の活動空間に身近な遺跡が存在しない日が、やがて来るのだ

ろうか。大事な何かが失われつつあるような気がする。 (養生所を考える会)

2019年(令和元年)8月12日月曜日養生所を考える会代表池知和恭
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私達当会は、遺跡について、人頬に関する事象のうち、唯一、再確認できる"事実"である、と理解します。

遺跡の破壊は、殆どの場合人々の「意図的措置」によるものと考えられます。

長崎の市街地でも、長崎市公会堂跡魚ノ町遺跡で弥生土器残欠が、長崎県庁舎跡長崎奉行所西役所等遺跡群で縄文土器残欠が確認されています。
長崎地域は、凡そ、1万年前以来の遺跡の地です。

私達当会は、皆様に、長崎地域に於いて、遺跡にっいて、慎重な遺跡の遺跡としての認知と確認と保存と活用と継承を、提案し要望します。

〆

共栄一民主主義の原点
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私還当会は、遣跡について、人類に闘する事象のうち、唯一、再確認できる"事実"である、と理解します。

私達当会は、皆様に、遺跡、人類に於ける普遷的な正銃としての創造七幸福、並びに、平和の最も深い基層で在り掲るその存在について
遣跡の認知、確認、現状保存、遺跡に人々の生活の中での機能を与えること/過去を顧みること、語り継ぎ闘係し行うこと、を提案し、要望Lています。

私達人類は、私達人類の活動の空間と事象に於いて、この土地の遣跡が送り観けるメッセージと
先人連の自身の内なる心との対話を受けとめ、活かすことが出来ているでしょうか?

遣跡は、人々のそして現代の私連の生と死の証です。

長崎は、かつて、"祈りの長崎"と聞こえました。

遺跡の破壊が再び加連すると見える、今、ここで、世俗的、虜体的な方向に走っているのは、欧米ではなく、長崎ではないでしょうか?
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['ーわたしたちガ'ぞこ仁見ているのぱrイン人yι'いづよりヨー々ツノロこよるr旨7留ノなのである。J !

,・・・・美園と吉見えるこの反呉ぱ、ど,こなのガ1。

ヨー々ツノfぱアジア/:董九、ぞの珍ιい蓙物芝丈め、彊力な此痔芝手/こ、遠い海芝やって芦た。
痔ち帰ら九た珍舒な扇々ぱさら仁欲皇芝煽弘晃国趣味ガ優寿の流行となった。

ー,一入ぱ、つね/こ亘美よりぱ身勝チな旨7類芝好む吉のだ。

この廼紗僕哉リ丈インドや中国、アフグカなぞのきまざまな更薫芝混ぜ台わゼ、哲象の源としての大生!
命の捌ノぞ中心/こ好えた、現実/こぱどこ仁吉ない旨7葱のアジア、ヨー々ツハ゜のお屋敷の璽酉芝飾るため
/こ、吏国入ガ麹剰な晃国趣味で味fサゲιてデザインι、インドで現地生蓙さ九たrイン人亘紗ノなのだ。
わたしたちガfぞこ/こ見ているのぽ'rイン人yといづよりヨー々ツノf仁よる属'7留ノなのである。

私達人類は、幾っもの"身勝手な幻想"や"XX1こよる「幻想」"を胸に抱いて、走り続けているのではないでしょうか?

私達当会は、遺跡にっいて、人類に関する事象のうち、唯一、再確認できる"事実"である、と理解します。

ム達当会は、皆様に、遺跡、人類に於ける普遍的な正統としての創造と幸福、並びに、平和の最も深い基層で在り得る
その存在にっいて、遺跡の認知(存在の把握)、確認(発掘等調査)、現状保存(保存)、遺跡に人々の生活の中での
機能を与えること/過去を顧みること(活用、公開、整備)、語り継ぎ関係し行うこと(継承)、を提案し、要望しています。

私達は、私達の活動の空聞に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。
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訪,日客の・獲得狙'う

系氏面編集・今道歩

[・・・XX :ソ^ιノ、え、^'・・1
私達当会が、皆様に、お知らせしている、遺跡としての"土地の造形"ほ

同時に、現代に継承され、手厶達の生活に活用されている、歴史的な人類の活動空問としてのインフラ叶,一畍.兇,゛."酬です。
私達当会は、遺跡、又、人類の活動空間としてのインフラである"土地の造形"の現状保存と再建と継承を基盤とする

インフラツーリズムを提案し要望します。主題は「歴史都市長崎のインフラ」です。
私連は、私達の活動の空間に於いて、この土地の撞跡が送り続けるメッセージを畳けとめることが出来ているでしょうか?遣跡ぱ、人々のそして現代の私達の生と死の証です.
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一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー
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..解水・王期の交寺,触会,征飯'挺井坊編,広々コーズβ・・ハイネ・ι本'壬燃やずバ商ぽ、やオfてバ閉寺燃やずよづ仁なるノ,
私達当会は、遺跡にっいて、人頬に閏する事象のうち、唯一、再確認できる"事実"であり、一般に、"土地の記憶""空間の記憶"とも表現できる、と理解します。

長崎地域は、凡そ、1万年前以来の遺跡の地です。私遣当会は、人類社会の確かな記憶である、遺跡、の慎重な、遺跡の確認と保存と活用と継承を、提案L要望しています。

"遺跡を破壊する人問ほ、やがて人問も破壊するようになる"と云えるのでしょうか?
私達は、私連の活動の空間に於いて、二の土地の連跡が送り銃けるメツセージを受けとめることが出楽ているでしょうか?量跡ぱ、人々のそして現代の私遷の生と死の証です.
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私遠当会は、遣跡にっいて、人類に関する事象のうち、唯一、再確認できる"事実"であり、一般に、"土地の記憶""空間の記憧"とも叢現できる、と理解します。

長崎地域は、凡そ、1万年前以来の遺跡の地です。私達当会は、人類社会の確かな記憶で罰る、遣跡、の慎重な、遺跡の確認と保存と活用と継承を、提案し蔓望Lています。

"真逆"ーー私達当会は、遺跡の調査保存活用整備公開を提案し要望していますが、遣跡を分断破壊し一都を展示ケースに展示する計画と聞きます。
私連は、私違の活動の空聞に於いて、この土地の瀧跡が送り鞭けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遭跡は、人々のそして現代の私違の生と死の証です.
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r篠々な耀美芝ιた吉のの、挫折ιた成尤感オfまだ童美象/:影を寿としているノ
と,砦輝ι、建美余ぽ艇災壬建仁在会からむしろ還ざゲら九たとみる。

この30辛閉/:埼えた憲高層建葵勧仁謝ιてぱ

r次の僻允仁厄介香芝産ιたノ

と手農ιい。

早Z成芝彩ったホ次6ぞダン璽美/;ついて寺、その篇嚢芝詔める一方で
大犬"量消壷髪会の菫なる道県仁なったノ

と総抵ιている。
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一養生所バ長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

"真逆"ーー私達当会は、遺跡の調査保存活用甍備公鬨を提案し要望していますが、遺跡を分断破壊し一都を展示ケースに展示する計画と聞きます。

私達当会は、遺跡の破壊や分断展示や移設について

「遺跡が、大量消費社会の単なる道具になり、次の時代以降に、恒久的なダメージを残した」
と総括される時代が来るのではないか、と危恨します。

私達は、私達の活動の空間に於いて、この土地の漣跡が送り枕けるメッセージを曼けとめることが出来ているでしょうか?遁誹は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。
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1・,・大生きたιVι庸づ入房ケの忽いぱあまり/こ舌壷ぐ、僻/.=ぞの目芝曇らゼる・・・1

秀った愈寺から血壬疲き放るC瀉血ノといづ治攘芸ぱ2000年馴上吉医師た右仁墾き九て芦た。
ぞーツァノι人/ごジョージ,ワシンβン、イギグスの寿入ノfイ々ンなし,オ槍血才九た変

房,告なぐ点をダ/き放っている。

毒癖・・・無劒・・・癖防傭

1920辛允の茉国で巳万'彪爽'Z'して発売さ九た放尉翻物質rラジウムノ入り飲騨芝、ズ量/こ嘉飲ιた
冨藁らガ栓ず殻燦でごぐなった。

大生芦たいノι儒づ入商の毎いぱあまり仁吉發く僻/こぞの目芝轟らゼる。
趣勿でない医攘から目らの身芝守るため仁吉、過去の矣成例悲知っておぐこと仁ぱ

ズきな価値ガ偽るだろづ。
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私違当会は、遺跡について、人類に関する事象のうち、唯一、再確認できる"事実"である、と理解します。
長嶋地域は、凡そ、1万年前以来の遺跡の地です。私違当会は、人類社会の確かな記憶である、遺跡、の慎重な、遺跡の確認と保存と活用と繕承を、提案し要望しています。

私達当会は、遺跡の遺跡としての調査保存活用整備公開を提案し要望していますが、遺跡を分断破壊し一部を展示ケースに慶示する計画と聞きます。

私達当会は、遺跡の破壊や分断展示や移設について

「遺跡が、大量消費社会の単なる道具になり、次の時代以降に、恒久的なダメージを残しナこ」
と総括される時代が来るのではないか、と危棋します。

私達は、私達の活動の空間に於いて、この土地の達赫が送り杭けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?逓跡は、人々のモして現代の私違の生と死の証です.
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1"'つまり、バ畠ケの何煙ぱ登えていることより、欠ゲていることから生ま九るノぞづ考え,・・1
私達当会は、遺跡にっいて、一般に、人類の活動の痕跡と理解され、"土地の記憶"とも表現できる、と理解します。

私達当会は、遺跡にっいて、一般に、痕跡、と表現し得る処より理解できるとおり、完全な状態や機能を附随Lて遺存することは稀であると理解します。
私達当会は、遺跡にっいて、個別の遺跡の存在上の個性は、完全であることより、むしろ、欠けていることから生まれる、と理解します。

私達当会は、個別の遺跡にっいて、残存状態が良くないことを、当該遺跡の"価値"の順位に置換し、又、遺跡の破壊や撤去の根拠にすることを止め、それぞれの個別の遺跡の
現状を、遺跡の存在上の個性として受容L、現状保存し、当該の現状を当該遺跡の存在上の個性として活かし、遺跡の遺跡としての活用を実現することを、提案し要望します。
私達は、私達の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。
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[達佐ぱ傭然か必然か?ぞ九ぱ多測可彪なのか?1
ー,でぽ'.越佐ぱ予謂可彪なの,1?短期肘仁星九ぱイエスだ。一主愈覆鰭・'攻鰍越佐・・必然・,・

他方で、書者ぱ、憂期的なチ謝可彪煙仁コいてぱ否定肘だ。生痴と目然鼎ぱ麺度/二旋艦であ払癌いタイムえノtンで寺え九ぱ'.空勧学的可彪艦の赳罪ぱまこι仁広ズなのだと。

[プグンシプノι1
プグンシプルιぽ、舌のごしの皇ましい聾や方向感芝反劇ιιて厨示ι、嵒分やルールの青変仁あ'臺本的な痛禅宏庁動須劇ιιて生かずための寵常づゲである。

超謝当届の定める廣分やルールぽ彊脅力芝井っオ(動きの脳ιい市埼においてそれらオ仂ハt一できる蘭堀仁ぱ慶罪オ偽る。
一万、プグンシプノι,/式老会ガ供寺ずる寵緬倉業芝県業的,厨示的に示ι、市楊参勿告の庁尉や鴛痴逑庁の砦針ιなる庁お超蔚や庁動煩理であ弘より広倉な殻身芝超いづる。

私達当会は、生物の進化、変化が、短期的に存在の必然であり予測可能でも、長期的に、対象世界の複雑性により偶然であり予測不可能ならぱ
私達人類の未来への変化、適応も,短期的に必然であり予測可能でも、長期的に偶然であり予測不可能と考え得る、と理解Lます。

私達当会は、私達人類の未来が、長期的に存在の必然でなく偶然であり予測不可能であるならぱ
私達人類が、未来に於いて、私達人類にとって、その存在上の、望ましい世界、社会、生活に到達するには、人類の放縦と未熟に任せず

私達人類自身が、常に、慎重に、望ましい姿や方向感に向かって、判断と行為と修正と再認識を、私達の世界に於いて、広範囲に、蓄積するしか方法がない、と理解します。

私達当会は、例えぱ、人類にとって、科学技術は手段のーつである為、その運営にっいて、広範に関連する望ましい方向感への判断又行為が、上位概念として、より重要となる、と理解します。

私達当会は、遺跡について、自然と人工の中間領域に位置する特異な存在であり
人類にとって、自然と人工がその存在上、現在を提示する処、遺跡は、その存在上、過去、即ち、時間の経過を提示し、特異な事象である、と理解します。

私達当会は、遺跡について、人類に関する事象のうち、唯一、再確認できる"事実"である、と理解します。

私達当会は、遺跡が、自然と人工と並んで、私達人類の、個体と社会の、望ましい姿
例えぱ、創造と幸福、平和、に対して、自然、人工、遺跡の夫々の存在とその特臭性、性格によって、夫々の有意な影響を与え、又、役割を担い得る、と理解Lます。

私達当会は、遺跡の取扱いについての、本来の在り方は、認知、調査確認、現状保存、活用、整備、公開、継承である、と理解します。

私達当会は、遺跡のあるところで、遺跡を保存して継承し、遺跡のないところで、現代の目的機能の為の構造物を形成すること、を提案し要望Lています。

即ち、人類の活動とその空問に於ける、遺跡の存在、並びに、現代の目的と機能の、共存と共栄です。

私達当会は、私達人類が、自然、人工、遺跡、並ぴに、私達人類から、最大限の享受を得られる二とを期待します。

私達当会は、上記のプリンシプルに則って、皆様に、遺跡の、遺跡としての、認知、調査、保存、活用、整備、公開、継承を提案し要望します。

私達は、私達の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。
〆
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痔別史尉^須宮餅ノぽ建物塞建部分の萎堺仁より遁餅皇傭さ九ているこιオ(理簾できまず。
私連当会は、皆様に、'、養生所バ長崎)医学校等遣跡"について、遺跡の現状保存と共に、石垣等"土地の造形"、並ぴに

当時撮影された写真、図面等の補完傍証貴料、及ぴ、長崎市の発掘調査の成果、に善づく、建物の基礎部分、切石甚壇等の再建等遣跡表現による整備、継承を、提案し蔓望Lています.

私逢当会は、皆様に、"都市長崎遺跡"、並びに、そのうちの"長崎毒行所西役所等遺跡群"、"魚ノ町弥生生活近世近代町嵳遺跡"等にっいて、伺様に、石垣道路堀
用水用悪水路運河等水系等"土地の造形"並びに建物善礎部分等現状保存、戈、再建等遺跡襄現による整備を前提とする遺跡の調査、保存、活用、伝承、継承を、提案L要望します。

私達は、私連の活動と私達の活動の空間に対して、私速と私達人頬の生と死に向き合うことが出来ているでしょラか?逓畔は、人々のそして硯代の私違の生と死の証です.
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町ぞの吉のに酉有の情附的側面オ(芦九いさっぱり払材さ九てしまったのが・悲ιい・1

ナニ河・・・そのニナ卒肋y遁仁逃遜行ιた女優厨田嘉デの声だった。子供のころ羣仁ιていた紺摩の
ノその苦ま凌帯才れているこι仁傭肌の立つ忽い,也た。いまの薫肩バにぽ倣会できない感汝である。
様式の凍結です。遺跡は、私違人類が、客観的に、直接に、再確認することができる、唯一の、人類に期する事実です。
は、皆様に、遺跡の存在の把提、発掘等調査、現状保存、活用、公開、整備、継承、を提案し、要望しています。

間に於いて、この土地の遺跡が送り髄けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?適跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

:,又"、・'叫゛}リ注為但U そ達',き:,又・伯,冨 IH み為'割言喜1;、
呈復、すの池.さがも原町棗
'.嘆酉'・ゞ,泌ψ糖'る汎・_ 0',まい有,蟹手、は,
L L -ー」冒】,1,■"、

で・り,肌,言耳子、1これIL.エ.いすこ"
、゛・、";・,、ご. C一門 1

'1晶太.Z,父三1、竺寧鷲繋'、券.辻恋耆陰.鄭.1富番三・ι.髪あ1{冨,iY 三尼、'1、・委岡儒美チ今モ・砲1,_ー,・・'委"ι・、'
"".,.゛T-1,ーー"』゛、、

ノ、「' 1:..ー:、,』 ;!':'、".、,・f,;"'、'

、

2019年(令和元年)7月14日日曜日

養生所を考える会代表池知和恭

,,ニ、、'F:.、'.^ゞ3ゞ2,

〆

^●●^■弔^●●^●●^,,^●,^●●^●●^■■^■.^■■^■.^■.^..^■.^..^■.^.■^..

F '.

゛:、'、

" i'、...、

.ヨ■.■

」.亡■'1^L

ーーー,^^^^^^■区

、. f ^一ψト』口●..

・イヒー
":↓、『、0、!、¥マ、、.;

. f三ヅ.
、「,ト.1当.'1!之.'、.,.

':',り・〒1娯゛

'ー

ミJ-

■..●

ー,^,」一『T●一●一^,ー,■

誠'ー

゛

1_
1 ^"

:_,

."

-1

工



一養生所ノ(畏嶋)医学校等遺跡の保存と活用よりー
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一養生所/(長崎)医学校等這跡の保存と活用よりー

EI'J本、貞至^棄斤^
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1癌崎の街ガ姫デ畑柔で疲壊さ力た当僻、r75卒軍木舌ぱえないノと喧さ九た。1
74卒オ筒ぎた今、燦心触一静仁或木がιコかりと痩芝裴っている。・ー・・だガ侯った吉のがそっぐり帰ってきたのでぱない。

,・・殻燦変の董象ぱ肋ιぱ別の董象なのだ。rあのひιノたちぱ吉づい女い。偽の纂6ιノε6づ戻6ない。
雁一無二のかゲづ佐のない疹庄ガ咲力九て今の無柴ガ怖る。 .'.

遺跡を破壊する。また、遺跡を破壊する。唯一無二のかけがえのない遣跡の存在を消失し、土地の記憶を失い、私達は繁栄するのでしょうか?
繁栄は、喪失と断絶の先にあるものでしょうか?繁栄は、善積と継承の先に見えて来るものの筈ではないでしょうか?

私達は、私連の活動の空間に於いて、この土地の逓詠が送り俵けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?逼誹は、人々のそして硯代の私達の生と死の証です.
〆
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養生所を考える会代表池知和恭
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[・,,犬イデョウガ催り鱒ゲる〆ツセージ芝瑳オVご受ゲιめる子づfいる/二運いない。]

iかつて青梼鳶次ぱ、西離の近允忽密ぱ弱肉彊食の動勃象ぞ見て生きる理念芝立てているの仁謝ιて、
r更離のノ上允忽懲ぱ桓勧の董象芝見てイデオ々ギー芝立てているのでぱあるまいオVと述べた。

私連人顛は、今、もう一度、人顛の存在の根底に流れる、事象の存在の尊厳を、考察し、把握し、理解し、行動する努力を、回復すぺきではないでしょうか?
私速当会は、皆様に、遺跡、人顎に於ける普逼的な正統としての創造と幸橿、並びに、平和の最も深い基層で在り得るその存在にっいて、遺跡の認知(存在の把握)、確認(発掘等胴査)、

現状保存(保存)、遺跡に人々の生活の中での機能を与えること/過去を顧みる二と(活用、公開、整備)、語り継ぎ闡係L行ラこと(継承)、を提案し、要望Lています。

私達は、私達の活勘の空間に於いて、この土地の遣跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?滝跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証で,',
〆
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車
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お
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小
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降
っ
て
い
た
。

大
通
り
は
人
巷
少
な
く
、

商
店
筆
務
所
も
シ
ャ
ッ
タ

ト
を
下
ろ
し
て
い
た
。
右
手

か
ら
暴
道
が
交
差
す
る
所

,
に
出
て
、
並
び
立
っ
た
ピ
ル

.
奥
の
狭
い
空
に
緑
の
茅
見

え
た
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横
道
は
や
が
て
寺
が

し
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兆

ぜ
が
み
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磐
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植
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三
二
、
,
為
る
。
、
ー
、
.
、

研
'
な
け
残
地
化
根
を
張
.
つ
て
一
・
,
,
・
・
動
き
が
鈍
く
な
っ
で
丸
ま

発
高
さ
県
豁
建

b
て
い
る
ど
思
っ
た
ら
脱
皮

ー
、

・
、
.
 
W
て
ぎ
是
一
回
り
犬
き
,
.

・
・
ら
い
だ
ろ
一
暴
.
黄
緑
色
の

葉
は
ま
だ
若
々
U
く
柔
ら
か
、
:
、
:

く
な
ぞ
道
い
ま
わ
る
。
緑

塗
・
人
闘
か
、
あ
る
い
は
鳥
一

か
に
な
わ
、
、
.
木

も
鮮

捻
ど
が
す
ほ
し
た
種
が
"
,
、

な
く
ら
山
嬬
触
れ
る
.
古
頭

芽
吹
い
て
、
.
た
く
ま
し
く
青
Υ
・
 
L

1
■
:
ー
゛
勺
:
一
゛
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.
'

、
.

分
か
,
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,
.
・
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.
仂
一
、
、
ー

b
.
カ

分
蔓
^
、
契

つ
兆
の
だ
ろ
う
。
・
、
,
ニ
・
.
、
・
,
:
・
,
、
,
"
一
,
、
、

・
ー
劃
・
.
、
'

'
、
工
ゆ

蜜
柑
の
氷
を
見
つ
け
る

」
^
、
ー
、
゛
"
.
^
、
、
監
1
:
 
r

.
↓

冒
■

J
 
、

.
臭
い
拒
お
岫
姦
溌
,

曳
な
ん
と
な
く
葉
の
表
裏

こ

尋
る
た
曽
し

を
霞
へ
だ
く
な
ゑ
牟
生

、

」
■

む
し

の
こ
ろ
に
住
ん
で
い
た
家
の

先
で

を
く
必
え
し
枝

脱

真
露
穰
や
は
呈
柑
の

身
丸
め
に
な
う
た
。

"
、
■
■
」
イ
、

木
が
自
生
し
、
あ
る
貝

ご
と
切
っ
て
家
に
持
ち

部
に
大
目
玉
の
よ
コ
な
眼
林

帰

、
、
駈
ピ
ン
に
さ

紋
が
あ
る
緑
色
の
イ
壬
ム
シ

昆
守
0
光
。
緑
色
の
鯆
は

熱
色
に
変
ぢ
、
死
ん
で
し

を
見
つ
け
た
。
毘
虫
図
鑑
を

朋
ぺ
て
デ
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
の

ま
っ
た
の
か
と
や
き
も
き
し

幼
虫
だ
と
わ
か
ウ
た
で
大
目

て
い
た
あ
る
貝
つ
い
に
鯆

玉
は
鳥
な
ど
天
敵
を
舞
す

等
中
が
割
れ
、
の
け
反
る

.
ー
,
、
、
冒

一
り
ー
ニ

「
.

1
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卜
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ご

.
ト
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一
一
」
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呼
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動
で
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文

化

と死に向き合う旅路

ι...^契ノで這体兵・・・。,・・床'や天券ガ覗)ガCみ、視象壬さえぎるよづ/:在ガ焚わるー・。1
生と死/こ向き台づ院路一,糸の全長ぱ、耐280牛々〆一<ル/二及δむ ...

私達当会は、皆様に、『遺跡(r8m色i"6.,uiれS.昌nti口Ui翫■日, d喰, d喰 oit■. monumont. r.1io..,C"串.010厚ical ail.容.-world H.d始底. S辻...)、又、遺跡の「人類存在上の価値」にっいて」(2019年(ム和元年)5月11日土
曜日)、t再興空間主義宜」(2019年(令和元年)6月29日土曜日)、r 跡の美』(2019年(令和元年)7月4日木曜日)、「「共存」と遺跡』(2019年(令和元年)7月19日金曜日)、「風土と追跡』(2019年(令和元年)7月26日金
曜日)、『遺跡と建築一r記憶の空間』より一文化財』(2019年(令和元年)8月12日月曜日)、『遺跡一人類に於ける正紙としての創造と幸福より」(2019年(令和元年)8月16日金曜日)、『文明のかたちと長崎、提案と要望」
(2019年(令和元年)8月21日水曜臼)、r〔日記]"文明のかたちと遺跡の保存と継承"」(2019年(令和元年地月23日金曜日)、r[日記1"建擾と遺跡"」(2019年(令和元年)8月24日土曜日)、等により、又、その方策として、r長
崎国際歴史文化都市構想永2019年(平成31年)1月18日金曜日、改訂2版 2m9年(令和元年7月24日水耀日)、訂日本遺産Ⅱ世界遺産]『都市長崎よりの日本開国世界文明の始発~山と海.坂と空.水.都市遺跡のハーモ
ニー~」』(2019年(平成31年)2月11日月曜日、改訂1版 2019年(平成31年3月3日日曜日、『文化財保護法の一齢改訂に伴う長崎県の「大」への提案と望』 2019年厶和π年)5月1日水曜日)により、遺跡の・跡とし
ての存在(実態)と機能(過去を顧みる)と遺跡としての景霞、並びに、現代の都市として目的と能と空間の槽成又各施設の目的と機能と空問を、双方が全き存在として"共存"する措電を執ることを、提案し要望しています。
私達は、私達の活動と私達の活動の空間に対して、私達と私達人類の生と死に向き合うことが出来てぃるでしょうか?遺は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

L.._

◆

〆

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
自
ら
の
死
L
向
き
口
っ
た
と
き
の
不

験
る
よ
う
な
展
示
だ
っ
た
。
大
空
間
に
,
や
黒
の
糸
を

な
作
品
で
知
ら
れ
る
塩
田
千
春
 
0
顧
「
塩
田
千
春
展

茎
館
で
扣
月
舒
日
ま
で
か
れ
て
い
る
。

糸
で
蕉
な
心
の
風
景

ー
ド
イ
ツ
に
、
ス
の
白
,
き
て
い
る
の
だ
。

月
害
を
受
ι
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
歴

◆

8
 
史
を
伝
え
る
「
べ
ル
リ
ノ
・

ユ
ダ
ヤ
博
物
い
っ
場

所
が
あ
る
。
唐
だ
爽
塩

和

田
の
展
覧
会
を
巡
っ
た
後

(

こ
の
博
の
一
Σ
を
考
え

年

た
。
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
逃
れ

91

て
命
が
吋
て
亡
。
し
た
り
、

隠
れ
に
潜
ん
で
生
き
の
び

た
り
、
強
制
収
容
所
で
無
念

の
死
を
迎
え
た
り
し
た
人
々

の
体
撃
雇
筈
で

験
せ
る
施
設
、
あ
る
。

来
館
者
は
床
や
天
井
が

^
ゆ
が
み
、
視
界
を
さ
え
ぎ
る

よ
っ
に
柱
が
交
わ
る
迷
路
さ

な
が
う
の
通
路
を
た
ど
る
。

一
筋
の
光
だ
け
が
差
し
込
む

暗
闇
の
部
屋
力
、
わ
ず
か
な

希
望
を
頼
り
に
姦
と
絶
望

、

を
生
き
た
人
々
の
存
在
を
強

^
烈
に
印
象
け
る
。
塩
田
の

回
顧
展
も
ま
た
、
「
不
在
の

な
か
の
存
在
」
と
い
う
テ
ー

マ
を
あ
ぶ
り
出
し
つ
つ
生

^
と
死
身
体
に
つ
ぃ
て
の
彼

女
の
思
考
を
な
ぞ
る
よ
っ
に

゛
.ド

、

や
恐
れ
、
も
ど
か
し
さ
を
、
と
も
に
体

り
巡
ら
る
な
ど
、
ス
ケ
ー
ル
大
き

が
ふ
る
え
」
が
東
京
・
人
本
の

1
9
7
 
年
、
大
阪
、
出

見
卯
粍
後
半
か
わ
べ
ル

ン
を
拠
点
と
す
る
田

峡
赤
や
黒
の
糸
を
つ
か
っ

五
大
な
イ
ン
ス
タ
レ
シ

ヨ
ン
で
知
ら
れ
る
。
時
に
が

ー
ト
ア
ノ
、
ド
レ
ス
な

ど
秘
み
貪
っ
糸
の
中
に

が
、
ど
の
品
に

、

も
人
間
は
不
在
だ
。

代
表
作
の
ラ
呆
確
力

な
蓙
で
も
ボ
ー
ト
は
無

の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
ろ
が

赤
い
糸
が
満
す
る
展
示
室

に
入
る
と
、
う
っ
す
ら
人
の

気
璽
感
じ
る
。
「
ボ
ー
ト

は
孤
独
だ
け
れ
ど
、
宇
宙
の

中
に
い
る
。
ひ
っ
く
り
返
れ

ば
死
ん
で
し
ま
う
、
そ
ん
な

危
機
感
を
持
ち
つ
つ
前
に
進

ん
で
い
る
」
と
塩
田
は
い
う
。

つ
ま
り
、
ボ
ー
ト
は
私
た
ち

自
身
の
姿
な
の
だ
。

天
井
や
壁
に
取
月
け
つ

つ
一
杢
杢
結
ん
だ
り
絡

め
た
り
し
た
糸
の
全
は

約
2
8
0
 
"
餅
に
及
、
。
糸

は
も
つ
れ
、
絡
ま
、
切

れ
る
、
ば
れ
、
張
り
・
つ

め
テ
。
そ
れ
は
「
人
と

人
と
の
関
係
を
表
す
葉
で

も
あ
る
」
と
塩
田
語
る
。

他
者
や
社
会
に
向
け
て
糸
を

投
牙
け
、
れ
、
、

な
t
畠
っ
て
先
一
の

見
え
な
い
る
。
そ

の
ぞ

カ
ン
バ
ス
を
壁
に
張
り
自

分
の
体
に
も
カ
ノ
バ
ス
を
巻

い
て
そ
の
前
に
、
エ
ナ

メ
ル
塗
を
頭
か
ら
か
ぶ
っ

た
。
全
身
赤
〔
、
ま
れ

で
「
絵
に
な
っ
た
」
品
の

写
が
、
会
場
に
慶
木
れ

て
、
る
。

本
展
で
は
、
自
の

の
パ
ー
ツ
を
っ
て
赤
糸

で
つ
'
し
だ
り
、
赤
く
め

て
切
え
、
こ
牛
組

合
わ
せ
た
り
葛
新
作
を
発

て
る
。
き
っ
か
け
は

自
の
気
。
以
"
つ
こ

が
が
露
し
 
0
1
フ

午
片
畏
に
展
を
頼

れ
た
日
r
卵
巣
な
ど
を

る
術
を
受
肯
た
。

「
,
の
後
に
1
抗
が
ん

剤
治
療
が
ま
っ
た
。
.
ヘ
ル

ト
コ
ン
ベ
 
1
k
の
る
う

に
す
べ
て
達
、
ス
プ
マ
チ
ン

ク
で
、
私
と
、
う
の
が
存

在
て
い
な
い
よ
'
不
条

理
を
感
じ
之
と
塩
田
は
振

り
返
る
。
ヘ
ネ
チ
・
ピ
エ

ン
ナ
ー
レ
の
日
発
じ
選

ば
れ
六
ど
国
陶
外
で
3
0

0
0
以
上
の
展
を
こ
な

こ
じ
人
生
を
重
ね
合
わ
せ
る

こ
と
で
き
る
だ
ろ
う
0

「
生
死
と
し
う
源
的

な
問
い
に
向
き
合
て
き
た

の
強
い
作
家
」
と
塩
田

を
評
す
る
の
は
変
露
の

チ
ー
フ
・
ユ
レ
ー
タ
ー
、

片
岡
実
氏
だ
。
「
桂
」

に
竜
的
'
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

で
も
あ
る
。
、
こ
ろ
「

に
厶
る
」
見
蛋
田

「
 
1
晶
地
を
求
め
て
」
(
2
0
1
6
/
玲
年
、
ス
ー
ツ

ケ
ー
ス
、
モ
ー
タ
ー
、
、
ロ
ー
プ
)

:
 
1
 
●
●
 
1

し
て
き
た
が
「
こ
こ
ま
で
死

と
寄
り
添
て
構
想
す
る
展

示
は
な
か
っ
た
」
。

「
心
と
身
体
が
バ
一
バ
ラ

し
な
っ
て
、
く
、
ど
ぅ
に

な
ら
な
い
感
箆
止
め
ら
れ

な
い
」
。
生
き
る
こ
と
死
ぬ

こ
と
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

な
い
自
鼻
が
も
ど
か

0

し
、
つ
そ
の
委
を
、

髪
が
男
自
身
の
像
に

し
て
日
本
に
送
っ
た
こ
と
も

あ
る
。
「
そ
れ
で
し
か
説
朋

で
な
、
つ
た
か
ら
。
で
も

岡
さ
ん
k
ほ
『
作
品
に
な

つ
し
な
い
』
と
言
れ
た
」

と
塩
田
。
苦

し
み
抜
い
た

禾
出
来
上

力
っ
た

が
、

身
体
の

パ
ー
ツ
を
使

つ
た
粍
だ

つ
た
の
だ
。

「
『
な
い

も
の
』
を
想

像
さ
せ
て
き

た
作
品
か

ら
、
今
こ
こ

●
 
1
 
●
●
 
1

に
あ
勇
体
が
よ
く
な
っ
た

時
の
こ
と
扱
弓
の
へ
と

変
わ
っ
た
」
。
片
岡
氏
は
が

向
き
合
た
塩
田
の
作

風
の
変
化
を
こ
う
白
摘
す

る
。
屍
は
無
と
化
す
一
Σ

で
は
な
く
、
何
か
じ
け

ん
で
い
く
に
す
な
い

の
か
し
な
む
」
。
細
胞

や
耀
を
思
わ
せ
る
「
再
生

と
と
題
し
た
立
体

品
に
、
田
の
心
惰
を
見
て

と
る
こ
と
が
で
き
る
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
ま
じ

え
た
粗
削
り
な
初
期
の
品

か
ら
、
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
抽
象

ヒ
し
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
身
体
か
、
替
出
す
よ

う
に
し
て
生
ま
れ
た
小
品
へ

ー
。
塩
田
と
伴
走
す
る
よ

つ
に
歩
い
て
き
た
鑑
者
は
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私達当会は

遺跡との事象また遺跡の存在について

私達人類が

"危機"即ち人類社会に潜在しまた顕在して発現

する危機をよりょく抑制し回避し克服する

つまり私達人類が人類社会に危機への耐性を

形成するその基層で在り得ると考えます。

"危機"

遺跡はどこにでもあります。

私達当会は皆様に人類の過去の事実そのもの

である遺跡の調査と改変のない現状保存と整備
と活用を求めています。

私達当会は遺跡の改変のない現状保存を

私達人類に対するーつの誠意であると考えます。

2018年(平成30年)9月14日金曜日

養生所を考える会代表池知和恭
改訂1版 2m8年(平成30年)9月椙日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

〆



危倶が、現実のものとなり

遺跡が=遺跡としての存在が

人々の意図的措置により

完全に破壊されようとしています。

"危機 11"

私達人類は?破壊されないのか?

遺跡はどこにでもあります。

私達人類は、大地と共に歩んできました。

遺跡は、人類の活動の痕跡であり、土地の利用の変遷であり、履歴です。
現代の私達は、この流れ':歴史を継承して存在しています。
私達当会は、歴史を私達人類の基層であると認識します。

遺跡は、具体的であり"可視"です。
歴史は、抽象であり"不可視"です。

私達当会は皆様に、人類の過去の事実そのものである遺跡
大地と共にある遺跡

その調査と改変のない現状保存と意図的な破壊に対する原状回復と
歴史上の損壊に対する憶測の余地のない再建と
活用と公開と整備を原則とし求めます。

遺跡は、都市のオープン・スペースとしても活用できます。

2018年(平成30年)12月3日月曜日

養生所を考える会代表池知和恭

〆



"突然ですが"

活用は、"遺跡"

でなけれぱ意味がありません。

私達当会は

発生J爲奈、変化、継承を重視します。

神話・物語・歴史

即ち

発生、源流、変化、継承は

人類の基層であり

教育の原点

でもあるのではないでしょうか。
遺跡はどこにでもあります。

私達人類は、大地と共に歩んできました。

遺跡は、人類の活動の痕跡であり、土地の利用の変遷であり、履歴です。
現代の私達は、この流れ:歴史を継承して存在しています。
私達当会は、歴史を私達人類の基層であると認識します。

遺跡は、具体的であり"可視"です。歴史は、抽象であり"不可視"です。
私達当会は皆様に、人類の過去の事実そのものである遺跡

大地と共にある遺跡

その調査と改変のない現状保存と意図的な破壊に対する原状回復と
歴史上の損壊に対する憶測の余地のない再建と活用と公開と整備を原則とし求めます。

遺跡は、都市のオープン・スペースとしても活用できます。

2018年(平成30年)12月3日月曜日

養生所を考える会代表池知和恭

〆



1,人類の基層である歴史と相対する

唯一普遍的に歴史上の個別の事実です。

2.人類が文字を獲得する以前から存在し
人類の歴史の尺度です。

3.具体的で"可視"である存在です。
4.大地と共に在ります。

5.人類の土地の利用の変遷であり人類の履歴です。

6.私達人類がどこから来て、どこへ行こうとするのか、
修正が必要か、

私達人類が之を知ることを助けます。

フ.いつも、私達人類の傍にあります。
(遺跡はどこにでもあります。)

8.人類の活動のオープン・スペースとして

活用できます。

"遺跡ほ"

私達当会は、皆様に、遺跡の調査と一部でも損壊や滅失によって失わ
れることのない現状保存と意図的措置による破壊に対する原状回復と
歴史上の損壊に対する憶測の余地のない再建と活用と公開と整備を提

案し要望します。

2018年(平成30年)12月3日月曜日

養生所を考える会代表池知和恭

〆



江戸一長崎"

地球規模の世界

日本一江戸一長崎

南アメリカ日本の開国

明治の御一新

自由民権

フィリピンの共和国

孫文達の共和国ロシア

インド

''

中国共産党

アフり力

現代は・世界に

近代の主権国民国家の概念が広がっています。

R0Ⅱin' stone

石は転がっていないか?

私達当会は、皆様に、"養生所/(長崎)医学校等遺跡""長崎奉行所西役所等遺跡群""都市長崎遺跡"の
保存と活用を、提案し要望します。

遺跡は、都市のオープン・スペースとしても活用できます。
私達当会は、大地と共にある人類の事実/履歴であり恒久的な資産である遺跡の保存と活用を、皆様に提案し要望しています。

2018年(平成30年)12月4日火曜日

養生所を考える会代表池知和恭
〆



"文化財と活用"

文化財~遺跡信三念物加埋蔵文化財)

の姿という事は

その保存や修理や整備に於いて

自ずから個別の然るべき姿があり

選択肢は多くありません。

一方

文化財~遺跡の

活用という事は

無限の選択肢と可能性がある

ということではないでしょうか?

私達当会は、世界と日本の歴史及び長崎に於ける台場遺跡や陣屋遺

跡や長崎奉行所西役所等遺跡群や小曽根家造営遺跡や養生所/(長
崎)医学校等遺跡や長崎製鉄所遺跡を中心に捉え広範囲の時代の
各々様々な遺跡や歴史を背景に"日本開国"を切り口として

地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統を語るストーリー
を文化庁が認定する「日本遺産」の取得を、皆様に、提案し要望します。

2019年(平成31年)1月19日土曜日

養生所を考える会代表池知和恭

〆



文化財と活用 11"
ーつには

人は文化財によって活かされ得る

と考える事ができます。

同時に、文化財を活かすのは人である

と考えることができます。

私達は、今、文化財を考え

過去の人々の関わり1こよる文化財と

現在の私達との関わりを捉え直し

再構成する事を

考える時かもしれません。

文化財を考えることは

私達に、是迄とは少し違った現在と未来を

与えてくれるのではないでしょうか。

''

日本は、歴史が永く連続する国です。
一方、長崎地域では

古代より中世まで連続的な歴史を経た後、中世末より現代まで歴史が複数回交代し
各々の歴史は忘却されてきたと考えられます。

幸いに、人の関わりによって遺された文化財~遺跡は多く滅失しながらも、一部に遺存します。
遺跡は、人類にとって、ほぽ唯一の、絶対的な過去の事実であると考えることができます。
現代の私達は、日本の伝統と近代西洋由来の様々な学術手法によって

一定水準に於いて、是迄に忘却された各々の歴史と文化を再生し、人は皆、その現代上の意義を確認し認識し
私達は、認識と伴に、遺された人類の遺産を私達の現代の生活の中に活かす事ができるのではないでしょうか。

私達当会は、"長崎くんち"が皆様の近く1こあるように、文化財が皆様の近く1こあること、を提案し要望します。

2019年(平成31年)1月20日日曜日

養生所を考える会代表池知和恭

〆



文化財~遺跡を"

その歴史を

その文化を

その自然を

その街を

その姿を

見せる/魅せる!美せる/

"都市長崎"

実せる/

''

2019年(平成31年)1月21日月曜日

養生所を考える会代表池知和恭

〆

私達当会は、皆様に、斯く、提案し要望します。



"遺跡は""

遺跡はただ保存するだけでなく

遺跡を遺跡と身近に

将に"き忍三'する"処にこそ

現代の人類人々私達の生活にとっての

意義が生ずる

ということではないでしょうか
遺跡は、過去のその地での人々の関わり1こより形成され、「そこにしかない」、事象です。

その土地に依拠して動かせず世界で唯一の個別の存在です。
遺跡は、その現代における存在に関して

遺跡から検出され別に保管された遺物や伝存の品々と異なり動かせず
文献や絵図や写真と異なり人類の概念や判断を介在しないことで

誤謬や作為や窓意が排除され

正しく見ることを前提に、人類の唯一の絶対の歴史上又過去の事実です。
遺跡は、その地の環境や風土に由って存在します。

私達当会は、私達人類が、様々な要因で人々の認識の外に忘却された遺跡を調査し再発見し保存し、そして、活用するとは
現代の人類私達の誰もが、そう望めぱ、遺跡を遺跡と認識できる環境を形成することに他ならないと考えます。
遺跡は、私達人類に、私達人類がその地その時代に生活し活動するその環境や風土をも示唆し
私達人類が、その地の私達人類の生活と活動を理解する契機となるはずです。

遺跡は、日本の国の法律では文化財保護法において、状態により「有形文化財」「記念物」「埋蔵文化財」である「文化財」であり
国際条約では世界遺産条約における「(世界の文化)遺産」です。

私達当会は

遺跡がその一部でも損壊や滅失によって失われることや、遺跡に直接的、問接的な被害を及ぼすような意図的"置をとることや、
遺跡に現代生活上の機能目的型建造物を挿入することは、遺跡の遺跡としての構造と空問と存在の破壊であり、その機能と目的
により空間と景観において人々が遺跡を遺跡と認識することを阻害し、同時に、遺跡としての全体の"存在"を部分に解体し目印
や言語や文字と同様に"記号化"し、遺跡の私達人類の現代の生活の中での意義と機能を破壊する行為であると理解します。

遺跡を滅失した歴史は長い年月に朧となり忘却され、文献等で歴史を再現されても実体感を有せず、遺跡を遺存する歴史は声却
されても、その地にその歴史が再生され、又、再生産される傾向にあるようです。

遺跡は"可視"であり、"不可視"である歴史に、具体的な実体感を与えると考えることもできそうです。

私達当会は、様々な要因によって現在に遺存する希少な様々な遺跡群にっいて、皆様に、之を調査し再発見し保存し、そして、
活用し、私達人類の現代の生活の中での意義と機能を与える政策と措置と行為を積極的に選択することを提案し要望します。

2019年(平成31年)1月25日金曜日

養生所を考える会代表池知和恭

0

〆



[世界遺産]

[日本遺産]

『都市長崎よりの日本開国

世界文明の始発

~山と海・坂と空・フK・都市遺跡のハーモニー~』

私達当会は、遺跡一文化財は、人類が、言語や概念を越えて、知覚できる
その故にこそ、人類に、人類を、人類の、世界の普遍性へ誘導する可能性を

形成する、と理解します。

私達当会は、遺跡と歴史の保存と活用を皆様に提案し要望しています。

私達当会は、世界やアジアと共鳴する長崎の古代から現代まで広範囲の時代の
各々様々な遺跡など文化財や歴史や風土や人々の在り方や習俗を背景に
遺跡を遺跡として活かじ'日本開国"を切り口として、地域の歴史的魅力や特色を
通じて我が国の文化・伝統を語るストーリーを文化庁が認定する『日本遺産』の
取得又世界遺産条約による『世界遺産』への登録を、皆様に、提案し要望します。

2019年(平成31年)2月11日月曜日

養生所を考える会代表池知和恭

〆

改訂1駈!2019年t年腿ヨ1鼻)3月3日日曜日聾生所遊考える壷代嚢抽知和勃;【世昇適醍1.「世界文明の艶尭怯追加



その時

人類とその世界に

どの様なメッセージ(哲学:意思)を

発信し得る構造を有するのか。

"都市ほ"

私達当会は

それが、人類とその集まりとその都市の

"存在"の主題である、と理解します。

私達当会は

それが、2019年4月1日に施行される

文化財保護法の一部改正における

「大綱」の要諦であると理解します。

2019年(平成31年)3月6日水曜日

養生所を考える会代表池知和恭

〆



"手厶達当会ほ"

人類が、人類に関わる事実を

その事実であると認識することが

人類が、人類としての幸福に到達する

その第一歩となる、と理解します。

私達当会は、遺跡が、宇宙や自然の

事実と同様、一初一の(P"ma"y.プライ,リー
最初の原始的な首位の主要な本来の根本の初歩の初等の第一期の)

人類に関わる事実であると認識します。

私達当会は、遺跡、就中、身近な遺跡

について、調査し、保存活用し

整備公開し、継承し、認識することを

皆様に、提案し要望します。

(その自然、その遺跡は、機能製品と異なり、そこにしかなく、代替がありません。)

2019年(平成31年)3月10日日曜日

養生所を考える会代表池知和恭

〆



"例えほ"

まず、"見る"

ということが

先史時代より此の方

現生人類の

存在の在り方では

なかったでしょうか?

現生人類は、いつから

まず、"見ない"

ようになったのでしょうか?

"遺跡"ほ

いつも

そこに見えています。

2019年(令和元年)6月28日金曜日

養生所を考える会代表池知和恭

〆



"私達当会は"(1D

遺跡を、人類又は地域の人々にとって

いつのまにか、気付かないうちの

なくてはならない存在の筈、と理解します。

私達当会は、私達人類が、遺跡に関し

開発と保存との調整や調査、保存、保護

の措置、活用、整備、公開、又、経済効果
を目的に議論する事象を、一時的、且つ

過渡的な現象であって欲しいと願います。

私達当会は、遺跡を、人類の、静かな

そして、善き隣人である、と仮定します。

私達当会は、私達人類の行為につぃて

過去、現在、未来に"橋を架ける"こと

"添う"こと"慈しむ"こと"喜び""対話"

ではないかと想定します。

2019年(令和元年)7月19日金曜日

養生所を考える会代表池知和恭

〆
参考図書.『柵をっくるために現代世界の諸問題をめぐる対話』教塵フランシスコ/ドミニック・ヴォルトン戸口民也[訳]2019年5月1日第1版第1劇株式▲社斬教出版社
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生戸(

(旧長崎市立佐古小学校地とその外周道路を中核として)
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養生所を考える会代表池知和恭
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生、

1.遺跡保存へのプリンシプル

米国セントルイス・ワシントン大学教授ジョナサン・B・ロソス氏は、生物の進化にっいて、
短期的には収斂進化の現象より必然であり予測可能とするが、長期的な予測にっいて
は否定的であり、自然界の複雑性により偶然であり予測は難しいと考える様です。
(『生命の歴史は繰り返すのか?〔原題:1mprobableDestinies〕』ジョナサン.B.ロソス
(的場知之訳、化学同人):2019年(令和元年)7月20日土曜日日本経済新聞喜評欄)

(旧長崎市立佐古小学校地とその外周道路を中核として)

rき.、 ". ^

私達当会は、生物の進化、変化が、短期的に存在の必然であり予測可能でも、長期的
に、対象世界の複雑性により偶然であり予測不可能ならぱ

私達人類の未来への変化、適応も,短期的に必然であり予測可能でも、長期的に偶然
であり予測不可能と考え得る、と理解します。

私達当会は、私達人類の未来が、長期的に存在の必然でなく偶然であり予測不可能
であるならぱ

私達人類が、未来に於いて、私達人類にとって、その存在上の、望ましい世界、社会
生活に到達するには、人類の放縦と未熟に任せず

私達人類自身が、常に、慎重に、望ましい姿や方向感に向かって、判断と行為と修正
と再認識を、私達の世界に於いて、広範囲に、蓄積するしか方法がない、と理解します。

私達当会は、例えぱ、人類にとって、科学技術は手段のーつである為、その運営にっ
いて、広範に関連する望ましい方向感への判断又行為が、上位概念として、より重要と
なる、と理解します。

,、の ノ、 に 主XⅢ

私達当会は、遺跡にっいて、自然と人工の中間領域に位置する特異な存在であり
人類にとって、自然と人工がその存在上、現在を提示する処、遺跡は、その存在上、過
去、即ち、時間の経過を提示し、特異な事象である、と理解します。

私達当会は、遺跡にっいて、人類に関する事象のうち、唯一、再確認できる"事実"で
ある、と理解します。

私達当会は、遺跡が、自然と人工と並んで、私達人類の、個体と社会の、望ましい姿
例えぱ、創造と幸福、平和、に対して、自然、人工、遺跡の夫々の存在とその特異性、
性格によって、夫々の有意な影響を与え、又、役割を担い得る、と理解します。

私達当会は、遺跡の取扱いにっいての、本来の在り方は、認知、調査確認、現状保存、
活用、整備、公開、継承である、と理解します。

私達当会は、遺跡のあるところで、遺跡を保存して継承し、遺跡のないところで、現代の
目的機能の為の建物や道路等のの構造物を形成すること、を提案し要望しています。
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即ち、人類の活動とその空間に於ける、遺跡の存在、並びに、現代の目的と機能の、共
存と共栄です。

私達当会は、私達人類が、自然、人工、遺跡、並びに、私達人類から、最大限の享受
を得られることを期待します。

私達当会は、上記のプリンシプルに則って、皆様に、遺跡の、遺跡としての、認知、調査
保存、活用、整備、公開、継承を提案し要望します。

(補足)

私達当会は、遺跡について、私達人類にとって、一般に、多く、経済市場とその取引の
対象外であり、意識と知能、身体知又経験知又暗黙知(言葉で説明できない知識)と形
式知(言葉で説明できる知識)などの認識に於いて、意識並びに身体知又経験知又暗
黙知の領域に関係する、と理解する処、文字、数字、データによる思考と理解が拡張す
る現代社会では、遺跡に関する表現は取上げられることが少ないが、その存在は、人類
の個体又その人格形成、並びに、人類の社会又その在り方、様式への影響は大きいと
考え得る、と理解します。

私達当会は、遺跡又身近な遺跡の存在は、人類とその存在にとって重要な位置づけを
為し得ると理解し、皆様に、遺跡の、遺跡としての、認知、調査、保存、活用、整備公開、
継承を提案し要望します。

私達当会は、遺跡にっいて、一般に、人類の活動の痕跡と理解され、"土地の記憶"
"空間の記憶"とも表現できる、と理解します。

私達当会は、遺跡にっいて、一般に、痕跡、と表現し得る処より理解できるとおり、完全
な状態や機能を附随して遺存することは稀である、と理解します。
私達当会は、遺跡にっいて、その機能や状態が完全ではないことを前提とする概念で
ある、と理解します。

私達当会は、遺跡にっいて、個別の遺跡の存在上の個性は、完全であることより、むし
ろ、欠けていることから生まれる、と理解します。

私達当会は、個別の遺跡にっいて、残存状態が良くないことを、当該遺跡の"価値"の
順位に置換し、又、遺跡の破壊や撤去の根拠にすることを止め、それぞれの個別の遺
跡の現状を、遺跡の存在上の個性として受容し、現状保存し、当該の現状を当該遺跡
の存在上の個性として活かし、即ち、之を包含して、遺跡の遺跡としての活用を実現す
ることを、提案し要望します。
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11.長崎地域の遺跡について

長崎の市街地でも、長崎市公会堂跡負、ノ町遺跡で弥生土器残欠が、長崎県庁企跡長
崎奉行所西役所等遺跡群で縄文土器残欠が確認されています。
長崎地域は、凡そ、1万年前以来の遺跡の地です。

私達当会は、皆様に、長崎地域に於いて、遺跡にっいて、慎重な遺跡の遺跡としての
認知と確認と保存と活用と整備と公開と継承を、提案し要望します。

1.私達当会は、皆様に、長崎地域の以下の土地の範囲にっいて、文化財保護法によ
り「周知の埋蔵文化財包蔵地」に決定し、その他の保存の措置を講ずることを、提案し
要望します。

(1)対象範囲の要件は以下の通りです。

①"先史時代/古代福田氏/中世肥前丹治比氏(戸町氏・永埼氏・大浦氏・矢上氏・時津
氏・大串氏等)等遺跡群"関連地域

②"都市長崎遺跡"(長崎惣町八十町と関連機能地点)関連地域

③"浦上キリシタンの里構想"関連地域(浦上村山里庄屋懸り・三ツ山一帯)

④"長崎キリシタンの里構想"関連地域(長崎奉行支酉己内町外町長崎惣町八十町
長崎代官支配:浦上村山里庄屋懸り・浦上村淵庄屋懸り"長崎村、大村領と佐賀領
長崎半島・彼杵半島・諌早方面)、その旧観と旧跡

2.私達当会は、皆様に、当(1)の対象範囲の要件①②③④にっいて、長崎県が策定
する「大綱」に於いて、具体的な、遺跡の遺跡としての位置付け、認知、調査確認、現状
保存、原状回復、活用、整備、公開、継承にっいて、記載することを提案し要望します。

3.私達当会は、皆様に、当(1)の対象範囲の要件①②③④に関連して、『日本遺産』
を取得し『世界遺産』に登録される措置を執ることを提案し要望します。

4.私達当会は、皆様に、当(1)の対象範囲の要件①②③④に関連して、「縄文から現
代」「日本人と自然」を主題とする『日本博』1こ参加する(個人の作品である"aん"、並び
に、社会上のaん"遺跡"その他の文化財、"土地の造形"、インフラッーリズムの可能性
等、の合同を主題として)ことを提案し要望します。

5.私達当会が、皆様に、お知らせしている、遺跡としての"土地の造形"は、
同時に、現代に継承され、私達の生活に活用されている、歴史的な人類の活動空間とし
てのインフラ(インフラストラクチャー:infra.智Uctu,e:下部構造、基盤)です。
私達当会は、遺跡、又、人類の活動空間としてのインフラである"土地の造形"の現状
保存と再建と継承を基盤とする、インフラツーリズムを提案し要望します。
主題は「歴史都市長崎のインフラ」です。
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Ⅲ.養生所/(長崎)医学校等遺跡について

私達当会は、皆様に、養生所/(長崎)医学校等遺跡の取扱いにっいて、次の、A型、B
型、C型、D型の三面より、提案と要望を提示します。

私達当会の本来の要望は、A型、B型、D型に懸ります。

1. A型の提案と要望

養生所/(長崎)医学校等遺跡の中核区域(建物敷地と外周道路等)1こ於いて、当該遺
跡の遺跡の実態を基盤に、遺跡の遺跡としての認知、確認、現状保存、活用、整備、公
開、継承することを提案し要望します。

(1)要件は以下の通りです。

①当該遺跡の中核区域(建物敷地と外周道路等)の全域の発掘調査、遺跡の現状確認

②当該遺跡の中核区域(建物敷地と外周道路等)の全域の"土地の造形"と建築基礎等
遺跡の実態の現状保存、並びに、原状回復(長崎医学校等両翼石垣群を含む)

③活用整備として、当時の写真、図面、文献資料、その他補完傍証資料、長崎市の発
掘調査の成果による、長崎医学校及び病院及び外周道路の"土地の造形"の再建、外
周道路敷石石畳の再建、並びに、養生所/精得館の建物の切石基壇の再建、甲種長崎
医学校講堂(大正十四年長崎腎科大學ぐびろケ丘に移築信三念館)昭和5年以降昭和6
年迄に滅失)の再建、その他遺跡としての活用整備

④長崎市立仁田佐古小学校の当該遺跡地以外での運用

⑤当該遺跡地で建設中の長崎市立仁田佐古小学校校舎等施設並びに外周道路の現
代の建造物の解体撤去(建物地下部分は別途検討)

2. B型の提案と要望

養生所/(長崎)医学校等遺跡の中核区域に於いて、当該遺跡の実態と建築中の長崎
市立仁田佐古小学校の校舎等施設の建築を現状で中止して得られる建造物の未完成
の状態の双方を遺跡と認知し、双方を基盤に、遺跡の遺跡としての認知、確認、現状保
存、活用、整備、公開、継承することを提案し要望します。

(1)要件は以下の通りです。

①当該遺跡の中核区域(建物敷地と外周道路等)全域の発掘調査、遺跡の現状確認

②当該遺跡の中核区域の建物敷地の"土地の造形'と建築基礎等遺跡の実態と建設中
の学校校舎等施設の建設を中止して得られる建造物の未完成の状態の双方を現状保存
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③当②を前提とした敷地残余地並びに外周道路部分での"土地の造形"と建築基礎等
遺跡の実態の現状保存、並びに、原状回復(長崎医学校等両翼石垣群を含む)

④活用整備として、当②を前提とした敷地残余地並びに外周道路部分での、当時の写
真、図面、文献資料、その他補完傍証資料、長崎市の発掘調査の成果による、長崎医
学校及び病院及び外周道路の"土地の造形"の再建、外周道路敷石石畳の再建、並び
に、養生所/精得館の建物の切石基壇の再建、甲種長崎医学校講堂(明治15年頃竣工
大正14年長崎腎科大學ぐびろケ丘に移築信B念館)昭和5年以降昭和6年迄に滅失)の
再建、その他遺跡としての活用整備

⑤未完成の建造物の強度確保の為の補強又は解体

⑥未完成の建造物を一部改装して、医史医学博物館、又、来賓接待施設、長崎大学等
宿舎、見学休息所、市民会議室等として整備、活用

⑦再建した甲種長崎医学校講堂の、医史医学博物館、又、来賓接待施設、長崎大学等
宿舎、見学休息所、市民会議室等として整備、活用

⑧長崎市立仁田佐古小学校の当該遺跡地以外での運用

⑨当該遺跡中核区域内で建設中の建物敷地外周道路の現代の建造物の解体撤去

3. C型の提案と要望

養生所/(長崎)医学校等遺跡の中核区域に於いて、当該遺跡の実態と長崎市立仁田
佐古小学校の校舎等施設を併存し、遺跡の残余の存在と小学校機能を併置し、遺跡の
残余部分にっいて、遺跡の遺跡としての認知、確認、現状保存、活用、整備、公開、継
承することを提案し要望します。

(1)要件は以下の通りです。

①当該遺跡の中核区域(建物敷地と外周道路等)全域の発掘調査、遺跡の現状確認

②長崎市立仁田佐古小学校の校舎等施設を現在の計画により完成する

③当②を前提とした敷地残余地並びに外周道路部分での"土地の造形'と建築基礎等
遺跡の実態の現状保存、並びに、原状回復(長崎医学校等両翼石垣群を含む)

④活用整備として、当②を前提とした敷地残余地並びに外周道路部分での、当時の写
真、図面、文献資料、その他補完傍証資料、長崎市の発掘調査の成果による、長崎医
学校及び病院及び外周道路の"土地の造形"の再建、外周道路敷石石畳の再建、並び
に、養生所/精得館の建物の切石基壇の再建、その他遺跡としての活用整備
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⑤長崎市立仁田佐古小学校の付帯設備の敷設による遺跡の破壊の回避

⑥当該遺跡中核区域内で建設中の建物敷地外周道路の現代の建造物の解体撤去

4. D型の提案と要望(A型、B型、C型の提案と要望に共通する提案と要望)

養生所/(長崎)医学校等遺跡の運用区域(病院西側)、並びに、関連区域(大徳寺境内
並びに庫裏、大楠社の一帯)、並びに、佐古一仁田頭の丘、周辺一帯に於いて、遺跡の
遺跡としての認知、確認、現状保存、活用、整備、公開、継承することを提案し要望しま
す。

一帯の、寄合町西南部の「佐古入口」より、後の養生所/精得館一帯を通り、北の「大村
領」に至る旧道について、遺跡の遺跡としての認知、確認、現状保存、活用、整備、公開、
継承することを提案し要望します。

当該地について、文化財保護法による「周知の埋蔵文化財包蔵地」1こ決定することを提
案し要望します。
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IV.その他

1.私達当会は、養生所/(長崎)医学校等遺跡にっいて、長崎県が策定を検討する「大
綱」に於いて、具体的な、遺跡の遺跡としての位置付け、認知、調査確認、現状保存、
原状回復、活用、整備、公開、継承について、記載することを提案し要望します。

2.私達当会は、当会より、過去に、皆様に申し入れた事項、並びに、皆様との"見解の
相違"1こ係る事項、並びに、当該の陳情の詳細に係る事項にっいて、継続的定期的な
対話を提案し要望します。

3.私達当会は、2019年(令和元年)7月1日月曜日に長崎市長を筆頭の名宛人とし
て長崎市秘書課に「養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存・保護・整備・公開に関する要
望喜Ⅵ1」「長崎奉行所西役所等遺跡群の調査・保存・活用・公開・整備に関する要望書
1山の二件の要望書を提出した後、2019年(令和元年)7月4日水曜日以降、当該要
望書、並びに、過去の複数の長崎市長を筆頭の名宛人とする弊会よりの要望書にっい
て、長崎市文化観光部文化財課より、当該要望書に弊会が関係者として名宛人として
併記した長崎市文化財審議会長に、送達又情報共有されていない事がわかりました。

(1)私達当会は、長崎市の理事者の皆様に、本件にっき、以下の通り要望します。

①私達当会は、長崎市長並びに弊会が関係者として記す名宛人が、送達又はその他
の手段により情報共有することを要望します。

②私達当会は、過去に、長崎市長を筆頭の名宛人として長崎市に提出した要望書のう
ち、弊会が関係者として名宛人に併記する長崎市文化財審議会長に送達又情報共有さ
れていない複数の当該の要望害にっいて、速やかに長崎市文化財審議会長に送達又
はその他の手段により情報共有することを要望します。

(2)手厶達当会は、本件にっき、長崎市文化観光部文化財課に当該の要望を行った後、
2019年(令和元年)7月9日月曜日以降、長崎市秘書広報部広報広聴課に連絡し当
該の要望をお伝えしておりますので、長崎市の理事者の皆様におかれましては、長崎
市秘害広報部広報広聴課様に御解答御説明いただけますようぉ願い申し上げます。
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私達当会は、次に掲げる添付資料を、本陳情書の第二章として提示します。どうぞ、御
一読下さいますようぉ願い申し上げます。

1.『養生所/(長崎)医学校等遺跡中核区域北部一帯遺跡の取扱い(調査・保存.保護.
整備・公開・継承)に関する提案と要望』

2019年(令和元年)7月9日火曜日養生所を考える会代表池知和恭

2.『産炭地等における環境汚染等に関する要望書につぃて』
2019年(令和元年)8月5日月曜日養生所を考える会代表池知和恭
附:『産炭地等における環境汚染等に関する要望書』
2m9年(令和元年)8月5日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

3.『遺跡にっいて』一養生所/(長崎)医学校等遺跡並びに長崎奉行所西役所等遺跡群の保存と活用よりー
2m9年(令和元年)9月6日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

4.『長崎奉行所西役所等遺跡群の調査・保存・活用・公開・整備に関する陳情書Ⅳ
(サンリくウロ教会等跡/長崎奉行所西役所跡/長崎県庁跡・大波止跡・築地跡等)
2019年(令和元年)9月6日金曜日長崎市議会議長佐藤正洋様陳情人養生
所を考える会代表池知和恭』

2019年(令和元年)9月6日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

以上
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